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　　　序章





プルルルル……　プルルルル……

　耳に当てた受話器から聞こえてくる呼び出し音。

　──出来る事なら、頼たよりたくはない。だけどもう、背に腹は代えられない……！

　悲痛な覚かく悟ごと明確な意思の下。俺おれ、水みな上かみ悟さとるは、とある腐くされ警官の携けい帯たいへ電話をかけた。

　やがて、呼び出し音が途と切ぎれ──

『……今、ポテチを食べていて忙いそがしい。後にしてくれ』

「俺はポテチの下かよ警官。すまん、急用だ。時間はとらせないから、頼たのむ！」

　電話に出た途と端たん、不ふ機き嫌げんそうに言ってきた腐れ警察官こと黒くろ木き。

『……貴様から頼み事ごとをされた場合、あまり良い記き憶おくが無いのだが？　切っていいか？』



　今日は、10月も終しゆう盤ばんの日曜。その午前10時にもなる前に、事情があって黒木の携帯に急きゆう遽きよ電話をかけたのだが……。



　──確かに、今までの事を考えれば、その応対はわからなくもない。だが……！

「……すまん黒木。今までの事は全すべて謝罪してもかまわない。だから──頼む……、知ち恵えを貸してくれ……！　今はお前しか頼れない──ッ!!」

『 !?　……仕方がない。分かる事なら答えてやろう。──何があった？』

　気だるい雰ふん囲い気きを消し、真しん剣けんな雰囲気を宿す声で語る黒木。ありがたい……！

「──礼を言う。これを乗のり越こえたら、必ず恩は返す。……では、教えて欲ほしい──」

『────（ごくり）』



「……女物の下着って、どう洗えばいいんだ？」



『………………貴様、俺の職業忘れたのか？　それとも自首と判断していいのか？』

　──何を言ってるんだコイツ？

「なぜそうなる!?　──俺は真剣だ!!」

『真剣に女性下着の洗い方を男に訊きく方が『なぜ』だろうが!?　それにソレは誰だれのだ!?』

「澪みおのに決まっているだろうが！　常識を考えろ!!」

『今の貴様に『常識』とか言われたくないわ!!　────って、待て。……澪ちゃんの？　なぜ本人に聞かない？　まさか──』

　そう。俺だって、この手の質問はさすがにしづらい。澪に訊けるなら当然そうする。……というか訊ける状態ならば、そもそも質問が必要な状じよう況きようにすらならないわけで。

「……具合が悪いみたいで。今は眠ねむってる」

『……それを先に言え。──大だい丈じよう夫ぶなのか？』

「ああ。熱は無いんだが……頭がボーっとして、眩暈めまいもするらしい。本人は大丈夫って言うんだが……無理はさせたくないからな。念のためにベッドに押おし倒たおした」

『…………言っている事はわかるから、スルーしよう。──とにかく状況はわかった。ところで、真ま白しろ達たちはどうした？　聖き宵よいはともかく、真白は戦力になるだろ』

　こいつの中での聖宵の評価って……。気持ちはわかるが──実は聖宵、家事の手伝い結構してるんだぞ？

「……今はガブリエル様から、変身止められてるんだ。ちょっと調べたい事があるから、と。さっき連れん絡らくとって解禁の申しん請せいしたが、今は連絡待ちだ」

『なるほど。──では久く遠おんは？　あの子の変身は別系統なのだろう？』

　──確かに、久遠は居る。そして、いろいろ手伝ってくれている。……だが。

「…………頼めるのか？　お前は幼子に『ワイ分からへんから、この下着洗あろうてくれや～』と言えるんかワレェェエエ!?」

『…………すまなかった。だが、なんだそのエセ方言は……？』

　──は？　エセ方言？　俺、何か変な事言ったか？

「とにかく。一度洗せん濯たくを引き受けてしまった以上、我わが手元にある澪の下着上下セットを洗うというミッションは、俺にしかできない──!!」

『……なぜか不必要に力が入っている様にも見えるが……まぁいい。しかし、少し意外だな？　澪ちゃんが寝ね込こんだなら、もう少し取り乱すかと思っていたが』

「……さすがにこの程度で取り乱したりはしない。そう重い症しよう状じようじゃなさそうだしな。長引くなら医者に行かせるが、多分大丈夫だろ。──まぁ、心配は心配だから、今日はしっかり澪に付きまとうが」

『…………なぁ？　貴様さっきから、わざとやっているのか？』

「 ？　何の事だ？」

『単語の選せん択たくが、ときどき微び妙みようだが？』

「何を世迷い事を。それより早く教えてくださいやがれ。とっとと洗せん濯たく終わらせて澪のそばにステイでピッチリガッチリ看病を──」



『貴様、落ち着いた口調で実は相当テンパってるな!?』



　────はい。……少しだけ自覚あります。



　　　　　◆　　　　　　◆



　おなじみの、聖ひじりヶが丘おか学がく園えん理事長室。

　いつもの天使三名が集まり、深刻な表情で向き合っていた。

「先ほど、悟殿どのから連絡が入りました。……澪が体調を崩くずしたそうです」

「………………」

「それはやはり……例の件が原因でしょうか……？」

　ガブリエルの言葉に、真剣な表情のまま黙だまり込む財ざい天てん寺じと、質問を返す白しら川かわ。

『例の件』。それは、元天使である澪が抱かかえる問題の事。

　調査が進むにつれ、深刻な事態が徐じよ々じよに明らかになり……それ故ゆえに、水上家一同にもまだ伝えていない事なのだが……。

「……間ま違ちがいないでしょう。あれだけの『力』を宿していながら、今さら人間の病にかかるとは、あまり考えられません。──澪の負担を緩かん和わするため、ヴィス達の変身を制限していたわけですが……逆効果、だったようですね……」

「やはり──天使の力に、人の身体が耐たえられなくなってきている、と？」

　難しい表情のまま、再び口を開く白川。



　澪が抱える問題。それは──元天使である彼かの女じよが、天使の力の一部を持ったまま、人に転生してしまった事に端たんを発する。

　当初、問題無いと思われていたのだが……ここ数ヶ月で力が増大。調査の結果、ヴィス、イブ、リッドが変身する際に澪が力を供給しており、そうして使われる度たび、鍛きたえられるように徐々に力が増大していった事がわかった。

　──そして今では、人の身体に影えい響きようが出る程ほどに。



「おそらく……すでに危険域に近づいていたのでしょう。適度に消費しないと、逆に負ふ荷かがかかってしまう様ですね……。財天寺」

「は！」

「『あの行事』を楽しみにしていたのなら申し訳ないのですが……天てん狐この里へ飛んでください。こちらが今まで計測したデータを持って、族長の永なが久ひさ殿と話をしてきてください」

「変身の負荷──または消費の調整について、ですか。わかりました」

「調整と言えば悟殿の力の事ですが……ガブリエル様、あの力を活用する事は？」

　返事をした財天寺の言葉で思い出したらしい。白川がガブリエルに問う。



　悟が持っていた力が、先の一件で判明していた。

　他者が使う力を仲ちゆう介かい・調整する能力。

　転生前の世界で澪から力を受けた際、副次的に得たと思われる能力で、悟は無意識にこれを使い、イブの変身のサポートをしていた様だった。



「悟殿と聖宵に協力いただいて、少し調べてみたのですが。どうやら元々ある力を導く事はできるようなのですが、力の量そのものに干かん渉しようする事はできないようです」

「なるほど……。水を送るホースや水道管みたいな役割ですか」

「む……。給水を制せい御ぎよできない以上、貯水タンクには干渉できない、ということか……」

　ガブリエルの回答に、残念そうな声を返す白川と財天寺。

「ええ。……使用量が有限である以上、根本的な解決方法を見つけない限り、どうしようもありません」

「物が物である以上、無む駄だに垂れ流すわけにもいきませんしね……」

　白川の言葉と共に、再び考え込むように黙り込む天使達。──隠かくしようも無い重い雰囲気が立ち込める。

「──とにかく、今出来る最善を尽つくしましょう。私は引き続き、過去の文ぶん献けんを探します。財天寺──いえ、ツトレキエルは天狐の里へ。白川──スリアは学園内での彼かれらの観測をお願いします」

「「 了りよう解かいしました 」」










　　　一章　ある日常、友人達の記録『“〝もう一つの物語”〟』





　いまだ、黒くろ木きとの電話が続いていたりする……。

『──少しは落ち着いたか？』

「……実はあんまり落ち着いていないと、自覚できるくらいには」

『それだけ落ち着けば十分だ。……澪みおちゃんが寝込んでいる時点で、貴様に冷静さは期待していない』

「澪は俺の精神安あん定てい剤ざいか……？」

『違ちがうのか？』

「………………とにかく。例の質問に答えて欲しい。知ってるだろ？」

『露ろ骨こつに話を変えたな？　まぁいい──いや良くないわ！　だから何で俺が、女物の下着の洗い方を知ってると思う!?』

　我に返ったようにツッコんでくる黒木。

　──今さら『なんで』とか訊かれても……なぁ？

「いや、だってお前、持ってるだろ？」

『無いわ！　持ってたらアウトだろうが!?　スク水はともかく下着は持っていない!!』

「スク水持ってる時点でアウトだろうが!!」

　──いやー、細さざ音ねと知り合ってから、段々まともになってきたかと思っていたんだが……やはり根本的に黒木は黒木か。

『──まったく。だからそもそも、なぜ俺に訊く？　貴様や澪ちゃんの親にでも訊いたらどうだ？』

「基本的に、久く遠おんに頼めないのと同じ理由だ。『女の子の下着を洗います。手ほどきを』なんて言えるか……？」

『……まぁ、わからなくもない。では、細音はどうだ？』

　──あー、細音、ねぇ……。実は、どっちに電話するかで迷いはしたのだが。

「やっぱり同じ理由と……。後はほら、細音のと澪の、多分別モノだろ？　下はともかく、上は次元が違うというか。細音のは『洗せん濯たく機きにポイでＯＫだろ？』的な」

　実際どうかは知らない、というより、多分それなりの苦労はあるんだろうが……。

『…………ふむ。あー、少し残念なお知らせがある』

「……？」

　珍めずらしく、歯切れの悪い言葉が返ってくる。──なんだ？



『…………実はここに、当の細音が居たりする』

『やっほー悟さとる兄～。…………一部始終、聞かせてもらったよー』

『ばうばう……！』



　………………わーい。

「……やぁ細音さん、キーヤ君。ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　妙みように冷たい印象を受ける細音の声と、明らかに不機嫌なキーヤの声を聞き、我ながら白々しい挨あい拶さつを口にしてみる。

『んー、あたしの機嫌が麗しいかどうかは、悟兄の次の一言次し第だいだと思うんだ。さて悟兄、何か言う事は？』

　──ここは……守りに入ったらやられる。

　細音の性格上、謝罪をしたらそのまま畳たたみ掛かけられるのは明白。ならば──



「朝イチで交番に通う、健けな気げな細音さんにバンザイ」



　明らかなツッコミ所を攻せめてみた。

『ちょ！　そう来るの!?　ほ、本当はそっちの家に行く予定だったんだけど、コンビニで新製品のポテチ見つけて、面おも白しろそうだから司つかさ兄の所に来ただけで──!!』

　あー、なるほど。黒木が食ってたポテチ、それか。

「ふむふむ。ウチに来るつもりだったと言うが──ならば、そのポテチはウチに持ってくる分もあるのか？」

『……え？　────あ!!』

「なるほど。獲え物ものを一番に分かち合いたい所に行った、と」

『ちょ────!?　そ、そうじゃなくて、たまたま……って、ソコ！　何を頬ほおを紅あかくしてるの!!　べ、別に好きでここに来たんじゃないんだからね!?』

　──ふむ、ここでテンプレ的にツンデレるか……。腕うでを上げたな、細音。

　受話器の向こうの遣やり取とりに少しニヤニヤしながら、妙なところに感心してみる。

　──っと、まずい。早く目的を達成しなければ。

「──細音よ。この事実を学園で公表されたくなくば、速すみやかに下着の洗い方を教えてくださいお願いします」

『……なんであたし、いつの間にか脅きよう迫はくされ──あれ？　頼まれてる？　……あーもう！　わかった、教えるよ……後で覚えててね？』

　──よし、上う手まくいった。

「りょーかい。お礼も込みで考えとく。……で、どうすればいい？」

『って言っても、そんなに教える事はないんだけど……見てもらった方が早いか。その洗せん濯たく物もの、手元にある？』

「ああ、さっきからずっと持ってる」

『…………司兄。やっぱり悟兄、正気じゃないよね？』

『だな。……現状、傍はたから見た己おのれがどんな状況か、全く頭が回っていないようだ』

　電話の向こうで、細音と黒木がわけのわからない事を話している。──何の事だ？

「──で、どうすればいいんだ？」

『……とっとと済ませて、早く正気に戻もどってもらった方がいいかな。──うん、多分、内側のタグに、洗濯表示があると思うんだけど──』

　言われて、手元の下着（上）に目を向ける。と、そこに表示されていたのは──

「な──!?」

『……え、どうしたの？』

「…………イヤ、何デモナイ。気ニスルナ」

『何でそんなカタコト!?　何があったの!?』

「あー……、大した事じゃないんだが……」

　勿もつ体たいぶった形になり、退くに退けなくなった。言うしかないか……？　細音は聞かない方がいいと思うんだが……。

　俺が見てしまったもの。……洗濯表示とは別に、表記されていたのは──サイズ。



「……『Ｆ』って書いてある」



ガタガタガタッ

『さ、細音!?　眼めが死んでいるぞ！　しっかりしろ!!』

　受話器から、崩くずれ落おちる音と黒木の慌あわてた声が聞こえてきた。

　──あー、やっぱり気にしてるのか……。

　別に張り合ってるわけではないらしいのだが……やっぱり気にはしているみたいだ。

　──それにしても。以前聞いたときは『Ｅ』って話だったが……まだ成長中か。

　……若じやつ干かん、自分の頬が熱くなっているのは自覚している。

『……もういい』

「──さ、細音さん……？」

『もういい！　元から行くつもりだったし、あたしがそっち行くから首洗って待ってて!!　司兄も、いいね!?』

『お、俺おれもか!?』

プツッ

　……と。戸と惑まどうような黒木の声を最後に、通話が切られる。

　とにかく。どうやら細音と黒木が来てくれるらしい。……正直助かるのだが──

「……大丈夫かアイツ？　いろんな意味で」

　──首ではなく、洗濯物を洗いたいんだけど……？



　──それから、約20分経過。



コンコン

「……澪、起きてるか？」

『……ん、悟？』

　眠っていた場合を考えて控ひかえめに声をかけると、聞き慣れた声が返ってきた。

「ああ。細音と黒木が来た。ちょっと入っていいか？」

『……え？　ん、わかった。大丈夫』

　返事を聞いてから、後ろに居る細音と黒木に目配せ。安あん堵どした表情とともに頷うなずく二人と共に、澪の部屋へと入る。

「に～」「にゃあ！」

　ドアを開けて入ると、クッションの上にいたヴィスとベッドの上にいたイブが、揃そろって声をあげて駆かけ寄よってくる。

「ヴィス、イブ。看病ごくろうさん。おっと」

「ぅにゃぁ♪」「に～♪」

　飛びついてきたイブを抱だき止とめ、足元に来たヴィスの頭を撫なでてやる。

　と、そんな俺おれ達たちに苦笑いを向けてから、細音が澪に話しかける。

「や、澪。大丈夫？」

「……ん。元から大した事ないから。……悟、心配しすぎ」

「あー……、気持ちはわかるけど、悟兄だから。諦あきらめが肝かん心じんだと思うよ？　それで、えっと……澪さ、その心しん配ぱい性しように洗濯を頼たのんだでしょ？」

















「……え？　ん、それが──あ」

　言おうとしている事がわかったらしい。澪が少し頬を紅くして、こちらを見てくる。

「うん、まぁソレを『洗っていいのかどうか』って相談されて……ね？」

「……ん、っと。それで、来てくれたの？　ありがと、細音」

　──あれ？　実際と少し違う……よな？

　少し疑問に思ったが、何か考えがあっての事なのだろう。特に何もツッコまず、腕の中のイブの喉のどをくすぐる。

「にゃあ……、ごろごろ♪」

「あ、そうだ。ついでにちょっと訊きいていい？」

「……ん？」

　気持ち良さそうに目を細め、喉を鳴らすイブ。一方、細音の方は……何を訊く気だ？

「澪……また大きくなった？」

「えっ？　…………あぅ」「うにゃっ!?」

　何を指し摘てきされたのか気が付き、頬を染める澪。……同時に、ショックを受けた様な声を出すイブ。──お前、本当にこの話題には反応早いな……悪い意味で。

「にゃあっ！　にゃぁにゃあ、うにゃあっ!!」

「え……？　えっと……ごめんね？」

　どうやらイブが、『ずるいっ！　お姉ちゃんだけおっきくなってずるいっ!!』とか言ったらしい。戸惑いながら謝あやまる澪だが……なぜかこちらをチラリと見ると、顔を曇くもらせる。

「でも……私も、ね？　あんまり、大きくなってほしくない……」

「……澪。それ、すっごく贅ぜい沢たく。いいじゃん、悟兄は巨乳派なんだし」

　澪を慰なぐさめるため──というより半ばヤケっぽい口調で。──細音さん、人の嗜し好こうを勝手に決めないでいただけます……？　まぁ、あんまり否定できないんだが……正確には少し違ったりする。

「……ん。でも、買かい替かえるからお金かかるし。それに……」

　言葉を切って、再びこちらをチラリと見る澪。

「──悟、『Ｅ』くらいまでが好きだって、言ってたから……」

「……本当に『Ｆ』なんだ？　あ、あのね澪──」

「あー……あのな、澪？」

　細音がこっちに『何か言ってよ』という視線を送ってきたが、言われるまでもなく、細音の言葉を遮さえぎって澪に声をかける。

「俺は巨乳派でも貧乳派でもなくて──澪派だから。全然問題無いぞ？」

　以前、好みを訊かれたとき、たしかに『ＤかＥくらい』と答えたが……どうやら無意識で『澪がそれくらいかな』とか考えていたようで。

　──今考えてみれば。あのときの俺の答え、完全に澪のことだよな……。

　無意識に澪を基準に答えるくらい、俺はあの頃ころから重じゆう症しようだったらしい。──今さら自覚した衝しよう撃げきの事実。

「悟……。ありがとう……ね♪」

　嬉うれしそうな笑え顔がおを向けてくれる澪。見つめ返す俺。

「……なんであんな話題から、こんな雰ふん囲い気き作れるんだろ……？　──と、とにかく澪？　洗せん濯たく、あたしがやっちゃっていいんだよね？」

「え？　──あっ。……ん、お願いします。……あれ？　久遠とリッドは？」

「ああ。リッドはもちろん久遠と一いつ緒しよ。で、その久遠は……ちょっと前までは掃そう除じしてくれてて、さっきはキッチンで──」

　と。言いかけたところで、部屋の外から話し声が聞こえてくる。そして、頭に子ネコを乗せた少女が顔を出す。

「えっと……お話し中？」

「……ん、大だい丈じよう夫ぶ。どうしたの、久遠？」

　手にお盆ぼんを持った久遠が、恐おそる恐るといった様子で部屋に入ってくる。だけどその頭の上のリッドは、何か楽しそうな顔に見える。

「うんっ。おねえさん、あんまり朝ごはん食べてなかったから……これ」

　言って、小さな土ど鍋なべが載のったお盆を澪に差し出す久遠。

「──あ、お粥かゆ……？」

「うんっ、卵粥。おかあさんに、電話で作り方きいたの。食べれそう……？」

　少し不安そうに訊く久遠。澪は微笑ほほえみながらお盆を受け取り、添そえられていたレンゲで一口分を掬すくうと、数回息を吹ふきかけてから、口へ。

「ん、美お味いしい……。ありがとう、久遠」

「うんっ。はやくよくなってね、おねえさん」

　笑顔でお礼を言う澪に、ホッとしたような顔をしてから、同じく笑顔で返す久遠。

「へぇ……！　もしかして久遠ちゃん、もう結構お料理できるの？」

「うんっ♪　おかあさんが『しっかり花はな嫁よめ修しゆ業ぎようしてきなさい』って」

「へぇ～♪　良かったねリッド君……あれ？」

「…………み」

　こういう状じよう況きようにおいて、反応を抑おさえて顔を背そむける事を覚えたリッド。とはいえ──

「ほらほらリッド？　嬉しいなら嬉しいって言わないと」

「み!?　み、み……うみゃぁ……」

　少し頬をグニグニしてやると、あっさりポーカーフェイスは崩くずれるのだが。

「さて、っと。んじゃ、そろそろ洗濯やっちゃうね？」

「あ。……ん、お願い。ありがとう、細音」

「はいはい。とっとと終わらせちゃうね～」

「んじゃ、俺も行くわ」

　腕の中にいたイブを下ろし、細音の手伝いに、俺も部屋を出て行こうとすると。

「にゃあっ！」

　イブが『ボクも行く！』と声を上げる。そして足元を見ると──ヴィスも、まるで付いて行くのが当然というように、俺の足に身を寄せている。

「はいはい……。じゃぁ……リッド、久遠。澪の看病よろしくな？」

「み！」「うんっ」

「…………悟。私、本当に大丈夫、だよ……？」

　元気に返事をするリッドと久遠。……反対に、頬を膨ふくらませて不満そうに言う澪。

「ダメ。澪、目を離はなすとすぐ無理するし。完全に体調が戻るまで寝ねてろ。な？」

「…………むぅ」

　不本意そうだが、それでも諦めてくれたらしい。──って事は、やっぱり体調おかしい自覚があるって事か。

「一通りやる事終わらせたら、また来るから。じゃな」

「にー」「にゃあっ！」

　言って、今度は引き止められる前に部屋を出て、ヴィスとイブも出て来たのを確かく認にんしてからドアを閉める。

「──話は終わったか？」「わうっ」

　部屋の外の廊ろう下かでは、黒木とキーヤが待っていたらしい。先に部屋を出ていた細音も、その隣となりで苦笑している。

「そういえばお前、なんで中に入らなかったんだ？」

　部屋の前まで黒木もキーヤも一緒に来たのに、中に入ったのは細音だけだった。

「貴様は……。洗濯物やら下着やらの話をするのがわかっているなら、野や郎ろうは居ない方がいいだろうが」

「ばうっ」

　心底呆あきれた様に言う黒木と、『右に同じ』と言ったらしいキーヤ。

　──キーヤはともかく……コイツ、こういう空気の読み方するヤツだったっけ……？

「そういえば細音、さっき澪に状況説明したとき、少し実際とは違う事言ったよな？」

　と、俺が素そ朴ぼくな疑問を口にすると、

「「「 ……………… 」」」

　二人と一匹ぴきは無言で顔を見合わせ、

「「「 はあ…… 」」」

　……思いっきり、溜ため息いきを吐ついてくれました。

「さすがにもう正気に戻ってるっぽいから、ちょっと訊くけどさ──」

「──うむ。洗濯前の女性物下着を手に持ってウロウロし、『これは俺が洗う！』と力説する男を、貴様はどう思う？」

　細音の言葉を引ひき継つぎ、黒木が訊いてくる。

「下着メーカーの人じゃなければ……ちょっと頭がおかしい人か、変態さん」

「まさにちょっと前の悟兄の事だよね？」

「…………すみませんでした」

　少しは自覚があったが、かなり頭がおかしかったらしい。……という事は、それを澪に知られないように？

「さすがの澪もいい気分じゃないだろうし……、悟兄がそんなに焦あせってたって知ったら、余計に気を遣つかっちゃうでしょ？」

「……ありがとうございます」

　呆れ顔でお説教してくる細音に、素す直なおに頭を下げてお礼。

　──だけど……コイツも、こういう気き遣づかいするヤツだったっけ？

　以前なら多分、嬉き々きとしてネタにして反応を楽しみ、最後にフォローを入れるという、確信犯かつ愉ゆ快かい犯はん的てきな行動をとったはず。

　この前の修学旅行の一件でも少し感じたが……この二人、少しずつ良い意味で変わってきている気がする。

　──って事は、多分……。

　思い至り、ちょっとキーヤの方に視線を送る。

「わうっ♪」

　視線とその意味に気が付いたらしいキーヤが、誇ほこらしげな、嬉しそうな声を上げる。

　──肯こう定てい。つまり……この二人が影えい響きようを与あたえ合って、という事だよな？

「まったく……。悟兄、焦ると視野が狭せまくなるの、昔から変わらないよね」

「だな。しかも今回は澪ちゃん関係だからな。──そういう意味では重症化しているな」

　俺の事をボロクソに言いながら階段に向かう二人。その背中が、なぜかすごく似た雰囲気を出しているように見えて。……思わず、この質問が口から出てきた。



「──お前ら、正式に付き合い始めたのか？」



「「 ぶッ!? 」」

　揃って噴ふき出す細音と黒木。──微び妙みような所だが……この反応は多分、『まだ』かな？

「ゴホッ！　ゲホッ！　き、貴様何をいきなり……!?」

　むせながら、あからさまに動どう揺ようして抗こう議ぎの声を上げる黒木。

「だって……なぁ？」

「に♪」「うにゃ？」「……わう」

　話を振ふると、『そうですね♪』と楽しそうに答えるヴィス。意味がわかっていない様子のイブ。『……だよねぇ』と、苦笑と呆れが混ざった様な声を返すキーヤ。

「あ、あたし、とっとと洗濯やってきちゃうね！」

　細音がいち早く逃にげ出した。だから俺は、残された黒木に狙ねらいを定める。



「お前ら……とっとと付き合っちゃえよ。見ていてじれったい」



「き、貴様が言うなあああああああ!!」

　黒木くん、魂たましいの絶ぜつ叫きよう。そして改めてヴィス達たちに視線を向けると、相変わらず意味がわかっていない様子のイブ。ヴィスとキーヤは……揃って顔を背けた。

「……まぁ、言いたい事はわかるんだけどな？　その俺に言われるくらいだと解かい釈しやくしろ」

「ぐ……！」

「いい加減、少しは覚かく悟ご決めたらどうだ？　別に結けつ婚こん申し込むわけでもないんだし」

「だから貴様が言うなと──」

「俺、そっちは覚悟決めてあるんだが？」

　どういう反応が来るかはわかっていたため、用意してあった言葉を言ってみる。

「む──？　……ああ、例の里でか。ふむ……『おめでとう』と言うべきか？」

「いや、いい。まだ動けないから、正式にはまだなんだ。──で、お前の方は？」

「ぐ……！」

　再び言葉を詰つまらせる黒木。……コイツも細音も、決して鈍にぶい方ではない。だからまず間ま違ちがいなく、お互たがいの気持ちには気付いているはず。

　なのに決定的な一歩を踏ふみ出せないのは、付き合い出した後の事を考えてヘタレているのだろう。普ふ段だんのこいつ等らを見ていると、そんな心配は無いとは思うが──確かに、進展するには何かキッカケが必要かな、とも思う。

「──とにかく。この優良物件、逃のがしたら次は無いと思えよ？」

「……………………わかっている」

　ムスっとした顔で、最後に小声で言う黒木。──いやー、おもしろいね？

「ま、この話はこれくらいで止やめとくか。リビング行っててくれ。茶でも淹いれる」

「む。──わかった」

　トイレに行く振りをして廊下に残り、リビングに入った黒木がドアを閉めるのを待ってから……廊下の先へ声をかける。

「お前にとって悪い話になってないから、安心していいぞー」

『うわぁっ!?』

　細音の慌てた声に続いて、『ガタンガタン』と、洗濯カゴでもひっくり返したような音。……やっぱり気にしていたらしい細音さん。

「いやー……可愛かわいくなっちゃって。──な？」

「に♪」「にゃあっ！」「……わうっ」

　思わず漏もれた言葉に、楽しそうに同意するヴィス。他意無く同意するイブ。苦笑っぽい声を出すキーヤ。

「飲み物出すけど、お前もコーヒーでいいか～？」

『う、うん！　ありがと～』

　確認を取ってから俺もリビングに入ると、黒木がソファーに座すわり、テレビをつけて『笑っていい○も・増刊号』を見ていた。──勝手知ったる他人の家……まあいいけど。

「お前もコーヒーでいいんだよな？」

「ああ、すまんな」

　──コーヒー三人分と……ヴィスとイブにネコ用ミルク。あとキーヤには水かな？

　と、そういえば……砂糖が残り少なかった気がする。出しておいた方がいいか。

「……あれ？　なあヴィス？　砂糖のストックってどこにあったっけ？」

「に？　にー……」

　ヴィスは『たしか……』と記き憶おくをたどる様に、食しよつ器き棚だなの隅すみの一角を指し示す。

「ああ、あった。ありがとな、ヴィス」

「に♪」

「……本来はツッコミ所のはずなんだが……貴様らはこれが普ふ通つうなんだったな」

　食べ物以外では『ネコだから』『人だから』とか区別してないだけなんだけどね。



ぴんぽ～ん♪

『お届け物でーす！』



　と、そんなとき。来客を告げる音と、外からの声。──若干、タイミングが悪い。

「にゃ？　ボクが出ようか？」

「ああ、じゃあ頼む」

「わかったー」

　取り出した砂糖の袋ふくろからシュガーポットに移しながら、反射的に答える。

　この家は以前、黒木にピッキ○グでの侵しん入にゆうをゆるしてから、叔お父じさんと相談して電子錠じように変えてある。

　インターフォンに付いているボタンで玄げん関かんを開けられるため、イブでも大丈──



「……はっ!?」「に!?」「な!?」「わうっ!?」



　我に返った声が、四つ重なった。

　──しまった！　イブはネコのままでも喋しやべれるんだった……!!

　当のイブも稀まれにしかやらない上に、今は流れが自然で、相手が『聖き宵よい』のつもりで答えてしまい、反応がかなり遅おくれた。

「にゃ～」

　全員が慌あわてて視線を向けた先で、イブはジャンプして開かい錠じようのボタンを押おし、そのまま玄関に向かう。──自分でも気が付いていない!?

　だが──この家の者ではない黒木は出れない。俺は手が離せない。ヴィスやキーヤだと、イブと変わらない。つまり代わりに出る者も、止められる者も居ない──!!

「にゃ～」

「はい、どうもクロネコヤマ──黒ネコ!?」

「にゃ？　──うにゃっ!?」

　玄関に入って来た運送業者の人が、出で迎むかえたイブを見て驚きよう愕がくする声。……この時点で、やっとイブは自分の現状に気が付いたようだ。

「……え、えっと……この家の子……かな？」

「にゃ、にゃあ……」

　コクコクと頷うなずくイブ。

「あー……印いん鑑かんって、あったりする……？」

「うにゃあ……」

「無いよねぇ……。じゃあ、サイン──」

「にゃぁ……」

「出来ないよねぇ……。あ！　じゃあ拇ぼ印いんで──!!」

「うにゃ？」

「ええっと、この朱しゆ肉にくを指につけて──指……？」

　ポケットから出した朱肉を差し出してから、首を傾かしげる配達の人。

「にゃあ！」

　一方のイブは、『それなら！』といった様子で前足を朱肉に押し付け──

「にゃ、にゃ──うにゃん♪」

　朱肉のついた前足を受領書に押し付け、『できたよ♪』と。

「え──？　あ、ありがとう……ございます？　じゃあお届け物は──ここに置いておけばいいのかな……？」

「にゃん♪」

「……いやー、確かにウチはネコのマークの運送業者で、そんなＣＭもあるけど……本当にネコが受け取ったのは、７年やってて初めてだわ……」

　そんな事を呟つぶやいてから帰っていく配達の人。こちらの作業が終わったので、玄関のモニターで見てみると──イブの肉球マークが付いた受領書に首を傾げながら、トラックに乗って去っていった。

　──本当に、アレで大丈夫なのだろうか……？

　後で謝罪の電話入れとかなきゃなー、とか考えていると、イブが戻もどってきた。

「にゃあ！」

　誇らしげに『ちゃんと出来たよ！』と言うイブ。……全員がイブに驚きよう異い的てきなモノを見る目を向ける中、俺おれは『どや顔』の意味を改めて理解した。

「と、とりあえず……グッジョブ、イブ。──いろんな意味で」

「にゃん♪」

　──この子『聖宵』で外国行ったら、きっと日本語とジェスチャーで押し切るタイプだ。

「洗せん濯たく機きまわしてきたよー。……あれ？　何かあったの？」

「ああ、まぁ……この子は多分、海外行っても大丈夫だってわかっただけだ」

「うにゃ！」

「……は？」

　自信満々なイブと、わけがわかってない細音。……まぁ、わからないよな。

「それより。ご苦労さん、細音。今コーヒー淹れる」

「に？　にー、に～」

「ん？　あ、荷物か。ありがとうな、ヴィス」

「に～」

　イブの遣やり取とりのインパクトが強すぎて、肝かん心じんの荷物を忘れるところだった。足元に居るヴィスの指し摘てきで思い出す。

　届いた荷物は小さなダンボール箱。品名は『雑貨』で、重さもたいして無い。

「送り主は──『葛かつら葉ば永なが久ひさ』。天てん狐この里の永久様から……？　なんだろ？」

「に～……？」「にゃ？」

　久遠からも特に聞いていないし、何より宛あて名なは俺の名前。

　心当たりが無くて首を傾げていると、細音が何か言いたそうな顔で俺の方を見ている。

　──いや、俺じゃなくて……ヴィス？

「どうした細音？」

「んー。や、ヴィスちゃんなんだけど……なんか前よりネコらしくなったなー、と」

「に？」

　──まぁ、見ての通りネコなんですけどね？

　とは言え、言いたい事はわかる。最近のヴィスの行動を言っているのだろう。

　イブは直球で甘あまえてくるし、リッドは慌てたり照れたりと、素直な反応が人間くさい。

　それで最近のヴィスはというと。イブの様にストレートに甘えてきたりはしないのだが、その分、よくついて来る様になった。

「なんだか──これがこの子の甘え方かたらしいぞ？」

「に♪」

　どうしても澪やイブに気を遣ってしまうヴィスは、この前の里の一件以来、ネコの姿のときは甘えると決めたようなのだが……。問題になったのは、ヴィスはネコの姿のときと人の姿『真ま白しろ』のときで、少し性格が変わるらしい事。

　実際は多分、真白の大人びた外見に、無意識に性格を合わせてしまうのだろう。

　とにかく。ヴィスでやった事を、真白になって思い返し赤面、身み悶もだえること数回。試し行こう錯さく誤ごの末に辿たどりついたのが、ネコとしての原点回帰だったらしい。

　イブみたいに飛びついてきたりはしないが、くっついて来る事が増えた。特に何をするでもないのだが、体のどこかが触ふれている頻ひん度どは、多分イブより高い。

　確かにこの適度な距きよ離り感かんは、『ネコっぽい』と評するのが適切かもしれない。

「まぁ、ヴィスちゃんらしいよね、確かに♪」

「わん！」

「に？　に～♪」

　楽しそうに言う細音に同意したらしいキーヤ。嬉うれしそうな声を返すヴィス。

「それで、何が届いたのだ？」

「んー、『雑貨』ってなってるが、何だろうな？　天狐の里からみたいなんだが……」

「──ああ、雑貨と言えば。少し早い気もするが、思い出したから今の内に訊きいておく。今年の歳せい暮ぼのお裾すそ分わけ、希望はあるか？」

　思い出した様に訊いてきたのは、毎年恒こう例れいのお歳暮の話。──今年は家族が増えているため、非常にありがたい。

「あー……魚とか、ともかく魚ぎよ介かい類るい？　適当に見み繕つくろって回してくれると助かる。──悪いな、おじさんとおばさんに、お礼言っていたと伝えてくれ」

「に？」「うにゃ!?」

　俺と黒木の会話に、ヴィスが『何の話です？』と首をかしげ、イブが『お魚!?』と、目を光らせて反応する。

「……へ？　えーっと……何の話？」

「ん？　ああ、細音は知らないか。コイツの家──」



プルルルル～♪　プルルルル～♪

　と、説明しようとしたとき、今度は電話が。──なんだか次から次へ……。



「はい、もしもし。水みな上かみです」

『こんにちは。悟殿どのですか？』

　聞こえてきた上品な声は、聖ひじりヶが丘おか学がく園えんの理事長──しかし、俺を『水上先生』や『水上教きよう諭ゆ』ではなく『悟殿』と呼んだという事は──

「ガブリエル様。──澪の事、ですね？」

『はい。というよりは、ヴィス達の事です。大変でしょうから、本日一日、人の姿への変身を許可いたします。……ところで、澪さんの容体は？』

「はい、本人は大丈夫だと言っています。……『本人は』。実際は、まだ少し身体が重そうですね。とはいえ本人の言うとおり、そう重い症しよう状じようでもなさそうですが」

『なるほど……。では『お大事に』と、お伝えください。……では、失礼いたします』

「わざわざ、ありがとうございます。それでは」



「……気のせい、か……？」

　仕事があるのか、早々に会話を切り上げたガブリエル様だったが、なぜか少し違い和わ感かんを覚えたのだが……？

「 ？　どしたの悟兄？」

「へ？　ああ、なんでもな──くはないか。ヴィス、イブ。ガブリエル様からで、今日は変身していいってさ」

「に～」「にゃあっ！」

　それぞれ『わかりました』『やった！』と返事をする二匹。そして。

「では、わたしが飲み物の用意をしますね。運ぶの手伝っていただけますか、キーヤ？」

「わう！」

「にゃ、じゃあボクのもお願いっ！」

　まるで着き替がえる様な気軽さでヴィス・イブの二匹は、真白・聖宵の姿に。

「……まぁ、アレだな。間違いなく超ちよう常じよう現象なのは理解しているのだが──」

「あー、うん。これが普通になってるよね……特に聖宵ちゃん」

　もはや変身シーンを見られても驚おどろかれない、水上アニマルズ。……今さらだけど。

　とにかく。いつまでも立ち話もなんなので揃そろって椅い子すに座ると、細音が口を開いた。

「あ、さっきの話だけど。お裾分けとか……何の話だったの？」

「む？　ああ。早いのは12月頭から来るのだが……毎年、お歳暮の処分に困ってな。食品だけは腐くさらせるのも悪いと、あちこちに配っているのだ。──お前も何かいるか？」

「……え？　そんな配り歩くみたいな事するほど、お歳暮余るの……？」

　サラリと返す黒木に、細音が頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。そういえば……。



「細音は知らなかったのか。──コイツ、何気に金持ちのボンボンだぞ？」



「「「 ………………へ？ 」」」「わう……？」

　細音と聖宵のみならず、奥おくにいる真白とキーヤまでもが、間の抜ぬけた声を出す。

「──なんだその反応は？」

　黒木は不ふ機き嫌げんそうな声を出すが……、まぁ、多分この反応が普通だろう。

「驚くのはわかるんだが、少し考えてもみろ。……コイツ、お高いコスプレ衣装を揃えていたばかりか、自費で交番の中をリフォームするくらいだぞ？」

「あ、あー……。言われてみればパソコンも最新型だったし、株とかで投資もしてるみたいだし……。で、でも！　じゃあなんでこんな人格になっちゃったの!?」

「俺は『金持ちの道楽』って事だと思ってたんだが……考えてみれば、コイツの両親はまともなんだよな」

「うん、だよね。……なのに、なんでこんな大人に……？」

「……言いたい放題だな？　──まぁ、言っている事もわからんでもないが……。だけど悪いが、俺のコレは多分『血』だぞ？」

「……は？」

　黒木の両親。おばさんは、長い黒くろ髪かみが若々しい印象を与え、いつも優やさしい笑えみをたたえる『良りよう妻さい賢けん母ぼ』を絵に描かいたような人。おじさんの方も温おん厚こうな優しい人で、夫を立てる奥さんの気配りに、困った様な苦く笑しようを返す。そんな理想的な夫ふう婦ふに見えた。

　──あの二人から生まれてコレになったのに……『血』のせい……？

「ふむ。まぁ、貴様らがどういう印象をもっていたかの想像はつくが……。まずは親父おやじだが、アレで昔は結構なオタ気き質しつだったらしいぞ？　アイドル方面の」

「……まったく想像できん……」

　俺にはどう見ても、まさしく上流階級といった印象しかない。

「──お袋が矯きよう正せいしたらしい。……そのお袋は、『元ヤン』だ」

「あの人が!?」

　俺より先に、驚きの声を出す細音。──あの人が『元ヤンキー元ヤン』……？

　確かに、おじさんの過去より遥はるかに信じられない。

　……それと。さっきからもう一つツッコミたい事があるんだが……。そっちは後回しにする事に決めた。

「……俺も信じたくはなかったが、な。昔、貴様を追いかける澪ちゃんの事を話したときに『あらあら♪　お父さんも昔、結構女の子に追いかけられてたのよ？』『ははは……君に追いかけられた記憶しか残ってないけどね？』、という遣り取りがあってなー……」

「あれ……？　それって、ただのノロケ話だよね……？」

　細音が首を傾げる。俺にも、いまだ現げん役えきのバカップル夫婦な会話に聞こえる。

「……その後の、お袋のこのセリフを聞かなければ、な……。『それもそうね。……あの頃ころ使った鉈なた、どこやったかしら……？』」



「「 元ヤンデレ元ヤン!? 」」



『元ヤンキー』より遥かに怖こわい現実が、ここにあった。

「ドン引きする俺に、お袋は誇ほこらしげに続けたぞ。『あの頃があったから、今では“〝おはよう”〟から“〝おやすみ”〟まで、暮らしを見つめていられるの♪』、と……」

　──『おはよう』から『おやすみ』まで。かつてそのキャッチフレーズを使っていたのは、どこの企き業ぎようだったか……？

「「 …………………… 」」

　もはや悲鳴も出なかった。……その『猛もう獣じゆう』は、かなりの本物のご様子です。

「夫ふう婦ふ仲なかが良いのは確かなのだが……かなりのトラウマはあるらしい。貴様の記憶にあるだろう親父の笑え顔がお……眼めの焦しよう点てんは合っていたか？」

「……あ、あああ……俺の理想の夫婦像が……あ、あははははははは……」

　寒々しい沈ちん黙もくの中、乾かわいた笑いを響ひびかせるしかない俺に。そんな中で口を開いたのは、意外にも聖宵。

「にゃ……？　ねえねえお兄ちゃん、さっきのお話なんだけど──」

　おそらくこの中で、唯ゆい一いつ意味がわかっていなかった純じゆん粋すいな少女。そんな子が、この空気を理解できずに発する言葉は──



「えっと、『おはようからおやすみまで』って、お兄ちゃん達もだよね？」



「「「 ………… 」」」

　無知ゆえに雰ふん囲い気きにのまれなかった少女の、何気ない一言。

「い、言われてみればそうではあるんだけど……」

　──しかも俺の場合、澪の生誕おはようから知っているわけで。

「よく考えれば、ウチの親と紙かみ一ひと重えだな、貴様らは……」

「──だね。なんて言うかその……愛の重さが──ねぇ？」

　ドン引きしながら、引きつった顔で言ってくる黒木と細音。

　──い、いやいやいや！　前例がアレだっただけで、そんな事を言ったらほとんどの夫婦がアウトなわけで、だから──!!

「ちょっと待て！　いいか？　俺と澪は──」



「……ん、私と悟が……なに？」



ビクゥッ!!（×３）

　いつの間にか入口に立っていた澪の言葉に、話をしていた三人が凍こおり付く。

「え、えーっと……？　澪、体調は大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「……ん、大丈夫。さっき、いきなり良くなった」

「そ、そういえば、リッド君と久遠ちゃんは？」

「えっと……久遠が眠ねむそうにしてたから、交代で寝ねかせてきた。リッドも一いつ緒しよだよ？」

　話を逸そらすための俺と細音の質問に、スラスラと答える澪。

　視線もハッキリしているし、頭も回っている。何より、澪が嘘うそを吐つく理由もない。どうやら本当に治ったらしい。

「……なるほど。今日限定で変身が解禁されたんだが……リッドには後で言えばいいか。──とにかく。理由はわからないが、治ってよかったな澪」

「ん♪　ありがと、悟。……で、私と悟が……何？」

　……話は逸らせていませんでした。

「あ、あー……っと、『清い関係を続けております』って言おうかと──」

「そ、そうそう！　澪と悟兄、付き合い長いのにキスすらまだってのはね、って話！」

「う、うむ。まぁ、おおかたコイツがヘタレなせいだろうがな」

　……細音さん、黒木君。事実だし自分が言い出した事ですが……地味に痛いです。

　そして黒木君。君には言われたくありません。



「…………ん」「うにゃ……？」



　──え？　澪は顔を背そむけて……聖宵は『何言ってるの？』みたいな顔……？

「…………もしかして澪？　朝、イブちゃんと一緒に悟兄を起こしたりしてる……？」

　細音が少し考えるような仕草をしてから、澪に訊く。──確かに、たまに寝ね坊ぼうしかけて澪に起こされる事もあるが……？

「…………ん、何の事？」

　顔を逸らしたまま、澪が答える。……あれ？　顔が紅あかい？

「うむ、なるほど。──貴様、ヘタレてる場合ではないぞ。澪ちゃんに負けている」

「は……？」

「そ、それより──ね、悟？　……それ、何？」

　なぜか慌てて話しかけてくる澪。珍めずらしい表情が可愛く、思わず澪の頭に手を乗せる。

「……え？　えっと……、さ、悟……？」

　戸と惑まどった声を上げる澪。だが俺は、そのまま澪の頭を撫なでながら答える。

「ああ。さっき届いたんだけど、天狐の里の永久様からみたいだぞ？」

「にゃあ！　ボクが受け取ったんだよっ！」

『褒ほめて褒めて♪』というように、聖宵。だが、なぜか細音と黒木は少しひきつった顔。

「えーっと、悟兄……？　澪が熱を出す前に、手を退どかした方がいいと思うんだ」

「………………ぁぅ」

　言われて見ると、耳まで紅くして俯うつむいている澪。

「っと、悪い！　……大丈夫か澪？」

「あ……。えっと……ん、大丈夫。そ、それより、中見てみよ……？」

　一いつ瞬しゆんだけ残念そうな顔をしてから、我に返ったように言う澪。黒木と細音は、またも揃って食傷したような顔をしている。

「お話し中、失礼しますね？　お飲み物の用意ができました♪　黒木にいさま、細音ねえさま。甘い空気のお口直しにいかがですか？」

「わん！」

　そう言って、飲み物が載のったお盆ぼんを運んでくる真白とキーヤ。真白のお盆にはカップが四つ、キーヤが頭に載せたお盆には、マグカップと湯ゆ呑のみが一つずつと、自分用と思われる水が入った器うつわ。

「ありがとう真白ちゃん、キーヤ」「うむ、ありがたくいただこう」

　言って、真白が持ってきたコーヒーを取る黒木と細音。

「どうぞ。にいさま、ねえさま」

「ああ。ありがとう真白」「……ん。ありがと、真白」

　俺と澪も受け取る。ちなみに、俺もコーヒーで澪は紅茶。

「わうっ！」

「にゃ♪　ありがとキーヤ！」

　言って、肉球マークの入った湯呑を受け取る聖宵。

「では、わたしもいただきますね。──はい、キーヤ？」

「わん♪」

　最後にキーヤからお盆ごと受け取り、キーヤの分の水を前に置く真白。

「え……と？　聖宵ちゃん、日本茶……？」

「うん！　ボク、お茶かミルクが好き！」

　正確に言えば、聖宵が好きなのはお茶ちや請うけの和わ菓が子し。お萩はぎや団子（つぶあん限定）のときはホットミルクになるが、他の和菓子のときは日本茶を至上としている。

　最初に勧すすめたのは俺なのだが、確かに聖宵のイメージに合わない気はする。

　話をしている間に、真白がお茶請けの一口羊よう羹かんとマシュマロを用意して、自分も椅子に座すわる。全員が座ったのを確かく認にん後ご、すぐさま羊羹に手を伸のばす聖宵。

「……ふむ。確かに日本茶は似合わんが、羊羹食べてる姿は妙みように似合うな」

「うにゃ？」

「なるほどねー。で、真白ちゃんは何を飲んでるの？　イメージ的には紅茶なんだけど、違ちがうみたいだし」

「え、えーっと……」

　細音のイメージはごもっともで、お嬢じよう様さま然ぜんとした真白には、紅茶とクッキーの取り合わせが似合う。そして、確かにそれらも好きではあるのだが……。恥はずかしそうに真白が見せたマグカップの中身は、ホットミルク。

「わー……、これもちょっと意外」

「さらに付け足すなら、お茶請けのマシュマロも真白の好みだぞ？」

　確かに第一印象からは外れるが──頬ほおを染めた真白が、両手でマグカップを持って飲む姿も、可愛かわいらしくて似合っている。実は意外と子供っぽいのも、真白の魅み力りよくだと思う。

「……悟？　それで、お荷物開けないの？」

「っと、わかった。今開ける」

　言われて、届いた荷物を開かい封ふうする。すると中に入っていたのは、緩かん衝しよう材ざいなどで厳重に梱こん包ぽうされた、ＣＤケースが二つ。

「ＣＤ──いや、ＤＶＤか……？」

　それぞれに書いてあるタイトルは『真白・神楽かぐら』と『もう一つのメモリー』。

「わたしの、ですか……」

　真白が、少し恥ずかしそうに頬を染める。──片方はやはり、里に行ったときに真白が舞まった神楽のＤＶＤだろう。写真すら撮とっていなかったため、これは嬉しい。

「わ！　あたし見れなかったから、後で見せて！　で、もう片方は……何？」

「……ん、わからない。練習中とか、かな……？」

　確かに『もう一つ』と言うからには、俺や澪が知らない話、なのだろう。という事は、舞ぶ台たい裏うら的てきな内容の可能性が高い。

「ふむ、そちらも興味深いな。今、見ることは出来るか？」

「ああ、そこのテレビで見れるが……いいか真白？」

「ええ、わたしはいいですよ？　映っているのがわたしとは限りませんから♪」

　──は？　確かに推測に過ぎないわけだが……他に浮かばないのだが……？

　なぜか、当人は余よ裕ゆうの表情。とにかく真白の許可は得たため、ＤＶＤの準備に。

「……うにゃ？　ねぇねぇ、お姉ちゃん。箱の下に、お手紙入ってたよ？」

「ん……？　見せて？」

　箱に残った緩衝材を弄いじっていた聖宵が、見つけた手紙を澪に差し出す。

「……あ。永久様からの手紙だ。悟、読もうか？」

「ああ、頼たのむ」

　テレビとＤＶＤプレイヤーの電源を入れ、『起動が遅おそいんだよなー』とか思いながら、澪に軽い気持ちで返事。

「……ん、わかった。……えと『拝はい啓けい、悟殿どの並びに水上家の方々、久遠、黒木殿、細音殿。遅くなりもうしたが、先日の祭りの様子の記録、編集が完かん了りようしたため、ここに送らせていただいた次し第だい──』……どっちも、お祭りのＤＶＤみたい？」

　聞きながら、もしかしたら俺おれ達たちが途と中ちゆうで帰った後の光景とかかな？　とも思い始めた。

「えっと、続き。『知り合いのツテを使い、最新の機材を用いて映像及および音声を編集。考えうる限り最高の画質と音質になったと、我々も自負しておる。──して、内容の方じゃが、片方は真白殿の神楽の記録。ご家族の思い出として。また、見る事の出来なかった黒木殿、細音殿にも楽しんでいただければと思う。そしてもう片方──』……あ」

「ん？　どうした澪？」

　言いながら、セット完了。あとは再生を押おすだけ。

「えっと……。これ、舞台裏とかじゃない、みたい……？」

「へえ？　じゃあ何なんだ？」

「……続き、読むね？『もう片方の映像は──』」

　聞きながら再生ボタンを押す。流れ出した映像は、紛まぎれも無く先日行った天狐の里。聞こえる喧けん騒そうからも、祭り当日の物だとわかる。

　そしてカメラが右に移動。映り始めたのは──屋台を手伝っている黒木と細音。

「──『悟殿と澪殿のご友人である黒木殿、細音殿の愛の記録。ご本人達の思い出として、ご婚こん礼れいの際の記念映像としてもご利用いただければ、幸いに思う』……だって」



「「 うおわああああああああああああああああああああッ!! 」」



　当事者二人が絶ぜつ叫きよう。──そういえばあの日、別行動したコイツらが何をしたか、教えてもらってないんだよな……。

「──やっぱり。里の方々はわたし達を『一家族』と見ていますから。『もう一つ』と書かれていたなら、細音ねえさま達の方だと思っていたんです」

　のんびりとマイペースに、ミルクの入ったカップを傾かたむけながら解説する真白。一方で……当事者たちはそれどころではないらしく。

「き、キーヤ!?　悟兄からリモコンを奪だつ取しゆ！　急いで!!」

「わう!?　──わ、わん！」

　キーヤの鳴き声と同時に、俺が手に持つリモコンが見えない力で引っ張られる。──が。

「キーヤは、気になりませんか？」

「わ、わう……？」

　真白が、キーヤに問いかける。それと同時に引っ張る力は止まり──代わりに、リモコンが空中で固定され、引き寄せることは出来そうにない。

「あの映像、キーヤが傍そばに居ないときの記録、ですよね？　……見たくないんですか？」

「………………………………わ、わ～う～……」

　宙に固定していた力が弱まった。少し引っ張る力が残っているが、無視できる程度。

「なっ！『ちょ、調子が悪くなっちゃった～』って、キーヤ!?」

「く、裏切ったなキーヤ！　な、ならば俺が物理的に──グガッ!?」

　続いて立ち上がろうとした黒木が、目に見えない誰だれかに押さえつけられる様に、椅子に戻もどされる。

「え、あ、あたしも立てない！　キーヤ!?」

「……わうわう、わ～う……わん」

「ちなみにキーヤは今、『……知りません、全く知りません……多分』と言ってます♪」

「「 う、嘘だああああああああああああああああッッ!! 」」

　真白の通訳に全力でツッコむ二人。……真白、キーヤ。グッジョブ……！

　さらに、ぎゃあぎゃあと喚わめいていた二人の声が急に小さくなる。……もしかして、能力で空気振しん動どうまで抑おさえたのだろうか。……キーヤ君、本気出しているご様子。

　邪じや魔まの無くなった画面では、黒木と細音が相変わらず黙もく々もくと作業をしている。



　ここからは、映像の内容から当時の様子を推測、再現した描びよう写しやになります。

　──では、どうぞ。



　　　　　◆　　　　　　◆



『前略。腐れ警官と元気娘むすめがラブコメかましてました。』





「っと、司兄！　そっちのキャベツも切っておいて！」

　ヘラを操あやつり、鉄板で麺めんを焼いている細音。景気のいい焼き音と香こうばしい匂においが、辺りに居る者の食欲を否いや応おうなしに掻かき立たてる。

「む、わかった。……それにしても、ずいぶん手て馴なれているな？」

　材料となるキャベツを切る黒木。こちらもかなり手て際ぎわが良い。

「まぁね♪　ウチは親が共働きだから、よく手伝うんだよ～」

「そうなのか？　その割に、今まで料理の話をお前から聞いた事は無いが？」

「あー……。司兄、料理するのに絶対必要な素質って、知ってる？」

「む？　必要……器用さか？」

「それは『あった方が良いモノ』。無くても何とかなるよー。正解は『まともな味覚』」

「……なるほど。ならばお前が料理出来ても不思議ではない、そういう話か？」

「半分正解。──じゃあ、『無い方が良いモノ』は分かる？」

「む……？『味オンチ』……は、ニュアンス的に違いそうだな。何だ？」

「答えは『冒ぼう険けん心しん』。……とりあえず、甘あまい野菜炒いためはマズイっていうのは経験済み」

「……そういう事か」

「そ。だから料理自体は嫌きらいじゃないんだけど、自重してるの。……そう言う司兄も、ずいぶん手際良いね？」

　焼き上がったものをパックに入れながら、細音が黒木に言う。

　黒木もどうやら、会話中も手を止めずに作業していたらしい。キャベツだけではなく、適量の肉も一口大に切ってあった。

「一応、親元からは離はなれているからな。ある程度の自じ炊すいは出来る。──が、細かい作業や片付けが面めん倒どうくさくてな」

「なるほどねー。じゃ、お互たがいこういうの向いてるんだ？　良かった♪」

　笑顔を向ける細音。黒木は言葉を返さないが、楽しそうな雰囲気を出している。

「おお……！　お二人さん、仕事が早いのぅ！」

「あ、お帰りなさい！　……腰こし、大丈夫ですか？」

　そこに、初老の男性がやってきた。──どうやらこの屋台の持ち主らしい。



　細音と黒木、それと悟は、神楽を舞う真白の様子を見に、控ひかえ室しつへ行く予定だった。

　だが途中で、腰を痛めて苦労しているこの人の屋台を発見。

　細音が『手伝う』と言うと、黒木が『仕方がないから手伝ってやろう』と言い出したため、真白の陣じん中ちゆう見み舞まいは悟に任せて二人で残り、そして今に至る。



「薬を貼はってもらって、少し休ませてもらった。後は無理さえしなければ大丈夫じゃろう。お主らのおかげで、今年も無事に店を出せそうじゃ。本当にありがとうのぅ……！」

「あはは、いいですよお礼なんて！　あたし達こういう仕事向いているみたいで、何だかんだで楽しませていただいてますから♪　ね、司兄？」

「む……、まぁ意外にも、な。だからご主人、気にする必要は無い。──それでも気が済まないというのなら、この店の焼きそばで手を打とう。どうだ？」

　改まった礼を言う屋台主に、笑顔で返す細音と、ワザとらしい仏ぶつ頂ちよう面づらで返す黒木。

「はっはっは！　それくらいならお安い御ご用ようじゃ！　と言っても今ある商品はお嬢じようさんの手作りじゃ。お前さんは食べ慣れているかもしれんがの」

「へ？」「は？」

　思いもよらない（少なくとも当人達は）事を言われ、キョトンとする二人。

「む……？　お主ら──夫婦めおとなのじゃろ？」

「「 ごふッ!? 」」

　揃って咳せき込む黒木と細音。

「いや、後ろ姿とか見ていたら、てっきり……のぅ？」

「ごほっ！　ごほっ……！　て、てっきりって!?　あたし『奥おく様さま』扱あつかいされるにはまだ早い歳としだと思うんですけど!!」

　……なぜか全否定せず、そこをツッコむ細音。

「この里では、10代中ちゆう盤ばんでの結けつ婚こんは珍しくないぞぃ？」

「綾あや人との『婿むこ殿どの』扱いが定着しているのは、それも理由か……」

「うむ。族長達は、あと５年で追い込むつもりのようじゃ」

「追い込むって……。さすが条例どころか法律も適用対象外……って、そうじゃなくて！　だからあたし達は──」

「ふむ、では旦だん那なさん」

　細音の言葉を遮さえぎった屋台主が、『旦那さん』と声をかけたのは──もちろん黒木。

「お、俺おれの事か!?　だ、だから誤解だと──」

「細かい事は良いのじゃ。──とにかく、ちょっとコレを食べてみてくれんか？」

　どうやらこの主人、相当なマイペースらしい。黒木の言葉も遮り、慣れた手つきで細音が作った焼きそばをパックに詰つめると、黒木に差し出す。

「細かい事では無い気がするが……まぁ、とにかくいただこう」

　戸惑いながらも押しに負け、焼きそばに手をつける黒木。

「どうじゃ？」

「……ふむ、なかなかイケる」

「そ、そう？　ありがと司兄」

　黒木の言葉に、作った細音が笑顔を浮うかべる。──その反応を見てから、屋台主。



「──じゃが、毎日食べたいとは思わんじゃろ？」

「いや、毎日でも構わな──はっ!?」



　言ってから『言わされた言葉』の意味に気が付いた黒木。

　──おそらく、『毎日食べたいだろ？』と訊きかれれば否定できただろう黒木。それを読んだ上での誘ゆう導どうに、まんまと引っかかったわけで。

　慌あわてて細音の方を向くと……細音は驚おどろきの表情のまま、急激に顔が紅く──

「うむ、問題無しじゃな」

「どあああああああっ!?　ち、違う！　毎日食いたいとかそういうのではな──ゲホッ！　ゴホッ!?」

「ほれほれ、そんな慌てるからじゃ。これでも飲んで落ち着きなされ」

「ゴホッ！　す、すまない、いただく……！」

　慌て過ぎた黒木がムセると、すかさず『透とう明めいな液体』の入ったコップを差し出す。

　それを受け取り、一気に喉のどに流し込む。

「──ふぅ。……む？　──── 」

　飲み干した黒木は、一度怪け訝げんそうな顔をすると……なぜか表情が消える。

「え？　司兄……？」

「はい、黒木 司です。どの様なご用件でしょうか？」

「…………すみません、何を飲ませました？　自じ白はく剤ざいか何かですか……？」

　ロボットみたいな反応の黒木に唖あ然ぜんとした細音が訊たずねると、屋台主は後ろからビンを取り出して答える。

「いや、普ふ通つうにコレじゃが……」

「『神み酒き』……ってお酒!?　……あーもう！　だまし討うちで日本酒一気飲みさせた事と、飲みきるまで気付かない事と、この異常な反応、どれからツッコめば!?」

「大変じゃのぅ？」

「誰のせいだと!?　とにかく、なんか変なお酒なんですか？」

「いや、普通に人間も飲む酒じゃが」

「っていう事は、これが司兄の酒グセ……？　そういえば、お酒飲むと素す直なおになる人が居るって聞くけど……司兄？」

　細音が問う先の黒木は、顔の赤みもフラつきも無い。

　それどころか直立不動の無表情で、再びロボットのような口調で返す。

「──はい。過か剰じようなアルコール摂せつ取しゆのため、判断能力に異常をきたしております。通常思考の復帰には、少々お時間をいただく事となります」

「……『素直』には違いないみたいだけど、コレは……」

「うむ、どうやら間ま違ちがいなく酔よっておるな。──これだけ手伝ってもらえれば十分じゃ。向こうの茂しげみででもご休きゆう憩けいしてきなされ。便利な言葉があるじゃろ？『酒の勢い』と」

「……普通に休憩させてきます」

　ツッコミの連打に疲つかれたのか、冷たく言い、手早く後始末をする細音。

「……本当に助かったわい。その御ご仁じんが正気に戻ったら、また来なされ。お礼をさせていただこう。──おっと、まずは記念品じゃ。受け取ってくだされ」

　そう言って差し出してきたのは、二つのキツネのお面。安っぽいプラスチック製ではなく、木き彫ぼりのしっかりとした工芸品のようだ。

「わ、ありがとうございます！　楽しかったので、お礼は別にいいんですが……後で焼きそば、いただきに来ますね♪　じゃ、行くよ司兄？」

「かしこまりました。お供いたします」

「え、えーっと……本当に調子狂くるうんですけど……？　と、とにかくまた後で！」

　そう言ってその場を離れ、静かに休める場所を探す細音。……だが。

「──そういえば、どこまで言う事聞くんだろ？　……司兄、犬の鳴きマネよろしく」

「わん！」

「躊躇ためらい無し。なら……司兄。側転からバク転」

「ハッ！（ザッ）フッ！（タンッ　スタッ）」

　躊躇い無く実行。短い気合の声と共に、見事に成功させる。

「おー……！　んー、身体能力も上がってる？　じゃあ、１８０度開かい脚きやく」

「────!?　実行不能です」

　直ちに実行──しようとして失敗。開ききらず股こ関かん節せつを痛めたらしく、無表情のまま地面を転がりながら言う黒木。

「柔じゆう軟なん性せいの限界は超こえられない、っと。次。側転からバク転。着地でモンキー」

「ハッ！（ザッ）フッ！（タンッ　スタッ）うきっ♪」

「……羞しゆう恥ち心しんも無し、っと。……なんだろう？　面おも白しろいのに面白くない……」

　やらせておいて酷ひどい事を言う細音。──だが確かに、ツッコむ人も相手の反応も無い以上、やらせてもむなしくなるのは無理も無く。

「──運動のため、アルコール分解活動に障害が出ております。休息を推すい奨しようします」

「…………ごめんなさい。はぁ……。じゃ、あそこに座ろ？」

　自身の行動に疑問を覚えた上に、黒木ロボの状じよう況きよう報告。なんだか馬ば鹿からしくなった細音は、黒木を木の下に誘導して座らせ、自身も腰を下ろす。

「何やってんだろ、あたし……？」

　意味も無くボヤき、隣となりに座る黒木を見ると、変わらず無表情なままで、前を見ている。

「……なんかムカつく。…………質問。司兄の過去のトラウマを語ってください」

「屈くつ強きような男に襲おそわれかけた事です」

「 !? 」

　憂うさ晴ばらしのつもりで軽く訊いた細音だが、思わずドン引き。

「…………質問その２。過去の男性経験は……？」

「なんとかゼロです」

　感情が込められないこの状態ですら『なんとか』と言わせる経験だったらしい。

　安あん堵どした細音。だが……同時に次の質問を思いつき、軽く頬を染めながら、問う。

「じゃ、じゃあ……じょ、女性経験、は……？」

「ゼロです」

「 ♪ 」

　今度は安堵どころか軽くガッツポーズすらする細音。

　──だが、突とつ如じよとして更さらに顔を紅くする。

「これ、本当に訊くのか、あたし……？　で、でもこんな機会はもう無いし……！　さ、最後の質問!!　好きなひ──……つっ！　好きなタイプの女の子は!?」

　躊躇ためらった上に、最後の最後で微び妙みようにヘタレたが……それでも質問をぶつけた細音。固唾かたずをのんで見守る中、少しの間が空いて、黒木が答えた言葉は。



「絶望的な貧乳で、ドＳな策士かと思いきや実は考え無しで、マイペースかと思いきや実は流されやすくて、困った事があるとすぐにペットに襲わせる。そんな困った女の子」



「……………………なんだろう？　嬉うれしムカつく……!!」

　ニヤケ顔と怒おこり顔がおの間で不安定に揺ゆれながら、暴力行動に出ようにも相手は変わらず無表情。同時に『最後の質問』と言ってしまったため、これ以上の質問も重ねられない。

　ムカムカとニヤニヤの間で悶もだえていた細音だが……フと我に返る。

「この状態で聞いても意味無いのに……。本当に、何やってんだろあたし……？　──司兄、少しはお酒抜ぬけた？」

「────思考回路の復帰まで、あと少し。通常行動には支障なし」

　まだ頬が紅いながらも、少し冷静になった細音は、答えた黒木の顔を改めて間近で見る。

　酒のせいか頬が紅いが……大丈夫と言うからには大丈夫だろうと判断。

「……じゃあ、おじさんの屋台に戻るよ、司兄。……最後に軽い憂さ晴らし。あたしをおんぶして行くこと。いい？」



「……うむ」



「……え？」

　驚く細音の前に、背中を向けてしゃがむ黒木。細音はしばらく躊躇った後、

「………………うん」

　小さく頷うなずき、その背中に乗る。

　立ち上がり、歩きだす黒木。その背中で、屋台主から貰もらったキツネ面を被かぶる細音。そしてもう一つを後ろから黒木に被らせる。



　──しばらく黙々と進む、耳が紅いキツネ面の男女。

　やがて、背中に乗るキツネ面から、声がこぼれ出る。



「……はぁ。──この人、いつから正気に戻ってたんだろ。……ね？」

「………………」



　カメラは、ゆっくりと歩く二人を、しばらく映し続けていた──



　　　　　◆　　　　　　◆



「「 あああああああああああぁぁぁぁぁ………… 」」

　映像が終わると、呻うめき声ごえを上げながら頭を抱かかえ、テーブルに突つっ伏ぷす黒木と細音。

　──今のを見られれば……こうなるのも仕方ないか。

　なにせ、真白すらも気まずそうにしている。この映像を当人達ではなくウチに送った永久様を、少しヒドいと思いはしたが……。同時に、こんな映像を手に入れてしまったなら、何が何でも送りたくなる気持ちも理解できる。

「ま、まぁ、なんだ。……いい映像だったな？」

「き、貴様……、いっそ殺せ……！」

　息も絶え絶えに、相手を呪殺しそうな視線で睨にらんでくる黒木。

「き、気の迷いだよ気の迷い!!　ほら、お祭り気分で盛り上が──」

「だがな、細音？」

　半ばパニック気味の細音の言葉を遮り、いつ指し摘てきしようか考えていた事を話す。

　さっき、黒木の両親の話題が出た時から気になっていた事で。

「そんな事言いながらお前ら、もうご挨あい拶さつ済み……なんだろう？」

「へ？　挨拶？」

　やはり、いつもより頭が回っていない様子。

「いや、『挨拶』じゃなくて『ご挨拶』。……お前、黒木のおばさんに会ったんだろ？」

　あの話題のとき、動どう揺ようしていたとはいえ、明らかに当人を知っている様子だった。

「な──────!?　あ、あれは……司兄！　何か言って……司兄？」

















「………………」

　テーブルに突っ伏したまま、ピクリとも動かない黒木。

「……ね、悟？　これ、『恥ち』死し量りようオーバーっていうのかな？」

「恥ち命めい傷しよう、とかな。──二重の意味で『ご愁しゆう傷しよう様さま』ってことで」

　キーヤは説明役としては役不足である以上、これで細音を援えん護ごする者はいなくなった。

「ッ！　あ、あたし、そろそろ帰るね!!」

「わ、わう!?」

　逃にげの一手に決めたらしい細音。キーヤも慌てて立ち上がる。

　──ま、現状はそれしか手は無いわな。っと、その前に。

「──そういえばお前、ウチに用があるとか言ってなかったか？」

　電話で話したとき、元からウチに来るつもりだったと言っていたのを思い出した。

「え？　──あ、忘れてた……。えっと、例の件なんだけど。何とか集まりそうっていう報告。ちゃんと集まったら真白ちゃん、聖宵ちゃん、よろしくね？」

「あ、はい。うけたまわりました」「うにゃ？　……にゃ！　うん、頑がん張ばるよっ！」

　細音の依い頼らいを、快く受け入れた真白。最初は忘れていたらしいが、すぐに思い至って楽しそうに返事をした聖宵。

「では細音ねえさま？　もう少し打ち合わせしていきませんか♪」

「あ、あははは……。いろいろ余計な話をさせられそうだから、今日は帰るよ。じゃ、また明日！　行くよキーヤ」

「わん！」

　そうしてリビングから出て行く細音とキーヤ。その後、玄げん関かんを開けて出て行く音。

「──さて。細音も帰ったところで……いつまで死んでるんだ黒木？　ソレ、細音を先に帰らせるためだったんだろ？」

　俺が突っ伏したままの黒木に声をかけると、澪、真白、聖宵も黒木の方を向く。

「…………さすがに気まずかっただけだ。……あいつのためではない」

　身体を起こしながら言う黒木。その顔はやっぱりふくれっ面つら。

「ま、そういう事にしてやるか。──残ったという事は、説明する気があるんだな？」

「……そもそも逃がす気無いだろ貴様ら。後から訊かれても困るからな」

「その方が、細音ねえさまの負担も少ないですしね♪」

「……ん、真白？　そういうの、気付いてても言わないのが思いやり、だよ……？」

　それを言うのが真白クオリティ。──黒木は、何かを耐たえる様にプルプルと小刻みに震ふるえている。

「じゃあ早さつ速そく訊きくが……『ご挨拶』、いつしたんだ？」

「……ご挨拶、ではなかったがな。まずウチのお袋ふくろが、差し入れ持って交番に来た」

「まぁ、たまにあるらしいな？」

　黒木のおばさんは、今でも少し過保護気味。一時期はマザコンを疑ったりしたものだが。

「うむ。──そして、そこに細音が来た。……さらには、娘を尾行してつけて来た、細音のお袋さんも」

　……覚かく悟ご決めていないうちは、絶対勘かん弁べんしてほしいシチュエーションだった。

「……ん、っと。それで、おばさん達は何て……？」

「気に入ってくれたらしい。どちらも。だが……」

　澪の質問に答えた黒木。良い結果のはずなのに、渋しぶい顔をして続ける。

「親同士が意気投合してな……。婿むこ養よう子しでいいか、子供の名前は、などと話し始め……」

　渋い顔を通とおり越こして、遠い目で語る黒木。

　勘弁してほしいとは思うが、相手に悪意も無いから強く抗こう議ぎできない。その心境、俺にはよくわかる。

「なぁ、黒木よ？　身内に急せかされるの、結構キツイだろ……？」

「──そうか、貴様はこれを……！　今まで馬鹿にしていてすまなかった……!!」

「わかってくれたのなら──いい。共に、強く生き抜こう……！」

ガシッ！

　どちらからともなく差し出した手を握にぎり合う、俺と黒木。

「にゃ……？　ねぇねぇ真白。なんでお兄ちゃん達、急にあんなに仲良しになったの？」

「えっと……同じ崖がけの上に立った戦友、と言ったところでしょうか……？」

　さすが真白。適切な表現です。……隣では澪も苦笑いしている事から、さすがの澪もアレはきついと思っていた様子。

「それはそうと。細音が言っていた『例の件』というのは、何の事だ？」

「あれ？　お前、細音から聞いてないのか？　今度の文化祭の話なんだが」

「む……？　いや、それは聞いている。喫きつ茶さ店てんという話だったが、それになぜ真白や聖宵が関かかわるのだ？」

　どうやら細音は、黒木に全すべては教えていないらしい。

「喫茶店ではあるんだが、少し追加要素を、な。間に合うかどうか分からなかったから、無しでも大だい丈じよう夫ぶなようにしてあったんだけど……それが何とかなりそう、という話だな」

「ふむ、なるほどな。──で、その追加要素はまだ秘密なのか？」

「俺は言ってもいいんだが……多分、細音は驚かせたいんだろ。だから言わないでおく」

「……ん、そうだね♪」「そうですね♪」

　澪と真白も同意。聖宵も楽しそうな笑え顔がおをしている。

「ふむ……。少し予想はできるが、そう言うなら当日を楽しみにしていよう」

「それで黒木よ。──やっぱり細音に誘さそわれているんだよな？」

「…………結局その手の話に戻るのか」

　頬ほおを引きつらせる黒木に、俺と澪、真白と聖宵は笑い声をあげた。










　　　二章　想い語り、その先に『それぞれの由来』





「──はい？　ウチのクラスの、ですか？」

「ええ……。電気系統の故障らしくて、多分すぐに直るとの事でしたが……」



　細さざ音ねと黒くろ木きが来た日の翌日の、昼前。

　現在、生徒は午前最後の授業中。俺は空き時間になっていて、職員室で次の授業の準備をしていたところ、白しら川かわさんがやって来た。



「よりにもよって、この寒い日にエアコンの故障ですか……」

「はい……。どうやら温度設定を変へん更こうした際に起きたらしいです。１～２時間くらいで直るだろうとの事でした。生徒達への連れん絡らくをお願いできますか？」

　今日は天気こそ良いが、この時期にしてはかなり気温が低い。そんな中でのエアコンの故障。ついさっき止まったばかりらしいから、今はまだ大丈夫だろうが……昼休みが始まる頃ころには、かなり厳しくなっているだろう。

「──わかりました。それにしても……なんだか『事務員』としての白川さんと話すの、久しぶりな気がしますね？」

「言われてみれば、そうですね。実際はたまに話していますが……『向こう』の話の方が、インパクトが大きいですからね」

　可お笑かしそうに返してくる白川さん。

　やはり日常の会話より、熾天使ガブリエル様の使い、座天使スリアとしての白川さんの方が印象が強い。……更に言えば、次点が『腐海の主』としての白川さん。おかげで事務員としての姿は、忘れそうな程ほどに印象が薄うすい。

「──あ、そうでした。財ざい天てん寺じが、所用で数日学園を空けるんです。それで伝言なのですが『留守の間、部の方を頼みたい』との事です」

「部？　──ああ、剣けん道どう部ぶの事ですか。わかりました。今日からですか？」

「ええ。顧こ問もんの先生も、文化祭の対たい抗こう試合に備えて、出来るだけ見て欲ほしい、と」

「わかりました。時間があるときは行くようにします」

　財天寺さんは普ふ段だん、コーチがいない部を指導して回っている。今話に出た剣道部もその一つ。顧問の先生は剣道の経験が浅いので、財天寺さんをかなり頼たよっていた。

　それで……実は俺も経験者として、時々指導に行っていたり。

「おっと、そろそろチャイムが鳴りますね。クラスの方に行ってきます」

「あ、はい。お願いします。──ああ、そうです。昨日、体調を崩くずしたと聞きましたが……澪みおさんのお身体は大丈夫ですか？」

「ええ、直すぐに治ったみたいで。今日は問題無く登校しています。ご心配、ありがとうございます。では」

　生徒達に出来るだけ早く伝えようと、白川さんに軽くお辞じ儀ぎしてから、急いで教室に向かったのだが……。

「 ……………… 」

　去り際ぎわ、白川さんが少し神しん妙みような顔をしていた気がするのは、気のせいだろうか……？



　教室前に着いたところで、丁度チャイムの音が鳴なり響ひびく。同時に教室の扉とびらが開き、購こう買ばいへ向かう生徒が飛び出していく。……本当は『廊ろう下かを走るな！』とか怒るべきなんだろうが、高校生の食欲の前には無む駄だ＆無ぶ粋すいだと理解しているため、スルー。

　続いて教室から出てきた、さっきの時間を担当していた英語の先生に会え釈しやくして、すれ違ちがい、教室の中へ。すると、細音がすぐ俺に気が付く。

「あ、悟さとる兄！　丁度良かった。……なんか、やたらと寒いんだけど？」

「ああ、その事で来たんだ。──実はエアコンが故障したらしい。修理に１～２時間かかるって話だから、その間は厚着して耐えてくれ」

　言うと、一いつ斉せいに『ええ……!?』という不満の声が上がる。

「あー、気持ちはわかるが……悪い、どうにもならない。次の時間には直るから、少しの間耐えてくれ。な？」

「はぁ……仕方ないか。文句言ってもどうにもならないしね……」

　細音に続いて、他の生徒も『仕方ないか……』といった雰ふん囲い気きに。

「──あれ？　悟兄、そのセーターって……？」

　と。話が落ち着いたところで、細音が気付き、訊いてきた。

「ん？　よく気が付いたな。一昨日、澪から貰った」

「貰ったって事は……やっぱり澪の手編み!?　うわぁ完成度高いな……」

　近くに来て、襟えり元もとを引っ張ったりして出来を確かめる細音。

　そう。俺も一昨日、貰ったときに聞いたのだが──澪は密ひそかに編み物をしていたらしく。

　聖き宵よいには手て袋ぶくろ、真ま白しろにはマフラー、綾あや人とと久く遠おんには毛糸の帽ぼう子し、そして俺にはセーターを編んでくれていた。

「うわぁ……。澪が何か編んでたのは知ってたんだけど、そんなに作ってたんだ……あれ？　何か模様入れるつもりって言ってたけど……？」

「……それも知ってるのか。澪、実は自分のセーターも作ってあって、俺のとペアルックにしようとしたらしいんだが──さすがに恥はずかしくなって止やめたらしい」

　そのお蔭かげで誕生した無地の白いセーターは、その高い完成度もあって、どこに着て行っても恥ずかしくない実用的な防寒具となった。とはいえ──

「──ま、ド派手なピンクのハートのついたペアルック物だろうと、俺は着るがな」



「「「「「 ごちそうさまでした!! 」」」」」



　なぜか教室に居た生徒全員が、ごちそうさまコール。

「あれ？　いつの間に昼飯食べ終わったんだ？　早いな……」



「そうじゃねぇよ！　むしろ胸ヤケで食えなくなったよ!!」

「毎度思うが、アンタのそれは本当にワザとじゃないのか!?」

「一いつ瞬しゆん寒さも忘れたわ!!」



　素そ朴ぼくな感想を呟つぶやくと、生徒達たちから一斉に非難の声が上がる。

「ったく……。嫁よめが居なくてもこれか……」

　と、生徒の一人が当てつけ気味に呟いた言葉に、細音が苦笑いを浮かべる。

「えっと……。悪いんだけど──澪、もうすぐ来るよ？」

「「「「「　え　!?　」」」」」

　生徒の多くが、限りなく『げ』に近い音の声を出した。

「澪が来るのか？」

「う、うん。ほら、ヴィスちゃん達の事で打ち合わせしたいなって思って──」



「……細音、来たよ？　──あ、悟……」



「──と、呼んだら早さつ速そく来てくれました……」

　細音が説明している最中に、当の澪が登場。細音を含ふくめた多くが、頭痛を覚えたような仕草をする。

「……ん、と。悟は、なんでここに？」

「ああ、ほら。この教室、エアコンが故障したらしくて。それを知らせに」

「なるほど……。それで、こんな寒いんだね」

　防寒具は身に付けてこなかった澪が、少し寒そうな仕草をする。それを見た細音が、何かを思いついたのか、ヤケになったような……どこか狂きよう気きじみた笑えみを。

「みんなー、寒いよね～？　……いっそ毒を皿まで食べて、少しでも寒さ忘れない？」

「「「「「 ……………!? 」」」」」

　なぜか親指でこちらを指しながら言う細音。──『毒を食くらわば皿まで』……？　何をするつもりだ……？

　細音の言葉を聞いた生徒達は、それぞれ顔を見合わせあってから。

「「「「「 …………（こくり）」」」」」

　覚悟を決めたように頷く。だから、何をそんなに恐おそれている……？

「……ＯＫ。じゃあ行くよー。──澪？　ちょっと悟兄の頬に手を当ててみて」

「……？　ん、わかった。悟、いい……？」

「あ、ああ。いいけど……」

　許可すると、細音の指示通り、澪が右手を俺の左頬に当てる。

「……ん、悟の頬ほっぺた、温かい……」

「澪の手も、冷たくて気持ちいいぞ？」

「悟……。もう少し、このままでいい……？」

「──ああ。好きなだけどうぞ、澪……」

「ん。………………」

　少し頬を染めて、見つめてくる澪。

「………………」

　それに魅み入いられるように、見つめ返す俺。

「「 ………………♪ 」」

　そして俺と澪は、自然と笑みが浮かび──



「「「「「 アッツイわ貴様らああああああああああッ!!! 」」」」」



　なぜか、周りから雄お叫たけびが聞こえてきた。

「アンタら絶対、俺おれ達たちの存在忘れてるだろ!?」

「アツイわ！　暑いというより熱いわ!!」

「ヒャッホゥゥウ！　寒空サイッコ────!!」

















　あちこちから聞こえてくる抗議の叫さけび。中には窓を開けて身を乗り出し、外に向かって叫んでいる生徒も居る。

　──疑問ではあるが……とりあえず、気にしないでいくか。



「……あ。悟、それ着てくれてるんだ……？」

「ああ。澪が作ってくれた物だし、な？　それに凄すごく暖かい。……ありがとうな、澪」

「ん……♪　また、何か作るね？　……二人で巻けるマフラーとか、どうかな……？」

「ははは……、少し照れるけど……良いかもしれな──」



「もうやめてあげて!?　みんなのライフポイントはとっくにゼロよ!!」



「は……？」

　悲鳴のような細音の声。フと、周りを見ると。

「……んっと……？　みんな何してる、の？」

　澪も首を傾かしげる。細音を含む数人は、引きつった表情を浮うかべて立っているが……半数以上が床ゆかに倒たおれ、ピクピクと痙けい攣れんしたり、首を掻かきむしったりしている。

「本当に自覚無い!?　本当に自覚無いの澪!?」

「あ、甘あまい……。ネットリとダル甘い……！」

「最近積極的にイチャついてやがる……アクティブ・バカップル兵器、略してＡＢＣ兵器と名付け、る……（ガクッ）」

　言葉を絞しぼり出すと、そのままこと切れたように倒たおれ伏ふす生徒も。

「そ、それにしても……なんでお前ら、今のに耐えられるんだ……？」

「「「「「 え？ 」」」」」

　生徒の一人が重傷、もしくは重じゆう症しよう患かん者じやの如く、ヨロヨロと立ち上がりながら言う。

　その言葉に疑問の声を返したのは、立っていられた細音含む男子六人と女子七人。

　その合計十三人の立っている位置を見て、一つの推測が浮かぶ。

「あー……多分なんだが。ヒント、立っている人間の男女比と、立ち位置」

「「「「「 ……は？ 」」」」」

　倒れた生徒達が、ひと時、苦しみを忘れて辺りを見回す。

　男女比は６：‥７なので、ほぼ１：‥１と考えていい。そして細音以外の十二人は、男女のペアで近い位置に立っている。

「……ま、まさか……!?」

　恐おそれ慄おののく生徒達。だが……傷が浅いうちに、辛つらい現実を教えるのも教師の務め。



「おそらく立っているほぼ全員が、彼かれ氏し・彼かの女じよ持ちだ」

「「「「「 てへっ♪ 」」」」」



「「「「「 ぐ、ああああああああああああッ……!! 」」」」」

　すでに倒れていた生徒達が、深い絶望の声を上げる。

「それにしてもウチのクラス、こんなにカップルが居たんだな」

　統計は知らないが、クラス内で六組というのは、かなり多いのではないだろうか？

「んー、多分だけど……悟兄と澪のせいもあるんじゃないかな？」

「は？　俺？」「……ん？　私も……？」

「……だって。常つね日ひ頃ごろから事ある毎ごとに当てつけられてたら、気になる相手が居る子は『とっとと自分も』って思うんじゃないかな？　多分、これがバカップル空気感かん染せんの正体」

「「「「「 （こくこく） 」」」」」

　細音の言葉を裏付けるように、立っている他十二人が深く頷く。

「……くっ！　鈴すず宮みやは知っていたが、他にもこんなに裏切り者が居たとは……!!」

「「「 え……？ 」」」

　床ゆかを這はいずっている一人の生徒の言葉に、俺、澪、細音が反応する。

「細音……、お前、自分で言ったのか？」

「え？　そんな記き憶おくは……て、て言うか！　あたしは彼氏なんて居ないけど!?」

　そんな細音の必死の抗議に、クラスメイト達は──

「「「「「 …………（ふっ）」」」」」

　──鼻で笑った。

「な、なんで!?」

「……ね、細音？　みんな、何だか確信もってるよ……？」

　澪が言うとおり、誰だれもが当然の事と受け止めているように見える。

　──おそらく、本当に黒木の事を言っているのだとしたら……修学旅行中、か？

「……何があったんだ？」

「修学旅行での事なんですけど……細音、言っていい？」

「何かあったっけ……？」

　俺の質問に、一人の女子が口を開くが、やはり細音に心当たりは無いらしい。

「水みな上かみセンセ？　とある神社の『恋こい占うらないの石』って、知ってます？」

「ああ、一応は」

　たしか……距きよ離りを置いて岩が二つあり、片方の所から目を閉じたまま歩いて、もう片方の岩に触ふれる事が出来れば恋れん愛あい成じよう就じゆ、っていう言い伝えだったと思う。

「それを、細音と黒木さんにも勧すすめてみたんです。そうしたら──」

「──あ！　ちょ、ちょっと待った!!」

　話も佳か境きように入った所で、細音が何かを思い出したらしい。──が、もう遅おそい。



「──二人揃そろって『や、必要無い。──え？』って言って、顔見合わせて赤面。……誰でも気が付くと思いませんか？」



「あ、ああああああ……」

　耳まで紅あかくした細音は、頭を抱えてうずくまる。

　──恋占いが必要無い。つまりは……もう相手は決まっているって事で。

　それをナチュラルにシンクロさせたのなら、それは確かに言いい逃のがれの余地は無い。

「細音……」「……ん、細音？」

　そのエピソードを聞いた俺と澪は、揃って口を開く。

「「 バカップルも、程ほど々ほどにね？ 」」



「「「「「 アンタらが言うなあああああああああああ!! 」」」」」



　話を締しめくくる、最後の総ツッコミが入りました。

　──とりあえず寒さはすっかり忘れたみたいだから、良しとしておこう。



　　　　　◆　　　　　　◆



　その日の放課後。



「小手ッ！　メェエエエン!!」

「ッと!!」

　防具をつけた生徒が放つ小手から面への連続攻こう撃げき。小手の後に返しを狙ねらおうと思っていたが、隙すきが少ない。諦あきらめて捌さばき、体を入いれ替かえて間合いを取り直す。



　朝に話した通り剣道部に顔を出した俺おれは、なぜか主将と試合をすることに。

　始まってから、すでにある程度の時間は経たっている。だからここで負けても面めん目ぼくは保てるのだが──負ける気は一いつ切さい無い。……仕込みは上々。多分、あと少しで決着がつく。



　間合いは一足一刀、一歩の踏ふみ込みで竹刀しないが届く距離。構えは中段。いつもと変わらない姿勢だが──一点。いつもより少しだけ、竹刀を持つ手を身体から離はなしている。

　普ふ通つうの部員なら、まず気が付かない。だけどこの生徒はさすがに主将。無意識に『隙』と捉とらえているのか、先ほどから小手狙いが増えている。

　──多分、次くらいかな？　……行くか。

　半歩、距離を詰つめる。自分の腕うでが、ギリギリ相手の攻こう撃げき圏けん内ないに入った。

「──！」

　相手が反応。だが、まだ仕し掛かけてこない。ここから踏み込み、面を──狙う振ふり。

「小手ェェ！　!?」

　反応し、前に出た俺の小手を狙う主将。だが──甘い！

「面ッ!!」

バシ──ン！

　誘った通りに狙われた右手を竹刀から離して避よけ、左手一本で放った片手面が、キレイに相手の面を捕とらえた。

「「「「「 おおおおおっ！ 」」」」」

　他の部員の声を聞きながら、開始位置に戻もどり、作法に則のつとって構え、蹲そん踞きよ、納刀。立ち上がり、後ろに下がって一礼。

「技術はさすがだけど、もう少し相手の狙いを読めるようにした方がいいと思う」

「やっぱりあれ、誘われたんですか……。ありがとうございました」

　一連の作法が終わった後に言うと、少し悔くやしそうにしながらも、一礼を返してくれる。



「話には聞いてましたが……強い。──普段はアレなのに」

「先生、子供の頃から道場に通ってたらしいからな。……普段はアレだが」

　部員たちが小声で話をしている。──だけど『アレ』ってなんだよ。

　そういえば、学園で試合をやったのは久しぶりな気がする。

　指導に来る事自体が珍めずらしいのだから仕方がないが、やっぱり試合は楽しい。

「水上先生。もう一本、お願い出来ますか？」

「ＯＫ。それじゃ──」

　申し出を喜んで受ける。そして開始位置に向かおうとしたとき、入口から声。



「……ん、さと──水上センセ？」



　聞き慣れた声。そちらの方に向くと、やはり澪がこちらを見ていた。

　いつもなら、すぐにでも駆かけ寄よるのだが……今はもう少し、試合を楽しみたい。

「──悪い、今から試合だから……終わるまで待ってくれ！」

「…………むぅ。悟……！」

　俺の言葉に不満の声を出し、呼び方も対外モードの『水上センセ』から『悟』に戻ってしまっている澪。──何か、少し用事があったのかも。そんな事も頭をよぎるが……今は脳が戦せん闘とうモードに入ってしまっている。

「水上先生……いいんですか？」

「多分、急用じゃないと思うからな。……後で土下座する事になるかもしれないが」

　苦笑いをする主将と共に、試合前の作法に入る。

　だが……やはり気にはなる。視界の隅すみに入っている澪に、少し意識を割さいていると。

「…………ん、ごめん。ちょっと、これ貸して？」

　近くに居た部員に声をかけ、竹刀を借りる澪。そのまま、竹刀を中段で構える。

　──まさか……乱入して力ずくで試合を止める気か？

　だが。澪が居る場所は、赤い色の畳たたみで区切られた試合場の外。俺の所まで５メートル以上ある。そこから竹刀を構えて襲おそって来ても、脅きよう威いにはなりえない。

　──構えが妙みように様になっているのは気になるが……防ぼう御ぎよしてからお説教かな？

　用件を聞かずに試合を始める俺も悪いのだろうが、心得も無いのに竹刀を持って突とつ撃げきは、さすがに少し危ない。──お説教からの責任転てん嫁かは十分可能。

「────。……ふぅ」

　諦めたのか、視界の隅の澪が、構えを緩ゆるめて息を吐はく。

　──よかった。諦めてくれたか……。

　そう思って、意識を正面の試合相手に集中──させた瞬しゆん間かんだった。



　視界から、澪の姿が消えた。



「…………は!?」

　一瞬の思考停止から、慌あわてて澪が居た場所を見る。──確かに居ない！

　困こん惑わくにより、再び思考が乱れる──が。

　──しまった!?　これは……!!

　思い至り、予想される方向、背後に振り向く。そこには──

「ふッ──!!」「なっ──!?」

　すでに竹刀を上段に振り上げ、攻撃態勢に入っている澪。予想より数段速い。

　攻撃に移った澪の呼気と、俺の驚おどろきの声が同時──防御はもう間に合わない。



　──だけど……このままアッサリ一本取られてたまるか……!!



　竹刀を捨てる。──そして体を沈しずめながら、空いた両手を澪の竹刀へ……！

「「「「「 白羽取り!? 」」」」」

　俺が被かぶった面めん越ごしに見える澪の顔に、一瞬だけ驚きの色が見えた。──が、そのまま竹刀は振り下ろされ──



ズパ──ン！　……パシッ



　俺の手は空から振ぶり、すり抜ぬけた澪の竹刀が、俺の面の中央を打うち据すえた。

「………………」

　……もっともカッコ悪い失敗の図。直ちよく撃げき後ごに響いた、俺の両手が打ち合わされる音が、何とも空むなしく──

「……ん、悟？」

　残心──というよりは抑おさえ込むように、俺の面に竹刀を当てたまま、澪。

「…………なんでしょうか？」

　俺も硬こう直ちよくしたように、空しく手を合わせたままで。

「……ん。理事長が呼んでる。行こ？」

「イエス・マム」



「「「「「 水上先生、弱ッ!! 」」」」」



「いや、今のは先生が弱いんじゃなくて……この子が強い」

　揃った部員の失望の声に、間近で見ていた主将が擁よう護ごしてくれる。

「いや、それはわかるんだけど……腕の話じゃなくて、力関係的に？」

「家庭内ヒエラルキーだと底辺近くって聞いたけど……本当なんですね」

　──その噂うわさ、どこから流れた？　……事実だけど。

「それにしても……なあ澪？　さっきの技わざは……？」

「ん、教えてもらった。でも多分、まだ悟にしか、できないよ？」



　人間が目視出来ない速度で動く、なんて事はありえない。……でも確かにさっき、澪は俺の視界から消えた。

　ならば何があったのかと言うと。気を逸そらした一瞬、その意識の空白を突つかれた。

　構えて警けい戒かいさせた後、構えを緩める。相手が油断して意識を逸らした瞬間に──予備動作も気配も音も消して、最速で移動。見失って混乱している間に、死角である真後ろへと移動して一いち撃げき。

　澪が使ってみせたのは、そんな奇き襲しゆうに特化した、初見殺しの極ごく意い。



　とはいえこの技は、相手の視野とその後の反応を正確に読めないと出来ない。だから澪はまだ、読むまでもなく知っている俺にしかできないのだろう。

　で。なんで俺が、そんな詳くわしくわかるのかというと。

















「そうじゃなくて！　その技、ウチの道場の極意だろうが!?」

　と、いうわけで。俺が通っている道場の技だった。……ちなみに俺はできない。

　さらに言えば、あの流派は師し範はんの祖先が開いたものらしく、同じ技を他の道場で、という偶ぐう然ぜんの可能性は低い。

「……ん、私も、こっそり通ってる。……悟と、同じ景色を見たかったから……」

「……そう言われると、『こっそり』を怒おこる気になれないんだが……」

「ん♪　でも……ね？　さっきのタイミングなら、私の胴どう、狙えたよね？　そうすれば多分、悟の勝ちだったのに……なんで？」

　──『なんで』って。だって澪、防具付けてないし。……や、そもそもそれ以前に。

「俺が、澪に剣けんを向けられるわけがないだろ？」

「……ありがとう、悟──」

「澪……」

　少し頬を染めた笑顔を見せる澪を、真まっ直すぐに見つめ──



「「「「「 お前ら出てけッッ!!! 」」」」」



　体育館内に響いた怒ど号ごうとともに、追い出されました。

　ちなみに。後で聞いた話では、剣道部員で彼女持ちは主将だけでした。





　道着からいつものスーツに着き替がえた俺は、澪と一いつ緒しよに理事長室へ向かう。

「それにしても……あの道場にいつから通ってたんだ？」

「ん、っと……中学に入って、すぐくらい？」

　だいたい３年半。……俺が気付かないでいた時間としては長過ぎ、あの腕を身に付ける時間としては、短すぎる。

「私が『内ない緒しよにしたい』って言ったら、先生も『面おも白しろそう』って、ノリノリで協力してくれたよ……？」

「…………あの人なら、そうだろうな」

　とても良い人で腕も確かなのだが、ものすごく愉ゆ快かい犯はんな我わが師。──楽しそうな笑い顔が目に浮かぶ。

「それで、よく竜たつ美みさんにお手合わせお願いしてる。……たまにしか勝てないけど」

「……たまに勝てるのか」

　澪が出した『竜美』という名前は、師範の娘むすめさん。更さらに言えば中学・高校と俺の同級生で、幼おさな馴な染じみか否いなかの微び妙みようなラインにいる女性。ちなみに去年結けつ婚こんして、今は新婚さん。

　それで、竜美と俺はだいたい互ご角かく。澪が竜美に『たまに勝てる』なら、俺も澪に『たまに負ける』のだろう。……多分、差はあまり無い。

「……ちょっと俺、色々頑がん張ばる」

「 ？ 」

　澪は多分気にしないだろうが、男として、または年上としてのプライドの危機だった。



「……あれ？　悟、どこまで行くの？」

「──ん？　っと、悪い。考え事してた」

　考え事をしているうちに、いつの間にか理事長室に着いていた。行き過ぎかけていた俺は、我に返って扉に向き直り、ノックをする。

コンコン

「水上です。お呼びと聞いて参りました」

『……どうぞ』

　──あれ？

　中から返ってきた声は……なぜか暗く聞こえた。

　疑問に思いながらも、澪と顔を見合わせ、頷うなずき合ってから扉に手をかける。

「失礼します」

ガチャッ

「お呼び立てしてすみません。大した用事ではないのですが……あら？　どうしました？」

　中に入ると、そこに居たのはガブリエル様と白川さん。だが、先ほど聞こえた声から感じた暗さは、全く無い。

　不思議そうな顔をしていたのだろう。俺と澪の顔を見て、話を止めて訊きいてくる。

「あ、いえ……。入室の際の声は、やや暗いものに聞こえていたものですから。──聞きき間ま違ちがいでしたか？」

「……ああ、その事でしたか。──実は白川に、少々相談を持ちかけられていまして」

　どうやら、考え事をしている最中だったため、という事らしい。

「……ん、なるほど。それで、何の話をしてたの？」

「え？　それはその……ＴＣＧのお話を、ガブリエル様と！」

「は……？　え、ええそうです。専門外のお話だったので、さすがに即そく答とうできなくて」

　澪の質問に、二人ともやや慌て気ぎ味みに答える。

　──ＴＣＧって……トレーディングカードゲームの略……だよな？

「なんというか、白川さんのイメージにも合いませんが……、ガブリエル様からは全く想像できないジャンルですね？」

「……ん。ちょっと……大人買いしているトコとか、想像できない」

「い、いえ。一応は遊○王くらいなら心得ては──」

「そうです！　○戯王は、私たち腐女子にとって欠かす事の出来ないジャンルです！」

「は……はい!?　────え、ええ。そうですね。たまには、部下の趣しゆ味みの話に付き合うのも悪くないと思ったものですから」

　……なんとなく、これを機に上司を巻き込もうと考える白川さんと、『覚えていてくださいね……？』というガブリエル様の静かな怒いかりが見えた気がした。

「止めはしませんが……、ガブリエル様まで腐海の苗なえ床どこになるのは止やめてください」

「──え、ええ……。肝きもに銘めいじておきます。……それでは、本題に入りましょう。まずは、調査のために自じ粛しゆくしてもらっていた、ヴィス達の変身の件です。──十分なデータが取れましたので、正式に解禁といたします。ご協力、ありがとうございました」

　気を取り直すように、いつもの落ち着いた笑みで話す、ガブリエル様。……何となく、さっきの話題には触れられたくなさそうな雰囲気。

「……ん。そういえば、何を調べてたの？」

「はい。あの子達の変身は、澪さんの力を源として用いている事がわかったため、本人に負担が掛かかっているのかどうか、調べていたのです」

「あ、なるほど。──それで、どうだったのですか？」

「はい。負担は大した事無いようですね。……むしろ、程よく力を消費してくれた方が、澪さんの健康には良いみたいですね」

　澪と俺の質問に、立て続けに答えてくれるガブリエル様。……一方、白川さんは一歩下がり、黙だまって様子を見ていた。

　やっぱり、さっきから何かおかしいとは思う。だけど。

「澪の健康に……というとまさか、昨日体調崩したのは──？」

「そうですね。普段消費されるはずの力が、溜たまり過ぎてしまった事が原因だと思います。──それで、澪さんにお訊きしたいのですが。どの様な症しよう状じようでしたか？」

「…………ん。全然、なんでもなかったよ？」

「はい、そう言うと思っていました。──それでは悟殿どの、どのような様子でしたか？」

　自分の体調不良にヴィス達が関かかわっている。そんな事を聞かされれば、澪なら必ず『大した事なかった』と答えるだろう。……実際がどれほどのものでも。──それを見み越こして俺を呼んだ、という事か。

「眩暈めまいや食欲不ふ振しんなど、ほとんど風か邪ぜの初期症状のように見えました。本人の言うとおり、そこまで大事にも思えませんでしたが……無視できるレベルではなかったと思います」

「…………むぅ」

　抗こう議ぎの声を上げる澪を、とりあえず頭を撫なでて黙らせてみる。

「なるほど……。この件については、もう少しこちらで調べてみます。特に制限を課したりはしませんが、何か気が付く事がありましたら、報告をお願いします」

「わかりました。──ありがとうございます」

「……ん、ありがとう」

「────いえ、それほどの事では。では、お話は以上です」

「はい。では、失礼します。──澪、行こう？」

「ん。──では」

　俺に続き、澪も一礼。そうして二人で理事長室を出た。



「……ね、悟？　ガブリエル様たち──」

「ああ。何か隠かくしているよな。……マズイ事じゃなければいいんだが」

　もしかしたら……俺たちを呼んだ本来の理由は、別の件かもしれない。そして、それが何かも分からないが、間違いなく何かを隠して──いや、何かを伏ふせている。

「だけど多分、俺たちを思ってのこと、なんだろうからな……」

「ん、そうだね。…………何も、無ければいいね……」

　ガブリエル様たちは、本当に俺達の事を考えてくれている。だから、隠し事をしているのも、きっと『まだ話すべきではない』、そう思っての事なのだろう。

　だから今は待つ。信しん頼らいして──何も起きない事を祈いのりながら。



　　　　　◆　　　　　　◆



「言わなくて、よろしかったのですか……？　最悪の事態への覚かく悟ごを……」

　悟たちが部屋を出た後、白川が真しん剣けんな顔でガブリエルに問う。

「言った方が良かった、という事は理解しています。ですが……事態が事態です。語れば必ず、彼かれらの重荷になります。──まだ、時間はあります。出来ることなら、私たちだけで先に解決策を。……語らなければならないとしても──あと少しは、と……」

「そう……ですね。せめて今度の学園祭くらいは、心置きなく楽しんでほしいですね……」

「──先ほど、おそらくは二人とも、我々の隠し事には気付いていたはずです。……それでも、敢あえて訊かないでくださいました。……その信頼には、必ず応こたえましょう」



　　　　　◆　　　　　　◆



「そ、そんな……！　お兄ちゃん……そんなのってないよ──!!」

　聖宵の、耳を塞ふさぎたくなるほどの悲痛な声。

「すまない聖宵……。だが無理だ。無理なんだよ……！」

　俺は……何もしてやれない。そもそもが、俺の力不足が招いたことなのに……!!

「そんな……。少し、だよ？　ほんの少しでいいんだよ!?　なのに……どうしてっ!!」

「……すまない。とにかく今は……これで我が慢まんしてくれないか……？」

　隠しもせず涙なみだを流す聖宵に、俺は足元に散らばる『ソレ』を差し出す。

「 ！　やだよそんなの!!　お兄ちゃん……ボク、頑張ったよ……？　いっぱい、いっぱい頑張ったよ!?　それなのに──!!」

『ソレ』を受け取るということは、ただの問題の先送り。有るか無いかもわからない可能性への、最後の賭かけ。同時に……今までの努力の無む駄だと、挫ざ折せつも意味する。

「……すまない。本当にすまない、聖宵……!!」

「そんな……そんな言葉なんて聞きたくないよ！　なんで……どうしてッ……！」

　怒りを溜めこむように、こぶしを握にぎりしめ、プルプルと小刻みに震ふるえ──



「なんでボクのおムネは大きくならないの!?」



「だから、胸の大きな聖宵を想像できないんだよ!!」

　……と、そんなわけで。変身が解禁されたため、早さつ速そく聖宵に『変身の調整、お願い！』と頼たのまれたのだが……現在15連敗中。

　天てん狐この里での一件の際、俺には『他者の能力を調整する力』があると発覚。同時に、聖宵の変身には、俺のイメージがかなり影えい響きようしている事がわかった。

　よって俺おれ次し第だいで、聖宵の胸をサイズアップさせる事も可能なはずなのだが……。

「ボク、頑張ってるよ……？　お腹なかこわすまで牛乳飲んだり！　毎日お姉ちゃんのおムネに手を合わせたり！　お昼のタ○リさんにも手を合わせた！　それなのに……」

　──聖宵さん？　最後のソレは、ただのおっぱい星人です。……澪はともかく。

「そ、それにしても……胸パッドって、こんなに種類があるんですね……」

　足元に散乱している物の中から１セットを手に取り、引きつった笑えみを浮かべる真白。

　以前、久遠がこの家に来たばかりのときに挑ちよう戦せんしたとき、成功したかと思いきや……なぜか服の中にパッドが生成されただけだった、という事があった。

　そして今日、悲劇は繰くり返かえされた。…………15回も。よって、足元に散らばるは15セットのニセ乳。

「──えと、きよい？　たぶんなんだけど……この前のアレがあったから、余計おにいさんの中で、大きなきよいを想像できなくなってるんじゃないかな……？」

「うにゃ……？　ど、どういうこと？」

　監かん督とく役やくの久遠の言葉に、聖宵が首を傾げる。──そして、久遠の手にも胸パッド。

　ちなみにその胸パッドだが。最初こそ単なる布の塊かたまりだったが、回数を重ねる毎ごとに進化。最新の物に至っては、プルプル素材のリアリティ溢あふれる逸いつ品ぴんとなっている。

　……それだけにそれが『ボロッ』と落ちた際の聖宵のショックは、かつて無い程ほどだったらしいが。

「あー……それはあるかも。大きくなってもオチがある、って感じで……」

「ボクってオチ!?」

　さらにショックを受けた顔をする聖宵。

「……実績的に、あまり間違っていないのでフォローが難しいですが……。にいさま？　例えば聖宵ちゃんが、ねえさまくらいの年ねん齢れいになっても今のままだと思いますか？」

「んー……。いや、さすがにこのままとは思わない」

　真白が言う『澪くらい（の年齢）になった聖宵』を想像してみると、意外な程アッサリできた。その想像では、聖宵の胸は大きいという程ではないが──

　──ああ、そうか。そういう事だったのか……。

「なあ聖宵。少しでいいんだよな？　他にこだわりとかはあるか？」

「う、うにゃ？　えっと……多分、無いと思うけど──」

「ふむ……。よし、ならやってみるか。──もう一度、頼む」

「う、うん！　……いくよっ！」

　聖宵が力を込めながら、必死に自分の望む姿を思おもい描えがく。

　そんな聖宵の頭に手を乗せ──俺は、先ほど描いた姿を、再び脳のう裏りに再現する。



　──胸の大きい姿が想像できない。もちろんそれも、失敗した理由の一つではあったのだろう。だけど多分、一番の理由はそれじゃない。

　現在の姿の、一部だけを変える。きっとその事に抵てい抗こうがあったから。

　だから、今度俺が思い描くのは……未来。



「う……にゃあああっ！」

　気合の声と共に、聖宵の身体から、今までには無かった光が迸ほとばしる。

「……！」「聖宵ちゃん!?」

　突とつ然ぜんの光とこれまでと違ちがう様子に、驚きの声を上げる久遠と真白。

　目が眩くらみ、直視出来ないでいる二人を余よ所そに。一番近くで光を浴びている俺は、なぜか目を閉じる必要すら感じず……ただ、その光景を見守っていた。

　……やがて、光は止やみ。



「──にゃあっ！　はぁ……はぁ……。こ、今度は!?」

　息を切らせた聖宵が、慌てて自分の胸に手を当てる。

プニッ

「……うにゃ？」

プニッ　プニッ

「にゃ……？　──や、やったあああああああっ!!　お姉ちゃんほどじゃ全然ないけど、ちゃんとおっきくなってる！　手で触さわってる感かん触しよくもある！　落ちない!!」

　……最後の一つが少し悲しい気もしたが、初めての成功に大喜びしている聖宵。喜びのあまり、自分の胸以外の変化に、まだ気が付いていない。

「──えっと……聖宵、ちゃん……？」「きよ…い……？」

　真白と久遠が、呆ぼう然ぜんとした様子で声をかける。

「うにゃ……？　うん、ボクだけど……あれ？」

　やっと、異常に気が付いたらしい。周りをキョロキョロと見回し、違い和わ感かんの正体を探さぐる聖宵。そしてその目が、すぐ傍そばに立つ俺に気が付く。

「……あれ？　お兄ちゃん……縮んだ？」

「なんでそっちだと思うかな!?」

　俺のツッコミを受けてなお首を傾かしげる聖宵の顔は、先ほどまでより高い位置に。

「あの……？　聖宵ちゃん、アレを見ていただけますか？」

　真白が指さしたのは、身だしなみ確かく認にん用ようの姿見。

　そこに映るのは──高校生くらいの少女。



　腰こしまでとどく綺き麗れいな黒くろ髪かみに、スラリと伸のびる手足。その整った目鼻立ちは、見る者によっては近寄りがたいとすら感じそうだが、豊かな表情がそれを十二分に補っている。

　キレイで可愛かわいい。そんな、澪や細音と並んでも全く遜そん色しよくのない女の子。



「……うにゃ？　…………にゃ、にゃああああああああああッ!?　お、お兄ちゃん、コレどういう事!?」

「いや、ほら。胸だけ変えるっていうのは、整形手術っぽいだろ？　それがなんとなく嫌いやで、我慢できなかったんだよ。それで、どうせなら全身大人に、と」

「なるほど……。将来の聖宵ちゃんを、そのままイメージしたんですか♪」

「そういう事。それで……どうだ？　俺としては凄すごく良いと思うんだけど」

「うん、凄くいい！　ありがと お兄ちゃん!!」

　言って、飛びついてくる聖宵。俺は軽くヨロけながらも、それを受け止める。

「っとと！　──大きくなったんだから、飛びついてくると危ないぞ……」

「うにゃ……ごめんなさい……。──でもでも、すっごく嬉うれしいんだよっ！　このカッコも本当にいいと思うけど、何よりお兄ちゃんが『凄く良い』って言ってくれたのが♪」

「そ、そうか……？」

　俺の腕の中から、まばゆいほどの満面の笑み。

　──澪相手に覚悟決めてなければ……かなりヤバかったな、これ……。

「本当にお綺麗ですよ、聖宵ちゃん♪　少し羨うらやましいです」

「うんっ！　きよい、すごくキレイ」

「にゃあ♪　ありがと真白、久遠ちゃん！」

　笑みを交かわし合う三人を見て……真白と久遠の将来も、凄く楽しみになってきた。



ピンポ～ン♪　ピポピポピポピンポ～ン♪



　と、そんなとき。落ち着き無く連打された、来客のチャイム。

「細音……だな、これは。この時間に何だ？」

　時計を見ると午後の６時半。遊びに来たにしては遅すぎる。そんな事を考えているうちに、パタパタパタという、スリッパで駆けつける音。──澪が向かったらしい。



ガチャッ

『……ん。細音、どうしたの？』

『やっほ～、澪♪　ほら、お昼に打ち合わせできなかったのと、全員無事に集まったから、その報告！　マニュアルも作ってきたよん♪』



　──なるほど。細音、今回は気合入ってるからなー。

「ねえねえ、お兄ちゃん！　お姉ちゃん達たちにも、このカッコ見てもらっていい？」

「ん？　ああ、もちろん。──驚かせてこい。俺はここ片づけてから行くから」

「にゃん♪　じゃ、行ってくるね！」

　言って、部屋を出て行く聖宵。──さて、この散らばった胸パッドどうしよ……？

「……にいさま？　本当に、先に一人で行かせてしまって、良かったのですか？」

「は？　なんでだ？」

　苦く笑しようしながら真白が言ってくる。……その横で、久遠がやたらと真剣に胸パッドを弄いじっているが、そちらは気にしない方向で。

「多分ですが、すぐ分かると思います」



『にゃあっ！　お姉ちゃん達、見て見て！』

『ん？　聖宵、どうし──え？』

『え……はあ!?　聖宵ちゃんなの!?　どうしたのその姿!?』

『き、聖宵ねえさんなの!?』

『やった！　みんな驚いた♪』



　男の子だからと、変身の見学はしないで澪の手伝いをしていた綾人。どうやら澪と一緒に出で迎むかえに出ていたらしい。無理もないが、三人とも見事に驚いている。

「……これのどこがマズイんだ？」

「多分、この後です」



『う、うっわぁ……綺麗になっちゃって。本当にどうしたの……？』

『うん！　お兄ちゃんに、大人にしてもらったの！』

『『 …………え？ 』』『………………』

カランカラン……

　細音と綾人の短い声と……多分、澪がオタマか何かを落とした音が。

『えっとね？　本当は、ムネをいじってもらうだけのハズだったんだけど──』

『え、えー……っと？』

『ね、ねえさん!?　大だい丈じよう夫ぶ!?』

『…………ん、大丈夫、だよ……？』

　嬉き々きとして話す聖宵。だけど他三人は、どう聞いても何かを誤解している。



『胸だけじゃ我慢できない。いっそ大人にしてやる、って♪』



『………………ちょっと悟に聞いてくる』

『ちょ！　み、澪ちょっと待って！　どうせいつもの紛まぎらわしい水上家だから!!』

『そ、そうだよ ねえさん！　だってあそこには、くーちゃんも真白ねえさんも一緒に居たはずなんだから!!　だ、だよね、聖宵ねえさん!?』

『にゃ？　うん。真白も久遠ちゃんも、協力してくれたよ♪』

『四人で!?』

『……………………く、く～～ちゃああああああああんっっ!!』



「聖宵ちゃんにかかれば、こんな感じです。……いかがですか？」

「……ウカツでございました」

　──それにしても、綾人のここまでのマジ絶ぜつ叫きよう、初めて聞いた……。

「愛されてるね、久遠？」

「 ♪ 」

　嬉しそうに頬ほおをそめる久遠を横目に、『どーやって出て行こうかな……』と考えながら、重い腰を上げた。





　それから、なんとか誤解を解く事に成功。全員が落ち着いた状態で、大きくなった聖宵を見たところで、細音が言い出した。



「聖宵ちゃん……お着き替がえしよう！」

「にゃ、にゃあ!?　ボク、別にこのままでも……あ、あれ？　細音お姉ちゃん、なんだか目が怖こわい、よ……？」

「聖宵ちゃん？　可愛い子が可愛い服を着るのは当然の権利！　あ、でもあんまり服無いよね？　澪、今の聖宵ちゃんに似合いそうな服、どれくらいある？」

「ん、っと、すぐ思いつくだけだと、五着くらい……？」

「だよね……。澪と全然雰ふん囲い気き違ちがうし、やっぱりそれくらいしか無いよね……」

　……五着を『しか』と言っている時点で、気合の入り方が男とは全く違う。

「聖宵。……しばらく着きせ替かえ人形役、頑張ってくれ」

「うにゃあ……」

　と、複雑な表情で力無い声を出す聖宵を余所に。隣となりでは細音が、携けい帯たい電話を取り出す。

「────あ、もしもし司つかさ兄？　今からコスプレ衣装を持てるだけ持って、水上家に来てくれない？　大至急で」

「うにゃあ!?」

　驚く当人を無視して、電話先の黒木との会話が続く。

『今からか？　それに何に使う気だ？』

「水上家に、また新しい女の子が追加されたんだよー。安心の水上家クオリティだよん」

『ＯＫ、すぐ行く。10分待て』

「さっすが♪　待ってるね～」



　────　待つ事しばらく　────



「本当に10分で来るとは思わなかった」

　正確には、９分少々で来た黒木。流石さすがに疲つかれたらしく、持ってきた服を細音に渡わたすと、重い足取りでリビングのソファーに到とう達たつ。そのままグッタリ。

「──コホン。有言実行が俺のモットーだからな」

　多分……細音・コスプレ・新しい女の子、という要素に惹ひかれて来たのだろう。

「そういえば黒木。細音が言ってた『安心の水上家クオリティ』って、なんだ？」

「……自覚無いのか？　澪ちゃんを筆頭に、幼いながらも聖宵、真白。男の娘こだけど綾人。それから久遠もだな。──この家に集まる子、皆みなハイレベルなルックスだろ」

「に♪」「……みぃ」

　俺の膝ひざの上に居るヴィスが、『ありがとうございます♪』と声を出す。少し恥はずかしそうな声を出したリッドは、部屋の入口で、外をチラチラと見ている。

「まぁ同意だが……範はん囲いを『家に集まる子』にして、さりげなく細音も入れたな？」

「…………気のせいだ。それより、リッドは何をしているのだ？」

　露ろ骨こつに話を逸らしたのは分かるが、敢えて深追いはしないで質問に答える。

「久遠が戻もどってくるの、待ってるんだろ？　それと……あの子さっき、ちょっと誤解してな。そのダメージが抜け切れてないらしい」

「誤解？」

　とはいえ。俺が久遠に手を出すとか、そんな心配をしているわけではないだろう。

「多分……『久遠が離はなれていってしまう可能性が、ゼロじゃない』、そんな事を考え始めたんじゃないかな……？」

　久遠と綾人リツドの関係は、出会った当初から、久遠が綾人を全力で追いかけていた。だから、この手の心配をしたのは初めてなのかもしれない。

「なるほど。で、どうする気だ子こ煩ぼん悩のう？」

「ん？　いや、何もしないぞ？」

「む……？」

　意外そうな顔をする黒木。そう思うのも分からなくはないが。

「だって誰だれもが通る道だろ。それに……別に心変わりとかじゃなくても。その手の心配は、生きていればいつも付きまとうだろ」

　早い話が『別れの恐きよう怖ふ』。可能性がある、という話をするならば──例えば明日にでも、俺おれ達たちの中の誰かが死ぬ可能性もゼロではない。

「それを怖いと思うのなら……その上でどう生きるか。それは当人が決める事だ。俺が口出しする事じゃない」

「──ふむ。なるほど、な。……ただの親バカではない、という事か。さすがは教師と言うべきかもしれんな」

　珍しい──と言うよりは、おそらく初めて聞く、コイツからの称しよう賛さん。……だが。

「あー……。折せつ角かくなんだが、俺は親バカだぞ？　実は、何もしない理由は他にもあって……多分、ヴィスが動かない理由はそっちだろ？」

「に♪」

「は……？」

　一転して、間ま抜ぬけな顔になる黒木。──そういえば、もうコイツにも話せるのか。

「──心配するまでもないんだ、実は。この前話しただろ、生まれ変わりの件。だから俺達全員、その恐怖は一度越こえてる」

　──正直言って……もう二度と、あんなのは味わいたくないけどな。

　だけど。俺と澪、ヴィス、イブ、リッド。今の俺達がこんなに寄より添そっているのも、きっとあの経験の影響が大きいのだろう。

「だから、リッドがどんな答えを出すかまでは分からないが、心配はしてない。あと久遠の方も──」



「えと、りっど、お待たせ……」

「み！」



　いつもの事ながら、いいタイミングで現れる久遠。だが、なぜか外出用のコートを抱かかえている。まるで……体の前面を隠すように。

「ソレ、どうしたんだ？」

「うんっ。興味あったし、りっどが好きかなって思ったから……着けてみた」

　言って、少し恥ずかしそうにしながら、抱えていたコートを下ろす久遠。

「うみゃあ!?」「にー……」

　純じゆん粋すいに驚おどろいた声を出すリッド。『あらら……』といった苦笑いのヴィス。

　……俺と黒木は、と言うと。



「「 ………………………（）」」



　揃そろって、顔を背そむけた。……多分、微妙に頬が紅あかくなっていると思う。

　……いや、別に見えてはいけない所が見えていた、とか、不健全な恰かつ好こうとか、そういうわけではない。──むしろ、不健全なのは俺と黒木の心です。

　久遠の恰好は、基本的には変化無し。だけど一点……胸部。……聖宵の変身の副産物として生成された胸パッド（大きめ）を装備中。



　早い話が……あまりにド直球な『ロリ巨乳』。しかも、なぜか違和感があまり無い。



　そんな久遠をチラ見しながら、俺と黒木は小声で話す。

「……アレを『犯罪的』とか思うのは、俺達の心が穢けがれているせいなのだろうな……」

「いや、否定する要素は一いつ切さい無いが……やばいだろアレ。ピンポイントへの破は壊かい力りよくが尋じん常じようじゃないっつーか……。──黒木、お前ロリもイケるクチだろ？　大丈夫なのか？」

「──たしかに守備範囲は広いがベースは貧乳派だからな。なんとか耐たえられる。……そういう貴様は、ロリもイケる巨乳派だろ。大丈夫なのか？」

　……『俺達、なんつー会話してるんだ……？』とか、『ついに認めたか貧乳派』とか思ったが、とりあえず言げん及きゆうは後回しにする。

「俺は巨乳派じゃなくて澪派だからな。ダメージは受けても、澪以外に間違いを犯おかす可能性は低い」

「…………澪ちゃんになら、間違いを犯す可能性はあるのか」

　──頑張って耐えてますが、男ですから。



　と。そんな俺達の会話を、聞いている余よ裕ゆうは無いらしいリッド。

「み、みぃ……、うみゃ……？」

　どうやら、とりあえず『え、えっと……、なんで……？』と言ったらしい。

「うんっ。……さっき、心配させちゃったみたいだから。あのね──」

「……うみゃ？」



「わたしが自分から離れるなんて、絶対ないよ、りっど♪」



「み……!?」

　──やっぱり、久遠の方が一枚上手か。

　子供らしい無む邪じや気きさも持ちながら、さりげなく相手を支える久遠。この子の将来、楽しみを通とおり越こして末すえ恐おそろしいとすら思う。

「──さっきの話だが。……心配する必要、あると思うか？」

「ふっ……、なるほどな」

















　俺達が見守る先で。リッドが、久遠に近づく。

「み～……」

「うんっ。気にしてないよ。──おいで？」

「みあっ！」

　身を屈かがめ、両手を広げる久遠に飛びつくリッド。そして、それを抱だきしめる久遠。



　その姿は……たとえどんな姿になっても、どんなに時が過ぎても。きっとこの二人はこのままだろう。──そう思わせるには十分だった。



「──それでね、りっど？　……やっぱり、巨乳派なんだね？」

「みあああああああッ!?」

　長く伸びたその鳴き声は、図星をさされたからか、誤解だからか。俺にも判断がつかなかった。──まぁ……なんだ。お幸せに、リッド君。

「あ、そうだ。……なあ久遠？　一度訊きいてみたかったんだが。──リッドのどこを、そこまで好きになったんだ？」

「うみゃっ!?」

　全く他意は無く訊いてみた。『本人の前でソレ訊くの!?』的な悲鳴を上げるリッドだが、久遠の方に慌あわてた様子は見られない。

「うんっ、と……。ね、りっど。ちょっと『あやと』になって？」

「……み？」

　脈みやく絡らく無く言われて不思議そうな顔をしたリッドだが、すぐに人の姿に変身。

「えっと、変身したけど……くーちゃん？　──わぁっ!?」

「うんっ！　ありがと、あやと♪」

　変身した綾人の後ろに回り込み、甘あまえるように後ろから抱きつく久遠。慌てる綾人を気にせず数回頬ずりをしてから、唐とう突とつに口をひらく。

「あのね、おにいさん？　──うんっ、わからない。『なんとなく』だと思う」

「「 …………へ？ 」」「ほぅ？」

　俺おれと綾人が驚いた声を出す中、なぜか黒木は感心する様な声に聞こえた。

「えとっ。かわいい、かっこいい、大事にしてくれる、実は頼たよりになる。好きな理由はいっぱいあるけど……多分、ぜんぶ後からできた理由、なんじゃないかな……？」

「く、くーちゃん……？」

　綾人が耳までまっ赤になって、久遠の名を呼ぶ。──それに笑え顔がおで応えた久遠は──



「だからね、あやと？　なんとなくで好きになって……今は、全部の理由で好き♪」



「っ──!!　あ、ありがとう、くーちゃん……」

　自分の胸に当てられた久遠の手に、自分の手を重ね。目に熱いモノを滲にじませて、これ以上無いほど顔を紅くして俯うつむく綾人。



　理り屈くつを無視した『存在の全肯こう定てい』。飾かざりも躊躇ためらいも無く、直球で放たれたそれを──綾人は、しっかりと受け止めているように見えた。

「──ふむ。子供だから言えるセリフ、と言ってしまえばそれまでなのだが……」

　そう言う黒木だが、その声にはハッキリとした感心の色。そして、俺もそれには同意。

「多分、この二人だから言える事、だろうな。──で？　綾人は久遠のどこが？」

「に～、に♪」

　俺の問いに、真白も『言わないわけには、いきませんよね♪』と追い打ちをする。

「──う。僕ぼくも……全部、好き……。だけど──」

「あやと……？」

　俯いたまま一度言葉を止めた綾人に、久遠が不思議そうな顔をする。──やがて、綾人は顔を上げ、久遠の方を見て、ハッキリと言う。



「──大人しいのに、いつも一いつ生しよう懸けん命めいで真まっ直すぐなところが……大好きだよ、『久遠』？」



「──!?　ありがと、あやとっ!!」

「ほぉ……」「に……♪」

　予想外の言葉、というよりは最後の『呼び方』に驚いた久遠だったが、すぐに満面の笑みになり、さらに強く綾人に抱きつく。

　──今の、ちょっとカッコよかったな……。

　黒木もヴィスも、称賛と祝福の声を上げる。

　久遠の言葉を受け止めた上に、ハッキリと自分の言葉を返した綾人。──もう『子供だから』などは言えないかもしれない。

　やはりというか……顔を真っ赤にして、照れくささに体を小刻みに震わせ、なんとか耐えている綾人。久遠も同じく頬を染めて、だけど嬉しそうに頬ずりを──していたのだが。



「──そうだっ！　おにいさんの方は、どうしてなの……？」



「…………は？」

　……思い切り、こちらに飛び火させてくれました。

「ふむ。なれ初そめ自体は聞いたが……そういえばそこまでは聞いていないな」

「に！　に～♪」

　ニヤニヤしながら言う黒木と、どうやら『あ、わたしも聞きたいです♪』と言っているらしいヴィス。──さっきの聞いた後だと……言わないわけにはいかない、か。

「綾人は、気付いてるよな？　久遠って、少し澪に似てるだろ？」

「え？　……う、うん。声もだけど……性格も、ちょっと似てるよね」

「そうなの……？」

　黒木とヴィスも、無言で頷く。やはり、当人は気が付かないものなんだろう。

「それで、だ。──俺は多分、綾人と似ている。……澪は落ち着いて見えて、あれでいつも一生懸命なんだわ。一生懸命──俺の傍に居ようとしてくれてる。その気持ちを隠さず、まっすぐに」

「……うん、わかるよ。だけどそれって……」

　綾人が言おうとしている事は分かる。澪は──自分が天使である事で、もう一度別れなければならなくなる。その事を、本当に恐おそれている。



「正確に言えば──人間らしくありつづけたい、かな？　だから必死で、自分の居場所を作って、守ろうとしてるんだろうな。……だから俺は、その居場所になってやりたい」



「にいさん……」「にー……」

　多分俺も綾人と同じく、相手の気持ちに応える形で始まった想おもいだと思う。

　──そういう意味では、これも後付の理由、って事か……？

　という事は、『なんとなく』で始まったという久遠と同じ結論になりそうなのだが……、なんとなく、これは言わないでおく。

「ふむ、なるほどな。…………では、俺はここら辺で帰らせて──ぐはッ!?」

「逃にがさん」

　立ち上がり、逃げ去ろうとしていた黒木の襟えり首くびを掴つかんで確保。この後の展開を予測して逃げ出そうとしたのだろうが……逃がさない。

「こうなったからには、お前にも話してもらう。──さぁ吐はけ」

「なぜ俺だけ尋じん問もん形式!?　お、俺に語るべきことなど無──」

「「「「 ……………… 」」」」

　全員が、完全に『聞く態勢』で黒木を見み据すえる。

「…………ウチの親のせいで、大人しくて自分を抑おさえるタイプは少し苦手でな……」

　観念したらしく、ぽつぽつと話し始める黒木。

「まぁ……大人しくて一いち途ずっていうのは、ヤンデレの第一条件っぽいからな。確かに、細音は真逆のタイプだな」

「──というか、あのタイプは初めてだな。他人を気き遣づかいながらも自分を通すというのは。そのクセ、妙みようなところで不器用。……まぁ、そこら辺は好感が持てるのではないか？」

　目を逸そらしながら言う黒木。惹かれていると明言しないのは、最後の抵抗か。

　この前の映像でも思った事だが、俺が思った以上に、コイツはちゃんと細音を見ている。その事が、両方の友人として嬉しかった。──言ってはやらないが。



「っと。もうこんな時間か……」

　聞く事も聞いて、話がいち段落つき。フと気になって時計を見ると、現在７時半。細音達はまだ終わる気配は無い。

　──さて。さすがに夕食をどうするかだが……。

「んー……。なあ黒木？　ものは相談なんだが──夕食、出前でも取ろうかと思うんだ。お前と細音も食っていかないか？　──俺とお前の割わり勘かんで」

「──む。…………わかった、いいだろう。わかっているとは思うが、値が張り過ぎるのは拒きよ否ひするぞ？」

「新米教師の懐ふところ事情で、そんな度胸は無い。……じゃ、手っ取り早くピザにでもするか。一応、上の三人にも確認取ってくる。──ヴィス？　メニューが載のったピザ屋の広告、確かあったよな？」

　俺が訊くと、記き憶おくを辿たどるように首を傾げてから、その姿を変える。

「はい、あったと思います。用意しておきますので、ねえさま達の方をお願いします。──後でわたしも、飲み物を持っていきますね」

「ありがと。んじゃ、頼むな真白」

「──俺も行こう。聖宵がどうなっているか、興味があるからな」





　と。俺と黒木が２階にある澪の部屋へ向かうと、なぜか扉とびらの前にキーヤが。

「姿が見えないと思ったら……。何してるんだ、キーヤ？」

「わうわう、わう、わん」

　何かを言いながら、ジェスチャー。──えーっと、これは……？

「──ふむ、『聖宵が着き替がえるから、外に出ている』、で合ってるかキーヤ？」

「わう♪　わん、わん、わうっ！」

　俺が考えている間に、サラリと答えた黒木。キーヤは『正解♪』と言ったあと、更さらにジェスチャーを続け、またも黒木がそれを読む。

「ふむふむ。『覗のぞきダメ、絶対。犯罪です』……俺に言ってるのか!?」

「わん♪」

「俺が本気でやると思っているのか……？」

「…………（）」

「なぜ目を逸らす!?」

　ちょっとしたコントが成立している、黒木とキーヤ。……わりと最初から気が合っていたらしいが、今ではすっかり長年のコンビ並に息が合っている。

　と、なんとなく感かん慨がい深ぶかく眺ながめていると、不意にキーヤがこっちを向く。

「わう……わんっ」

「ん？　えーと、『静かに……聞いてみろ』？」

「わうっ」

　……どうやら、盗ぬすみ聞ぎきを推すい奨しようしているらしいキーヤ君。『いいのか……？』とは思いつつも、好こう奇き心しんには勝てず。



『──悟兄が好きそうな服、ねぇ……。どう思う、澪？』

『……ん。多分、あんまり拘こだわりは無いと思う、よ？　……知ってたら、私も苦労しない』

『ん、っと……。あ！　あれは？　この前やった……エプロン！』

『あ、あれは……今の聖宵ちゃんがやるとシャレにならないから止やめよう。ね？』

『そうなの……？　う～ん、じゃあ……』

『ね、聖宵？　聖宵が着てみたい服とか、無いの？　今の聖宵なら、多分、大たい抵ていの服なら似合うと思うよ？』

『ボク、あんまり服とかわからないから……。だから、お兄ちゃんが気に入ってくれる服なら、ボクも好きになれると思うんだ♪』

『……ね？　一度訊いてみたかったんだけど……なんでそんなに、悟兄が好きなの？』

『……え？』



　この話の流れは……。

「キーヤお前、もしかして俺達の話も聞いてたのか？」

「わんっ♪」

「なるほどな。それで盗とう聴ちようなんて勧すすめたのか……」

「……『盗聴』って言うな。せめて盗み聞きと言え」

　……と。そんな事を話している間も、扉の向こうの話は続く。



『……あんまり考えたことなかったし、ボクにもわからないんだけど……。まず、お兄ちゃんと会えなかったら、ボク達は生きてなかったよ？』

『──そういえば生まれ変わる前って……捨てネコ、だったんだって……？　でも、それだとヴィスちゃんやリッド君もだよね？』

『うん。もちろんそれだけじゃないよ。……ね、お姉ちゃん。実はお兄ちゃんって、寂さみしがり屋やさん、だよね？』

『……ん、そうだね。──もしかしたら、『だった』かもしれないけど』

『え、っと……？』

『あのね？　前のセカイだと、一人で暮らしてたから、かな？　多分、寂しがり屋さんだったんだと思う。もしかしたら……ボク達を拾ったのって、そのせいもあったのかも』

『聖宵ちゃん……？』

『──だから、じゃないかな。お兄ちゃん、いつもボク達の傍にいてくれたよ。──ボクが無む茶ちやして、火事の中に飛び込んだときも』

『 !?　それは……さすがに初耳』

『──きっとボクじゃなくても、お兄ちゃんは来たと思う。……でも、嬉しかった。たとえボクが死んじゃっても──ここでならいいかも、そう思っちゃうくらい』

『『 ……………… 』』

『このセカイになって、お兄ちゃんの傍には最初からお姉ちゃんが居て。だから、寂さびしくなんかなかったはずだよね？　でも、お兄ちゃんの優やさしさは変わってなかった。──それが、すごく嬉しかった』

『……ん、そうだね。世界が変わっても……悟、何も変わってなかったよね。──嬉しかった、よね』

『うん！　だから決めたんだ。今度はボクが傍にいよう、って。絶対に、寂しがらせたりしない、って！』

『それが……聖宵ちゃんが、悟兄の傍に居る理由？』

『うん。……お姉ちゃんが居れば、ボクは必要無いかもしれない。でも、もう決めたから。──もしお兄ちゃんに『要いらない』って言われたとしても、ボクはボクのワガママで、ずっと傍にいるよ』

『聖宵ちゃん……あれ？　っていう事は……好き、っていうわけじゃないの？』

『え？　ううん、大好きだよ？』

『……へ？』

『──そんな事考えてたら、いつのまにか好きになっちゃった♪』

『あ、あははっ！　なるほどね～♪』



「……すまん。少しあの子を甘くみていた」

「わう……」

「まぁ、無理も無いとは思う。……俺も聖宵のこういう一面、ハッキリわかったのは里での一件でだし」

　子供らしさのせいで普ふ段だんは隠かくれている、聖宵の一面。黒木やキーヤが気付かなかったとしても無理は無い。──それにしても……。

「……実は、少し負い目があったんだ、俺……」

「む？」

「──前の世界で、自分の寂しさからあの子達を拾った。……それだけじゃないけど、それも確かに事実だからさ……」

　……最初から、別に『この子達のために』なんて考えていたわけじゃない。──『自分が放っておけなかったから』、それは自覚してた。──だけど。

「少なくとも、あの子達に慕したってもらえるような事はしていない。……それどころか、完全に自分本位だったんじゃないか、って」

　理屈では、そんなのはよくある事なんじゃないか、とは思う。

　結果的に、俺はあの子達を大事に想っている。それは胸を張って言える。だから別に悪い事では無い。……そう、思ってはいる。

　──だけど、澪や聖宵達の想いが眩まぶしすぎて。……余計、自分が醜みにくく思えて。

「って事で悩なやんでいたのに。……澪も聖宵も、そんなのとっくに気付いていたのか……」

　──気付いていて、それでも、傍にいてくれた。……受け入れてくれていた。

「ふっ……。貴様といい、澪ちゃんといい、真白や聖宵といい。──いろいろ面めん倒どうな家族だな、本当に。──だからこそ似合いなのではないか？」

「わん♪」

　しんみりした様子もなく、むしろ楽しんでいるように言ってくる黒木。楽しそうに同意するキーヤ。……それが、ありがたかった。

「……サンキュ」

「──ふん」「わうっ！」

　自然に漏もれた感謝の言葉に、それぞれから『らしい』返事が返ってきた。



『あれ？　そういえば、お姉ちゃんはどう思ってるの？』

『……ん、私？　私は……聖宵のと比べちゃうと、すっごく自分本位、だよ？』

『う、うーん……。普ふ通つうはそうなんじゃない？　聖宵ちゃんが、ちょっと特別だと思う』

『 ？ 』

『ん、じゃあ……。あのね？　悟って、あんまりカッコイイわけじゃないよね？』

『へ!?』

『……え、ええっと……？　とりあえず同意しておくけど……』



『ん。──なんだかんだでエッチだし、たまにヘタレるし、暴走すると黒木さんと同レベルだし、バレバレなのに先週またパソコンゲームをこっそり買ったし、ＰＣ内のマル秘フォルダーのタイトルが『相対性理論』で、むしろ目立ってるのに気付いてないし……』



『お、お姉ちゃん!?』

『ちょ、な、なんでいきなり言いたい放題!?』



「…………生きてるか貴様？」

「生まれてきてゴメンナサイ生まれてきてゴメンナサイ生まれてきてゴメンナサイ……」

「わ、わうッ!?」

　最近は上う手まく隠し通せている。──そう思っていた最も隠したい部分が、モロバレだったわけで……。

「しかし、なぜ澪ちゃんはここでコレを言う……？」

「わ、わうぅ……？」

　それは俺もわからない。……ダメージを覚悟しながら、続きを聞くしかない。



『あー……で、でもね澪！　傾けい向こうはともかく、そういうのに興味を持つのは、男の人として普通なんじゃ──』

『ん、そう。普通だよね？』

『──え？』

『……悟って、普通だよね？　普通な外見で。普通にエッチで。普通に──優しくて。それって、すごく『人間らしい』って事、だよね？』

『澪……？』

『……私は悟くらい人間らしい人、他に知らない。なのに……悟は『普通』なのに、『普通じゃない』私達を受け入れてくれたよ……？』

『うん……！　そうだよね。お兄ちゃん、すごいよね♪』



『……ん。そんな悟が居てくれるから……私は、人間で良かったって、思える。……だから悟は、私にとって世界で一番大切な人、だよ』



「……涙なみだは堪こらえられてるか貴様？」

「……泣いてなんかいない」

「わん……♪」

　黒木もキーヤも、こちらを見ないで言ってくれる。……正直、助かる。

「……貴様は『人間らしくあろうとしている』澪ちゃんに惹かれ。──澪ちゃんは『人間らしい』お前に惹かれた、か。──いい組み合わせだったのだな、貴様らは」

「わうっ！」

　──嬉しいものだな。大切な相手が、自分を理解してくれているっていうのは……。

　澪は盲もう目もく的てきに慕ってくれているのではなく、ちゃんと短所も見ていて。

「……どーしよーもない部分知られて、嬉しいって思ったのは初めてだわ」

「ふむ……。盗聴で知ったという一点で、かなり台無しだがな」

　……今の発言で、さらに台無しになりました。



『さ、さ～って、っと！　早く聖宵ちゃんの服を──』

『……逃がさないよ、細音？』

『で、ですよねー……』

『それで、細音お姉ちゃんは、どうして？』

『あ、あたしは別に、そんな──』

『『 ………じー 』』

『い、いやそんな、わかりやすく『じー』って口で言わなくても……』

『細音、往おう生じよう際ぎわが悪い……。今いま更さらだよ？』

『うっ！　…………珍めずらしいタイプ、だよね。別に良い人ぶってるわけじゃなくて──って言うよりむしろ、良い人って思われるの嫌いやがってるよね』

『……ん、確かに。素す直なおじゃないって言っちゃうと、それまでだけど』

『あはは、そうだね。……でも別に悪ぶってるわけでもなくて。素で変な人なのに──それでもお人ひと好よし成分が漏れ出だしちゃってるんだよね』

『ん、そうだね。……お人好しって所なら、悟と同じくらいだよね』

『……うん♪　悟兄は良い人そうに見えて、普通に良い人だけど。アレは……ロクデナシに見えて、素で変人。──なのに、良い人。……そ、そういう人、好かれるんじゃないかな、い、一いつ般ぱん的てきに！』

『……ん、細音？』『細音お姉ちゃん？』



『『 往生際が悪い♪ 』』



「……ニヤけてないか、黒木？」

「やかまし！　…………仕方ないだろうが」

　話し始めるまでは渋しぶってたくせに、話し始めてからは、むしろ嬉しそうに聞こえた。

　──しかし、逃げ出そうとした事といい、話し方といい、最後の誤ご魔ま化かしといい……。

「お前らは似た者同士か。──そっちもお似合いなんじゃないのか？」

「わう♪」

「…………フン」



『あ、あたしの方はともかく！　澪の方、進展無いの？　主に悟兄の方から』

『ん？　……うん。とりあえず、私が卒業してからって事になってる』

『悟兄、それまで耐えるつもりなんだ……？　さっき普通って言ってたけど……そういう自制心は普通じゃないと思う。実は女の子でしたって言われても、納なつ得とくしちゃうかも』

『……ん？　その心配は無い、よ？　昔お風ふ呂ろ一いつ緒しよに入った時、ちゃんと付いてた』

『え？　あ、え、えっと……そういう事は聞いてな──』

『あ、聖宵？　……変身できるようになる前に、悟と一緒にお風呂入ったよね？　どうだった？』



『へ？　うん、ちゃんと男のヒトだったよ？　えっと──これくらい？』



『………………え？』

『な──!?　ちょ、な、何が『二にの腕うでまで』サイズなの!?』



「き、貴様……！　そんな凶きよう器きを隠し持もって……!?」

「わ、わうわうわうッ!!」

「いや、隠してないとヤバイだろ──って違ちがう！　誤解だ!!　俺も何が何だか──!?」

　というか、なんで突とつ然ぜんコッチ方面の話題に!?



『にゃ？　──あ、間ま違ちがえた。えっと……ネコのときのボクの、ここくらいまで？　だから……これくらい？』

『…………ちょっと、ビックリした』

『澪、少し顔が青くなってたもんね……。──で、このサイズは……どうなんだろ？』

『……ん、わかんない。でもさっきのインパクトが大きかったから、すごく可愛かわいいサイズに見える、よね？』

『──だね。でもここから、その……変身するんだよね？　ネコのイブちゃんに反応してて、しかもそれでそのサイズだったら、ちょっと可哀かわいそうだし』



「…………生きてるか貴様？」

「……イブ達が人になるなんて思ってなかったとはいえ……頭良いんだから、もっと警けい戒かいすべきだった……」

　……ここら辺の油断が、ひいてはＰＣ内の『マル秘』を暴あばかれるに至るのだろうか。

「わ、わう──」

　慰なぐさめるような声を出すキーヤ。──見られて言われたわけではない。それはわかっているのだが……『可愛い』とか『可哀そう』とかは、さすがにイタイ。

「……あら？　どうしたんですか、にいさま？」

「──真白か……。いや、ちょっと男のプライドがポッキリ逝いっただけだ……」

　飲み物を載のせたトレイを持って、階段を上ってきた真白。俺は両手を床ゆかにつき、うな垂れたまま答える。

「まあ、あれだ。こと一点に関しては、男に『可愛い』は禁句、という事だ」

「……なんとなく、想像がつきました。それでわたし、中にコレをお届けするんです。にいさま達が聞いている事、言わない方がいいですよね？」

「…………よろしくおねがいします」

　黒木の言葉で察してくれた真白は、俺の返事を聞くと、苦笑いして扉へ向かった。

コンコン

「ねえさま？　飲み物を持ってきました」



『……ん、ありがとう、真白。入って？』

ガチャッ　パタン

『ねえさまと細音ねえさまはコーヒー、聖宵ちゃんはホットミルクで良かったですか？』

『うん、ありがと！　……ね、真白ちゃん？　真白ちゃんも変身できるようになる前、悟兄と一緒にお風呂、入ったんだよね……？』

『はい？　ええ、まあ。……あ。一つだけ、先に言わせていただいてよろしいですか？』

『『『 ……？ 』』』



『私の目測は、正確ですよ？』



『え……？』『うにゃ……？』『え、えっと……真白ちゃん？』

『一度でも見た物でしたら、あらゆる場所の数値を誤差５ミリ未満で提供できます。紙とペンと定規があれば、正確な図も起こせますが……。それで、何かご質問でも？』

『『『 …………ごめんなさい、なんでもないです 』』』

『そうですか。ではお飲み物、ここに置いておきますね？　それと、にいさま達がお夕飯、宅配ピザでも取ろうかって話をしていたんです。それでよろしいですか？』

『え……？　あ、もうこんな時間……。ん、悟に『ありがとう』って、言っておいて？』

『え？　あたしもご馳ち走そうになっていいの？』

『はい♪　黒木にいさまも、お金を出してくださるそうですし』

『んー、じゃあご馳走になるね！　あとでお礼言わなきゃ』

『ボクは大だい歓かん迎げいっ！』

『はい、そう伝えておきます。では、わたしは失礼しますね？』



ガチャッ　パタン

「「「 ……………… 」」」

　戦せん慄りつを宿した眼めで、真白を迎むかえる男（一匹ぴきはオス）達。

「お話のタネにはしたくても、生々しい数字は知りたくないものなんですよ？」

　サラリと、何でもない事のように話す真白。……が、そんな事を聞きたいのではなく。

「な、なあ真白……？　さっきの目測の話は、本当なのか……？」

「はい？　んー……そうですね──」

　真白は、少し考える仕草をすると、しっかりこちらを見て。



「頑がん張ばってください、にいさま♪」



「どういう意味!?」



　　　　　◆　　　　　　◆



　水上家での食事を終え、しばしの談だん笑しようの後。夜道を歩く、二人と一匹がいた。

「今日はご馳走さまでした、司兄♪」

「……別に、金を出したのは俺だけじゃないだろ」

　細音とキーヤを、家まで送っている黒木。

　とはいえ。細音と黒木は並んで歩き、キーヤは気を遣つかうように、やや後ろを歩く。

「んー。でも悟兄は当然、水上一家の分のお金を払はらったわけでしょ？　なら、あたしの分は誰が払った事になるのかな？　それに、今はこうして送ってまでもらってるわけだし」

「当然の事だろうが。……男としても、この職業としても」

「うん。じゃあ、そういう事にしておいてあげる。──ありがとね♪」

「──ああ」

　笑顔を向ける細音に御お座ざなりに応こたえ、少し顔を背ける黒木。──傍はた目めからは、照てれ隠かくしがバレバレだったりするが。

「あ、そういえば！　なんだか綾人君と久遠ちゃん、いつも以上にベッタリだった気がするんだけど……、何かあったの？」

　先ほどの食事中、綾人の分を切り分けたり、飲み物を注いだりと、いつも以上に甲か斐い甲が斐いしく尽つくしていた久遠。綾人もそれを受け入れつつ、お返しをしたりしていた。

　事情を知っている者は微笑ほほえましく見ていたのだが……何があったか知らない澪、細音、そして聖宵すらも気付き、疑ぎ問もん符ふをうかべながら食事をすすめたのだった。

「話すと長くなるのだが……。悟の質問がキッカケで、『相手を好きな理由は何か』、それぞれ言うハメになってな」

「 ！　な、なるほどね～？　綾人君と久遠ちゃんは、お互たがいのを面と向かって聞いたんだ？　なら、ああなるのは納得かな」

「まぁ、それだけではないのだが──少し長い。聞きたければ今度話してやる」

　サラリとそう言って、話を切る黒木。

　だが……細音は何か訊ききたい事があるらしく、迷っているように見える。

「そ、それにしても奇き遇ぐうだね！　あたし達も少し、そういう話をしてたんだよ！」

　悩んだ末、口を開いた細音。おそらく黒木が自分の話に興味を持ったところで、『そっちの内容と交こう換かんね♪』と返すつもりなのだろう。しかし──

「……知っている」

「────え？」

　顔を合わせずに言った黒木の一言で、計画は完全に崩くずれ。

「え、え、えええッ!?　『知っている』って、なんで!?」

「──キーヤ、いいか？」

「わうっ」

　振ふり返かえって、キーヤに許可を求める黒木。承しよう諾だくの意を返すキーヤ。

「出前でいいか、確かく認にんしようと思ってな。悟と共にそっちの部屋に行ったんだが。──扉の前に居たキーヤに勧められ、中の話を聞いていた。──聖宵の話から、全部」

「なっ！　キーヤ!?」

「わう……」

　急激に顔を赤らめ、慌てながらキーヤに問いかける細音。素直に謝あやまるキーヤ。

「う……そ、そんなすぐ謝られても……。……………………あーもぅ！　司兄！　そっちの会話内容、全部教えなさい！　久遠ちゃん達たちのはもちろん、つ、司兄のも!!」

　どうやら開き直ったらしい細音。頬ほおを染めたまま、逆ギレ気味に黒木に迫せまる。

「…………俺以外のなら教えてやる」

「ダメ、逃がさない！」

　歩く速度を速め、逃げるように先に進む黒木。細音はそれを追いかけ──手を掴む。

「……聞いてしまった事は謝る。他の誰かから聞いてもかまわん。だから俺の口からは──む……？」

　細音に向き直り、顔を、目を見て気が付く。──怒おこってはいない。

　むしろ吹ふっ切きれたような清すが々すがしさと……覚かく悟ごを決めたような、真っ直ぐな瞳ひとみ。



「逃がさないよ、司兄？　──今も、これからも。だから覚悟してね♪」



「お前……」

　意味を解し、息をのみ。しばらく呆ぼう然ぜんとしていた黒木。──だが、『ふぅ……』と大きく息を吐き……意図的に、なんでもないような顔を作り。



「『逃がさない』は、こちらのセリフだ。──覚悟しておけ」



「 ！　…………そっか♪　じゃあ、よろしくね司兄？」

「……ああ。よろしくな」

　言って、前に歩きだす黒木。……掴まれたままの手は、そのままに。

「っと。ねーねー司兄？」

　手を引っ張られた細音が軽くヨロけ、体勢を立て直して横に並び、問いかける。

「なんだ？」

「さっきの、どんな会話だったか教えて♪」

「……俺以外のならな」

「ケチーっ！」



　楽しそうに口論しながら夜道を進む二人。──その後ろでは。

「わう……わん♪」

　キーヤが、『やっとか……よかったね♪』と、ひとり言を呟つぶやきながら歩いていた。



　　　　　◆　　　　　　◆



「──え？　今夜か？」

「うん！　……お兄ちゃん、ダメ？」

　黒木と細音も帰り、風呂にも入って、寝ねる準備は万ばん端たん。そんなときに聖宵が『一緒に寝ていい？』と聞いてきた。

　──別に、断る理由は無いよな？　よく勝手に潜もぐりこんでくるし……ん？

「まさか、その姿でか？」

「うん、そうだよ？　ダメ……？」

　今の聖宵は、大きくなったまま。そして服装は、澪と細音が選んだモノ。気に入ったらしく、風呂から出た後も『寝るまでだから！』と再び着て今に至る。



　白と黒のチェック地のスカートに、上はＹシャツとベスト。

　どこかの学校の制服だと言われても納得できそうな、シンプルなコーディネート。

　だけどモノトーンを基調とした色合いは、しなやかで（喋しやべらなければ）凛り々りしい印象を与あたえる聖宵のルックスには、よく似合っている。



「……ん、聖宵？　『なんで』って、訊いていい？」

　澪も、何かいつもと違う雰ふん囲い気きを感じ取ったらしい。──といっても……『男と女』的な雰囲気を漂ただよわせているわけではないから、俺も澪もそういう心配はしていないが。

「うん。明日からボク、またいつものカラダに戻もどるから」

「「 …………え？ 」」

　悲ひ愴そうな感じはしない。それどころか、本当に何でもない事のように。

　だけど、この子はこの姿を本当に喜んでいた。そして、この子は発想が突とつ飛ぴなだけで、断じて何も考えていないわけではない。──ただの『何となく』なんてありえない。

「でも……聖宵？　その姿、すごく喜んでた、よね？」

「うん！　でもね？　ボクはやっぱり、真白や綾人と一緒に大きくなりたい。あ、今は久遠ちゃんも、だね♪　だから……今は戻るよ。いつかちゃんと大きくなって、このカッコになってみせるから！」

「だがな、聖宵？　その姿って俺のイメージだから、将来そうなるかは……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ？」

「へ？」

　前向きな心に水を差す事になる、そう覚悟をして言ったのに、『何言ってるの？』といった様子で言葉が返ってきた。

「この姿はね？　お兄ちゃんとボクの『願い』。お兄ちゃんだけのじゃないよ。だから、ボクがこうなりたいって願っていれば、絶対になれるよ！」

　一点の曇くもりも無い笑顔。一いつ切さいの疑いを持たずに未来を信じる──多分、この子の強さを象しよう徴ちようする、一番の表情。

「なるほどな。──じゃあ今夜一緒に寝たいって……当分その姿にはならないから、今日は最後まで、って事か……」

「え？　違うよ？」

「「 …………へ？ 」」

『キョトン』とした顔で言う聖宵に、俺と澪も『キョトン』となる。

「だってボク、時々この姿になるつもりだよ？」

「あー……、えっと？」

「うんと……小さなボクの方が、まだ本当のボクだよね、っていう話だよ！」

　……言われてみれば、『もうならない』なんて一言も言ってない。

「……ん、聖宵……？　じゃあ、一緒に寝ようっていうのは、なんで……？」

「初めてこの姿になれた記念！」

「……なぜ、それを先に言わない？」

「もちろん、まだ小さい方が本当のボクだって、そう思ってるって、言っておいた方がいいかなって、思ったんだけど……必要無かった……？」

「い、いや、必要あったか無かったかと言われれば──」

「…………ん。『あった』、なんだけど……」

　複雑な気持ちで顔を見合わせ、『はあああ……』と大きなため息を吐つく。なぜか、ひたすら脱だつ力りよく。

「それで……ダメ？」

　恐る恐る、澪に訊く聖宵。

「……ん。いいよ、聖宵。……いいよね、悟？」

「──はぁ……わかった。じゃあ、叔お父じさんと叔お母ばさんの部屋から、枕まくら借りて来い」

「 ？　お兄ちゃんの腕で十分だよ？　たまにお姉ちゃんにしてるみたいに」

「…………いいから取ってこい」

　横をチラリと見ると、澪が少し頬を紅あかくして、目を泳がせていた。

「は～い。じゃ、取ってくるね！」

　言って、あまり使っていない叔父さん夫妻の部屋へと駆かけて行く聖宵。

「──で？　そこで聞いているのは何人だ？」

「あら……。気付いてらしたんですか？」「あはは……」「くぅん……」

　澪の部屋の扉が開き、中から出てきた真白、綾人、キツネ姿の久遠。

「ま、気付いていたというより、聞いていないとは考えられなかった、って感じだけどな。──で、ご感想は？」

「訊く必要、ありますか？　……わたし達も、はやく大きくなりたいです。もちろん、みんな一緒に」

「うん！」「きゃんっ！」

　確かに、答えを訊くまでもない笑顔で言う真白に、綾人の声と久遠の鳴き声が続く。

「──では戻りますね？　おやすみなさい、にいさま、ねえさま」

「おやすみ、にいさん、ねえさん」「くぅん」

　挨あい拶さつと共に、部屋に戻る真白、綾人、久遠。それとほぼ同時に、叔父さんたちの部屋から聖宵が出てくる。

「持ってきたよ～！」

　聖宵が持ってきたのは、俺も見覚えが無い枕。ピンク色で……大きく『ＹＥＳ』の文字。

「…………なあ聖宵？　コレ、どこにあった……？」

「えと……クローゼット、だっけ？　それの一番奥おくだよ？」

「……こんな枕、あったんだ？　変わった枕だね……あれ、悟？」

　その枕を少し借りて、裏を見てみると……当然のように『ＮＯ』の文字。

　──よりにもよって……なんでこんな枕持って来るかな!?

















「いや、ちょっと……旧世紀の遺産を目まの当あたりにして、頭が痛くなっただけだ」

「 ？　何か変わった効果とか、あるの？」

「……まぁ、状じよう況きよう次し第だいで」

　おそらく『活用した結果の産物』である澪に、真まっ直すぐ答えてみた。



　　　　　◆　　　　　　◆



「じゃあ、お邪じや魔ましま～す。……えへへ♪」

　俺が先に寝ている布団ふとんに入ってくる聖宵。……例の枕は、『ＹＥＳ』面が表。

「……なぁ？　その枕、裏に『ＮＯ』って書かれてるだろ？　そっち表にしないか？」

「んー。そっちは何かを、思いっきり『ダメ！』って言ってる感じで、何かヤだ」

　──本能で使い方を理解している!?

　とりあえず、深く考えない方がいいだろう。澪を耐えられる俺なら、問題無く──

「お兄ちゃん……♪」

「……う」

　思いっきり抱だきついてくる聖宵。……柔やわらかい感かん触しよくが、腕、および脇わき腹ばらに押おし付つけられる。──多分、澪の場合は手加減してくれていたのだろう。澪の破は壊かい力りよくでやられていたら……正直ヤバかったかもしれない。

「ね？　将来、ボクのこの姿が普通になっても……また、一緒に寝てくれる？」

「……その時にならないとわからない。──いいから、今はもう寝ろ」

「えー……。ま、いっか。また今度……ね？　その時は、もっとお話し……」

　ネコのときの寝つきの良さは、この姿でも変わらないらしい。会話もおぼつかないほどウトウトとしてきた聖宵。その頭を撫なでてやると……アッサリと寝ね息いきをたて始めた。

　──さーて。後は耐たえつつ、眠ねむる努力するだけ、っと。

　外見だけは、初対面に近い可愛い女の子。そんな子が無防備に、それどころか遠えん慮りよなく抱きついて来ているこの状況。──まぁ、一応は澪で経験済みか……。

　さらに救いは、相手がすでに気持ち良さそうに眠っていること。それと例の『ＹＥＳ枕』が、本来の用よう途ととは逆に、いい感じで雰囲気をブチ壊こわしてくれている。

　目ま蓋ぶたを閉じ、このままなら案外楽に眠れるかも、そう思った……。



　どれくらい、時間が経たったのだろうか。

「……お兄ちゃん、起きて……る？」

　小声で問いかける聖宵。……だけどそれは、寝ている事を確認する言葉のようで。

「多分ボク……困らせちゃってるんだよね？　ボク、ちゃんと気付いてるよ。……お姉ちゃんと寝るときも、お兄ちゃんいつも、ちょっと困った顔してるよね」

　ここまで言って……反応が来ない事を確かめ、続ける。

「……でもね？　困ってくれるのが……嬉うれしい。──お姉ちゃんと一緒が、嬉しい。──女の子として見られているのが……すごく、嬉しい」

　言って、照れたのか……抱いた腕に、強く頭を押し付ける聖宵。

「ボクは……ここにいる。困らせても、ずっと傍そばにいる。……いい、よね？　お兄ちゃん。…………悟、さん。…………ぅにゃぁ」

　さらに照れ、体を丸めたらしい聖宵。──やがて、今度こそ眠りに落ちたようだ。

「……こっちはそうアッサリ眠れるか、っての……」

　眠っているのを確認してから、今度は俺が呟く。

「──困らせられるのも、嬉しいんだぞ……？　澪の存在がなかったら……今のでアッサリ落ちてただろうな、俺──ん？」

　独り言を止やめ、耳を澄すます。──廊ろう下かで物音がした気がするが……気のせい、か？










　　　三章　願うもの、幸せの在処『軌跡の先にそれは待つ』





「さて、っと。そろそろだな。──全員、一いつ旦たん集合！」

「「「「「　はい！　」」」」」

　作業をしていた者も雑談していた者も。全員が手を止め、部屋の中央に集まってくる。

　俺おれ達たちが居るのはいつもの教室ではなく、聖ひじりヶが丘おか学がく園えん高等部一階、小会議室。

　今日は11月最初の土曜日。本来、この学園は休日となっている曜日。──にもかかわらず、生徒・職員全員が動員。さらにはあちらこちらに派手な装そう飾しよくや看板、仕込み中の屋台からは良い匂においまでただよってくる。



『聖燐祭』──この学園の文化祭が、今から約20分後に開かい催さいとなる。



「昨日話したとおり、最終確認をする。黒くろ木きがもうすぐ来るんだが……本番と思って応対してほしい。……ちなみに、予備知識は与えていない。──度ど肝ぎもを抜ぬかしてやろう！」

「「「「「　はいっ!!　」」」」」

　全員が、楽しそうな表情で元気に返事をしてくれる。

　実はこの場に、ウチのクラス以外の者も多数居る。彼かれ等ら、彼かの女じよ等らにもウチのクラスのノリの良さがうつったのだろうか。全員のテンションもモチベーションもかなり高い。

　時計を見る。──約束の時間の２分前。もう来てもおかしくないのだが……。

　と、そのとき。『ダダダダダダダダッ』という足音が近づいて来た。……が、その音は教室手前でピタリと止まり──一拍ぱく置いてから、そいつは現れた。



「……ふっ。近くを通りかかったので、仕方なく寄ってやった」



「「「「「　嘘うそ　だ　!!　」」」」」

　明らかに、遅おくれそうになって全力ダッシュで来た黒木へ、総ツッコミが入った。

「お前……見み栄えを張るなら、もっとマシな嘘をつけと」

「…………うるさい。と、とにかく！　やはり、こういう店になったのだな」

　黒木が出したのは、聖燐祭のパンフレット。昨日あたりに細さざ音ねから渡わたされたのだろう。開かれているページには、うちのクラスの案内が。

『ネコ喫きつ茶さ・にゃんだーらんど』。……正直ネーミングセンスはどうかと思うが、それが我わがクラスの店の名前。

「そうだが……そこらの店と一緒にするなよ？　と、まずは一名様ご案内。澪みお、頼たのむ」

「は？　澪ちゃん……？」

　黒木が頭に疑問符を浮うかべる。

　確かに澪は、クラスどころか学年が違うため、本来ならここに居るはずがない。

　だが。前述のとおり、この企き画かくにはクラス外からの助すけっ人とを多数呼んでいる。澪も、その中の一人。

「……ん。いらっしゃいませ」

「む……？　そ、その恰かつ好こうは……！」

　驚おどろいた黒木が、あたりを見回して『その事実』を確認する。



　この店の特とく徴ちよう、その１。ウエイトレス役の女子の服装。



　基本的には制服＋エプロン。これだけでも根強いファンはかなり居そうだが、さらに追加で、ネコミミ＋ネコシッポ。

「…………悟さとる君。あとでお話につき合っていただこう」

「うん、ツボに入ったようで何より。が、まだ驚くのは早い」

「……ん。お客様、こちらをどうぞ」

「ん？　……『注文表』？」

「ご注文が決まったら、記入して各テーブルにいる子に渡してください。……では、こちらへ」

　釈しやく然ぜんとしない表情のまま、テーブルに案内される黒木。

「…………は？」

「ニャ♪」

　黒木が目を点にして見つめる先。──丸いテーブルの上にお座すわりした一匹のトラネコが、『ようこそ♪』というように鳴き声をあげ、お辞じ儀ぎした。

「…………説明頼む。てっきりふれ合いスペースがあるとか、せいぜい貴様のトコの三匹が応対するくらいと思っていたんだが？」

「まぁ、後でな。とりあえず注文決めてくれ」

「む？　それはいいが──予想はしていたが、やっぱりメニューにネコジャラシは入っているのだな……」

「ニャ～♪」

　ネコジャラシという単語に反応したのか、トラネコが『遊んで♪』と声を上げる。

「いや、とりあえずコーヒーとミックスサンドだけで──」

「ニャア……」

「──ネコジャラシ追加で」

　残念そうな声を出すトラネコに負けたらしい。注文表に書かれたメニューにチェックを入れ、ネコに渡す。

「ニャン♪」

　嬉しそうな声を出してから、注文書をくわえ、奥に持っていくトラネコ。

　そして戻ってくると、その口には別の紙が。

「む？　読め、ということか？」

　黒木の問いに、コクリと頷うなずく。その紙には。

『少しまってほしいニャ！』

　読んだのを確認すると黒木の膝ひざの上に乗り、丸くなるトラネコ。

「…………なんだこの接客革命？」

　口元を押さえ、顔を逸そらし。ニヤつきを必死にこらえながら、なんとか絞しぼり出すように言う黒木。

　──うん、良く耐えた。……ウチのクラスの大半、初見だと全力で悶もだえたからな。



　この店の特徴、その２。接客役および注文取りがネコ（本物）。



「まぁ、ウチの子達が居たから出来た芸当なんだがな」

「なに？　──まさか、教育させたのか……!?」

　その通り。集まってもらったネコ達を、ヴィス達が教育して接客を仕込んだ。

　結果、ウチの三匹も合わせて十五匹のネコが、スタッフとして参加している。

「あははっ♪　司つかさ兄、驚いた？」

「……発案はやっぱりお前か、さざ──ね……？」

　黒木が注文したミックスサンドとコーヒーを持ってきた細音。そっちに振り向いた黒木の表情が、驚きの表情のまま固まる。──が、細音はそれに気付かず、話を続ける。

「いやー、出来たらおもしろいなーって感じで、まず一匹ぴき頼たのんでみたら、アッサリ上手くいっちゃって♪　だから協力者を募ぼ集しゆうして、この子達に集まってもら──って、司兄、どうしたの……？」

　話に夢中になっていた細音だが、ここでやっと、呆然としている黒木に気づく。

　間違いなく、黒ネコセットを装備した細音に見み惚ほれていたみたいだが……ニヤニヤ笑いを送るだけで、触ふれないでおいてやる事にする。

「────ゴホン。いや、なんでもない。少し考え事をしていただけだ。……ところで、このネコ達はどこから？　見たところ、ノラではなさそうだが？」

「うん！　ネコ飼ってる生徒や教員に声掛かけて、預からせてもらったんだよ～。この店の優待券と、超ちよう高レベルの躾しつけを身に付けさせるって約束して♪」

「お前の膝に乗ってるその子。ウチの生徒の飼いネコで、イブの教え子第一号なんだが。その子のお蔭かげで、かなり交こう渉しようが捗はかどったらしいぞ？」

「ニャ～♪」

　ウチの三匹の話では、言葉自体が分かっているわけではないらしいが、言葉のニュアンスで理解するらしい。──今も『褒ほめられた』と解かい釈しやくし、嬉しそうな声をあげる。

「これはすでに、躾とかいうレベルではない気もするが……。確かに、説得力としてはこの上無いか。──ん？　イブの教え子？　教育は全すべてあの子が？」

「いや。ウチの三匹がそれぞれ四匹ずつで、教師役も含ふくめて十五匹。っと、折せつ角かくだから全員集まってもらうか。──澪？」

「……ん。みんな、集合」

「「「「「　ニャッ！　」」」」」

　澪の声とともに、ヴィス、イブ、リッドを含めたネコ達が集まってくる。

「……ん、と。それぞれの班にわかれて、ご挨拶。まずは、ヴィスたちから」

「に♪　に～。　に～、にーにー」

「「「「　ニャッ！　」」」」

　ヴィスの『皆みなさん。ご挨拶、お願いします』といった内容の声に応え、一糸乱れぬ動きで黒木の方を向き、お辞儀をするヴィス班の四匹。ちなみに、オス三匹にメス一匹。

「……ん。つぎ、イブたちお願い」

「にゃあ！　うにゃあ、にゃあ♪」

「「「　ニャン♪　」」」

　イブの『みんな、ごあいさつだよ♪』というイブに応え、愛あい嬌きようたっぷりに声を上げる、先のトラネコ含めた三匹。本来はもう一匹居て、合わせてオス二匹にメス二匹。

「……じゃあ最後。リッドたち、お願い」

「みあ！　うみゃあ、みあっ」

「「「「　ゥニャ～～ン♪　」」」」

「みあっ!?」

　リッドの『みなさん、おねがいしますっ』という声に……以下略。このお蔭で最近、久く遠おんの機き嫌げんが悪いです。──ちなみに、オス一匹にメス三匹。……『オス一匹』が一番ヤバイ気がする今日この頃ごろ。

「……リッド班だけ、なぜか班長に挨拶しているのだが……この子は相変わらずか」

「言わないであげてくれ……。これでも仕事はしてくれるんだ」

「ん♪　みんな、働き者だよ？」

　ヴィス班は軍隊っぽく整然かつ機き敏びんに働くし、イブ班は楽しそうに働くし、リッド班の子たちは……やることをとっとと済ませてから、班長イジるし。

「……む？　十五匹と言ってなかったか？　ヴィス達を合わせても十四匹だが……」

「ああ、じつはイブ班の一匹が、ちょっと迷子になったっぽい」

「は!?　のんびりしていて良いのか!?」

　──本来なら、確かに慌あわてて捜さがしにいく場面。だけど……抜かりは無い。

「ああ。ほら、迷子の子ネコを案内するなら──」

ガラッ

　と。ちょうどそのとき、入口が開いて、入って来たのはキーヤ。三毛ネコの首根っこを咥くわえ、背中にはキツネ姿の久遠を乗せて。

「わんっ！」「きゃんっ！」「ニャァ……」

「キーヤ、久遠、お疲つかれ様さま。──とまぁこんな感じで、適材を派は遣けんするようになってる」

「……犬のおまわりさん、か」

　久遠もだから、正確には『イヌ科のおまわりさん達』だけどね。

　と、俺おれたちが話をしていると、澪が迷子になっていた三毛ネコに近づく。

「……みんな心配するから、勝手に変なトコ行っちゃダメ。──メッ！」

「……ニャァ」

　澪に『メッ！』って言われ、反省した声を出す三毛ネコ。

「ここでも、ヒエラルキーの頂点は澪ちゃんか……」

　ブレない、揺ゆるがない、安心の澪クオリティです。

「と、この様に非常事態への対処も万端。あとは男だん子し陣じんが巡じゆん回かいするのに加え、監かん視しカメラもセットして、ネコ店員のお持ち帰り対策もＯＫだ」

「どっからそんな金出した？」

「ウチの学年主任が、この子達に骨ほね抜ぬきにされてな。旦だん那なさんが警備会社に勤めてるらしく、協力してくれた。……『わ、我が学園で問題を起こすわけにはいきませんから！　仕方なくです、仕方なく！　……ところでその店は、コーヒー一いつ杯ぱいで何時間粘ねばれますか？』という言葉とともに」

「……わかりやすいツンデレだな」

　とはいえ。この子達を預からせてもらう以上、これくらいの警備体制が無いと安心できない。……万が一が起こってしまったら、飼い主さんに顔向けできないし。

「それとね、司兄？　ちょっとソレ、食べてみてくれない？」

「む？　──そうだな、せっかく注文したのだしな」

　言って、先ほど細音が運んできたミックスサンドを口にする黒木。

「──む？　……気のせいか、ずいぶん本格的な味だな？　──気にしてみると、コーヒーの香かおりもかなり──」

「ん♪　メニューのレシピ、みんなでいっぱい考えた」

「それと隣となりが、家政科で使う調理室だからな。本気で料理出来るのも強みだ」



　この店の特徴、その３。何気に本格的な、こだわりのメニュー。



「──で、お前はこの店、どう思う？　手加減無しの評価を頼む」

「……ふむ。そこらの一いつ般ぱん店てん舗ぽとしてだと、客の回転の悪さなどが多少問題だが……。もはや学園祭の出店というレベルではないだろう。──文句無しと言っておく」



「「「「「　よっしゃぁぁああッ!!　」」」」」



　生徒達から、喜びと、この先への自信と気合が込められた声が上がる。

「よ～っし！　お墨すみ付つきももらったところで、今日一日、頑張っていこう!!」

「「「「「　はいっ!!　」」」」」

　揃そろった返事に、思わず笑えみが浮かぶ。──こうして、学園祭が始まった。





　──とはいえ。いくら担任でも、教職員がずっとあの場に居られるわけはなく。

　学園内の定期巡回や、迷子や落とし物の対応等を行う運営本部の仕事。さらに俺は教員の中では下したっ端ぱの方なので、ある程度の雑用も任されたりした。

　そんなこんなで、我がクラスのネコ喫茶に戻って来れたのは、お昼も過ぎた時間。

「っと、うっわ……やっぱり繁はん盛じようしてるなー」

　巡回中も話には聞いていたが、入口には結構な人数が並んでいる。

　実は生徒とネコ達の負担を考え、お客には整理券を渡して指定時間に来てもらう、半予約制にしてある。入店してからは、注文の品が来てから30分の滞たい在ざい制限。優待券を持つ者はその限りではないが。

　そんなわけで──今並んでいる人は、全員がキャンセル待ち。それでも常に五、六組が並んでいるようだ。

　並んでいる人には悪いが、入口の生徒に声をかけ、『教員』の腕わん章しようの力で入店。



「──しかし、見事に外とは別空間だな……」

　この店のコンセプトは『ネコと一緒にマッタリと』。ここは会議室という性質上、防音・遮しや音おんも十分で、外の喧けん騒そうがあまり入って来ない。それに加え、ネコ達は客に自分から寄って行くため、追い回す必要が無い。その結果が、この『時間がゆっくり流れる空間』。

　それに影えい響きようされてか、客も大きな声を出す人はほとんど居ないようだ。



「あ、悟兄。お疲れ様～！　……あ♪」

　声を掛けてきた細音が、何かを思いついたような顔をする。……微び妙みようにイヤな予感。



「……いらっしゃいませ！　ご結けつ婚こんは洋式ですか？　和式ですか？」

「澪のスタイル考えればドレス一択たく。ゆえに洋式で決定」



「なッ！　即そく答とう!?」

　……考えるまでもない問いに、思わずノータイムで答えてしまった。

「──スマン。つい反射的に」

「「「「「　反射でリアルに結婚語るなよ!!　」」」」」

　店内の全員からの総ツッコミ。……まぁ、澪が居なくて助か──



「……ん、っと……さ、悟……？　今の──本気……？」

「──いらっしゃったのですか、澪さん……」

　奥から現れたのは、頬を染めてモジモジしている澪。──聞こえていたのは、確認するまでもない。

「ん……♪　私も、その……いつか、ドレス着たい……」

「澪……！　ありがとう、な？」



「は～～いっ！　コーヒーのおかわり、無料サービスいかがですかぁ～!?」

「「「「「　お願いしまあああああっす!!　」」」」」



　細音の大声での問いかけに、店内のお客さんが揃って答える。新たに注文するお客もちらほら。──当店のコーヒーは大人気の様だ。

「あのね悟兄……？　状じよう況きよう的てきに『黒判定』される事はまず無くなったみたいだけど……堂々としちゃうのは、さすがにマズイと思うんだ」

「そ、それはそうなんだが……！」

　本当に思わず出てしまったわけで……。なんとか話を変えたい。そう思って何かネタを探すと、窓まど際ぎわの席に居る黒木に目が留とまる。──何か考えているようだが、まさか……？

「──黒木くん。君の方はどちらに？」



「ふむ、こちらはスタイル的には和服も視野に────はっ!?　何を言わせる!!」

「つ、司兄も何を言ってるの!?　っていうか『スタイル的には和服も』って、あたしのドコ見て言った今!?」

「「「「「　お前も自分の将来決めてんじゃねぇかよ!!　」」」」」



　見事に連れん鎖さしました。



　お二人とも、どうやら結婚願望はお持ちのご様子。最近の遣やり取とりから薄うす々うすは気付いていたが……この発言から察するに、いつの間にかくっついていたか。

　それはともかく。事態を収めるためにも、少しフォローを入れた方が良さそうだ。

「いや、ほら。お相手がいるなら、ちょっとしたキッカケでそういう妄もう想そうするなんて、よくある話だろ？」

　と。こう言えば、同意されてもツッコミ入れられても、事態収しゆう拾しゆうの足がかりになる。……と、思ったのだが──



「「「「「　それはわかるけど！　────あっ　」」」」」

「「「「「　…………へ？　」」」」」



　二手に分かれた。

　片方は、同意してから『しまった！』といった表情に。もう片方は、前者の反応の意味がわからず、頭に疑問符を。

　ちなみに、同意組は男女比１：‥１。そしてそれぞれの視線が、固有のお相手に向かい、目を合わせ。

「「「「「　…………♪　」」」」」



「「「「「　もうヤダ、このクラス!!　」」」」」



　連鎖が、クラス中に引火した瞬しゆん間かんでした。──これは確かに、独り身にはキツイかもしれない。

「あー……、ほら！　そのうち良い人見つかるって！」

「そんな上から目線の慰めなんざいらねぇよ！」

「ケッ、いいよもう！　俺たちにはもう、この子たちしか……あれ？」

　その吐はき捨すてるように言った生徒は、ヤサグレながらも、一時の癒いやしを求め──見つめた先には、休きゆう憩けい中と思われるイブ班の子ネコ四匹が、仲良くじゃれ合っていた。

　ちなみに、雄おす：‥雌めす＝２：‥２。

「「「「　ニャ？　」」」」



「「「「「　ま、まさかお前らも!?　」」」」」



　……いや、さすがにそれは、ある種の被ひ害がい妄もう想そうだと思う。──と、そんな事を思いながら眺ながめているうちに、フと気が付く。

「あれ……？　なあ澪、イブは？」

「え……？　あ、あれ？　さっきまで居たんだけど……」

　キョロキョロと、辺りを見回す澪。イブが、居なくなった……？

　他の子ネコと違い、学園に慣れているイブが迷子になる事はありえない。お持ち帰りされた可能性も、まず無い。

　──待て。……もし、自分で抜け出したのだとしたら──？



「あ、細音お姉ちゃん、やっほ～！　こっちのカッコで来ちゃった♪」

「な！　う、ウチの制服どうしたの!?」

「うん！　白しら川かわさんに用意してもらった～」



　入口付近から、会話が聞こえてきた。同時に、先の独り身の野や郎ろうどもがザワつく。

「あ、お兄ちゃん！　えへへ、来ちゃった♪」

　……と、駆かけ寄よってくる大きいバージョンの聖き宵よい。服装は、聖ヶ丘学園の女子制服。さらにオマケで例のネコミミ＆ネコシッポ。

　聖宵のルックスはかなりのハイ・レベル。そんな子が、そんな恰かつ好こうで。笑え顔がおでこちらに駆け寄ってくる。……軽く頭痛がしてきた。

「……あれ？　どうしたのお兄ちゃん？　──ボク、もしかして何か変……？」

「いや、変どころか、もの凄すごく似合ってるぞ？　だけど……」

「あの～？　水みな上かみ先生？」

　あまり聞き覚えのないほどの、バカ丁てい寧ねいな猫ねこなで声ごえ。──やっぱり来たか……。

　振り返ると、先のシングル組の男子が中心となり、陣じん形けいの様に俺を半包囲していた。



「そちらの麗うるわしいお嬢じよう様さまは、どちら様でしょうか？　我々にご紹しよう介かいいただけると幸いに思いまする」



「……今、自分史上で最も丁寧な言こと葉ば遣づかいしただろ？」

　妙みようにニコヤカな表情の男性陣一同。その表情の意味するものは二つ。

　つまり、『是ぜ非ひ、紹介してください』と、『誤ご魔ま化かせると思うなよ、ゴルァ♪』。

『店の方はいいのか!?』と言って誤魔化そうかと思ったが……。周りを見ると、お客様方は、この一連の騒そう動どうを『見世物』として楽しんでいるようだった。

　ヴィスの指揮の下、ネコスタッフがしっかり働いてくれているのと、カレカノ持ち組が入退場をしっかり整理しているのが大きい。……逆に言えば、そうして彼かれらはお関かかわり合あいにならないようにしている。──助けは期待できない。

「あれ？　この子、修学旅行に来た聖宵ちゃんだっけ？　あの子に似てるねー」



「「　あ　」」



　そういえば、普ふ段だんの『聖宵』は、修学旅行で見られていた。ならば、同じ名前を使うのはマズイ。

「……こ、この子は『聖宵』の姉で、『聖ひじり』って言うんだ。──な？　きよ──じゃなくて、聖……？」

















「へ!?　う、うん！　ボクは聖……だよ？　よろしくね！」

「「「「「　よろしくお願いします！　」」」」」

　とても気合が入った挨拶が発せられました。

　改めて囲んでいる顔ぶれを見ると、男だけではなく女子も居る。なら、大丈夫かなとも思ったので、生徒達に場所を譲ゆずって聖宵と対面させる。



　そしてしばらく、生徒たちに囲まれて楽しそうに話している聖宵を見守っていると、フと頭に浮かんだ事が。

「……なぁ、黒木？　ちょっと試ためしてみたい事があるんだが？」

「む？　なんだ？」



「ここで聖宵の実じつ年ねん齢れい（１歳さい未満）を公表したら、あそこの野郎共全員にロリコンのレッテル押し付けられると思うんだけど、どうだろう？」



「……あのな？　身内に声を掛けられてイラつくのはわかるが……落ち着け。あまりに大人おとな気げ無いとは思わんのか？」

「自覚はしているが……まぁ、確かに大人気無いな。──なんとか耐えるわ」

「そうしろ。大人なら忍にん耐たい力りよくも必要──」

　と、黒木が言いかけたとき。入口から、露ろ骨こつなほどのチャラ男が入って来た。



「おおぉ！　やっべ、レベルたっけぇなオイ！　ねぇそこのキミ、ちょっと俺と遊びに行こうぜ～！」

「へ？　あ、あたし!?」

「うんうん！　お、そっちのキミでもＯＫ？　どう？　楽しませちゃうよ～？」

「……私……？　……ん、でも今、お仕事中だから……」

「えー？　そんなのサボって行こうぜぇ～？　多めに金置いてきゃいいだろ？」



「Ｈｅｙ！　交番勤務の黒木巡じゆん査さ！　最近の捕とり物もの話、語ってはくれないかい!?」

「ああそうだな！　最近は、『あまりにウザイから何とかしてくれ』と通報があったチャラいナンパ野郎、キッチリ病院に送り込んだくらいだな！」

「 !? 」

　完全に、聞かせるようにワザとらしい会話を繰くり広ひろげる俺と黒木。

　それを聞いて、ビクリと反応するチャラ男。

「オイオイ、警官が病院送りにしちゃっていいのか～い!?」

「ＨＡ・ＨＡ・ＨＡ！　直接は手を下してないさ！　ちょっと知り合いのハードゲイなマッチョを召しよう喚かんして、お持ち帰りしてもらっただけさ！」

「おぅい!?　病院て精神方面かいッ！　しかも警官と関係ない処理方法やないか!!」

「お～う？　これは一本取られた！　ＨＡ・ＨＡ・ＨＡ・ＨＡ・ＨＡ!!」

　三流のアメリカコメディみたいなノリでの小こ芝しば居い。……正直、やってる自分自身ドン引きしていたりもするが。



「な、なんだテメェら、下手な小芝居しやがって！　邪魔すんのかコラ!?」

　うん。本当に下手な小芝居でした。……だけど、あんな三文芝居に律りち儀ぎにビビってくれているチャラ男。

「とにかく……ウチの生徒へのしつこいナンパはご遠慮ください。……つーか、本当に止やめておけ。アイツが召喚するソレを、俺は人間と認めていない」

「は、はぁ……!?」

　たぶん、ヤツが呼ぶのは……例の『ロドリゲス』。まぁ、連れん絡らく入れてから到とう着ちやくまで、それなりの時間はかかるだろうが……。

「──すまんが、一つ謝る事がある」

「　は？　」

　言うと、黒木は携けい帯たいの『送信済み』のメール画面を開いてみせ、



「……もう、呼んでしまった」



　……すでに、悪あく魔ま召喚の儀ぎ式しきは完かん了りようしていた。

「ちょ!?　お、おいチャラ男！　悪い事は言わない、早く逃にげろ!!」

「は？　な、何言ってんだか──」



「はぁ～い黒木くぅ～ん？　お・待・た・せ・♪」



「ヒィィィィィィィイイッ!?」

「到着早ッ!?」

　全身一体型の『つなぎ』を着たマッチョが、呼び出しから数分でやってきた。

　男としての本能が危機を訴うつたえているのか、チャラ男が顔面蒼そう白はくで後ずさる。

「ふぅ～ん？　それで黒木くん？　あそこのカレが、今回のお相手か～い？」

「あ、ああ。そうだ」

「ヒッ!?　よ、寄るな！　来るなぁぁああ!!」

　後ずさり、壁かべに追い込まれ。それでも腕うでを前に突き出だし、防ぼう御ぎよの姿勢をとるチャラ男。

「ん～、ちょっとイキが良いね～。ど～れどれ？」

　言いながらロドリゲスはズカズカと近づくと、一本指を突き出し。

「ふんっ！」

「ぴぎぃっ!?」

　……その指でチャラ男の首筋を突つくと……奇き妙みような声を出した後、痙けい攣れんでも起こしたようにピクピクと動く以外、身動きが取れなくなった様子。──経けい絡らく秘ひ孔こう……？

「うん、大人しくなった～♪　では、いただきます。じゃあ、また～」

　動けなくなったチャラ男を担かつぎ上あげ、意い気き揚よう々ようと去っていくロドリゲス。

「「「「「　……………………　」」」」」

　それを、目もく撃げきした全員が、言葉も無く見送った。



「「　────ごほん　」」

　去った後、俺と黒木は気まずげに顔を見合わせてから、揃って咳せき払ばらい。そして──

「──それはそうと。大人には忍耐力が必要だ」

「まったくだな！」



「「「「「　どの口でそれを言う!!　」」」」」



　お客も含めた総ツッコミ。……なんかいつものクラスと同じ感じで、段々、今は喫きつ茶さ店てんやってるという事を忘れそうになる。

「もぉ……。司兄、悟兄！　まさかあたし達が、あんなチャラ男に付いて行くなんて思ってないよね!?」

　細音が『お説教』といった感じで、俺たちを問とい詰つめてくる。

「い、いや、そうは思ってないけど……なぁ？」

「う、うむ。気分的に放置は出来なかったと言うか──」

「ん、でもね？　ここは学園なんだから、無む理り矢や理り連れてかれる事は、なかったよ？」

「それに！　あんなの呼んだら、ネコちゃんたちが怯おびえるでしょ!?」

　言われて見回すと……部屋の隅すみまで逃げてしまった子が、数すう匹ひき。

「「　う……　」」

　ごもっともな上に実害まで出てしまっては、反論は出来そうにない。

「……ん、でも、ね？」

「……う、うん。まぁ、その、ちょっとは嬉しかった……かな？　だから──」

　言葉を詰まらせている俺と黒木の前で、二人は目配せすると。



「「　──ありがとう、二人とも♪　」」



　揃って、笑顔で言う澪と細音。──一方で、俺と黒木はというと。

「「　…………どういたしまして　」」

　照れくささから、顔を逸らしてそう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。



　さらにもう一方。聖宵の方も大おお詰づめらしい。

「じゃ、じゃあ聖ちゃん？　これからも俺と、仲良くしてくれるかな……？」

「ん？　うん、いいよ～♪」

「……へ？　──おっしゃあああああっ!!」

　まさかＯＫが出るとは思っていなかったらしい。一いつ瞬しゆんの間を置いてから、歓かん喜きの雄お叫たけびを上げる男子生徒。

「じゃ、じゃあこれから──」

　と、デートの約束でも取り付けようとしているらしい。だが……相手は聖宵。



「うん！　これからずっと、みんなお友達だね♪」



「「「「「　──う、うわああああああああああああああんっ!!　」」」」」

　……先せん陣じん切った一人のみならず、全員がバッサリ切り捨てられた。

　──なみの根こん性じようじゃ立ち直れないな、あれは……。





　と。そんなトラブルはありながらも、賑にぎやかに文化祭の一日は過ぎていった。





「ごめんね、澪にまで手伝わせちゃって」

「ん、いいよ細音。あの子たちとは仲良しになれたし、ちゃんと飼い主さんに返したかったから。──それに、楽しかったよ♪」

　文化祭終しゆう了りよう後、協力してもらっていた子ネコ達を飼い主に返し、その後ついでに簡単な掃そう除じをしていたら、遅おそくなってしまった。

　我が家のヴィス、イブ、リッドと久遠は黒木に送ってもらって、最後まで残っていた細音と澪、そして監かん督とくとしてついていた俺で、一いつ緒しよに帰るところ。

　今はすっかり日も暮れて、ほとんどの生徒は下校済み。教職員の方も、宿直や特別な仕事を抱かかえている人以外は帰宅していたようだった。

「どうせだったら、もっと手分けして返しにいけばよかったんじゃ？」

「んー、それはそうなんだけど……。ほら、そういうのは発案者の責任かなって思ったのと……あとはやっぱり、楽しかったからね。──アッサリ終わっちゃうと、なんかもったいないかなーって……ね？」

　お祭りが楽しければ楽しいほど、祭りの後の物悲しさも強くなる。だけど……。

「──また来年やるか。今回のあの子たち、多分来年も来てくれるだろ」

「うん、そうだね♪　──澪も、また手伝ってくれる？」

「ん♪　来年のクラスがどんな事やるかわからないけど……、絶対、たとえ少しでも手伝うよ。だから、必ず誘さそってね？」

「ＯＫ！　なんなら、今から計画練っちゃおうか♪」

「それはさすがに、気が早過ぎると思うぞ……？」



　──だけど。その物悲しさがあるから『また今度もやろう』と、素す直なおに言えるんじゃないか。……そう思えるこの空気、俺は決して嫌きらいではない。



「──あ」

　通用門に差さし掛かかったとき、澪が急に声をあげて立ち止まった。

「ん？　どうした澪？」

「えっと……ちょっと、自分の教室の方に忘れ物。──ごめん、先にゆっくり帰ってて？　急いで追いつくから……！」

「あ、澪──」

　細音が声をかける前に、来た道を駆けていく澪。

「……どうする、悟兄？」

「昇しよう降こう口ぐちで待っていようか。どうせ急ぐ用事はないし」

「そだね。……あ。なら、ちょっと訊きたい事があるんだ──」



　　　　　◆　　　　　　◆



「あ──」

　急ぎ足で階段を下りてきた澪は、一階の廊下で白川に会った。

「あら澪さん。お一人ですか？」

「ん。ちょっと教室に、忘れ物取りにいってた。白川さんは……？」

「ええ、少し理事長室へ。……あら？　澪さん、少し顔色が──」

「…………私、少し急ぐから──あ、れ……？」

「澪さん!?」

　足を速めてその場を去ろうとした澪が──足をもつれさせ、ヨロける。それを慌てて支える白川。

「…………ん、ありがと。──大丈夫、だよ？」

「大丈夫って──熱があるじゃないですか！　いつからですか!?」

「……だから、大丈──」



「『大丈夫』、ではないのですね、澪……？」



「あ……」「ガブリエル様……」

　澪の言葉を遮さえぎったのは、いつの間にかすぐ近くに現れた、ガブリエル。──その眼めは射い抜ぬく様に鋭するどく……同時に、悲しそうにも見える。

「あなたはいつから──どこまで、気が付いているのですか……？」

「……イブたちの変身に、何か私も関係してるのは……最初から何となく。……この前、変身してもいいって言われたとき、何か隠かくし事ごとしてたのはわかったから。多分、この事だろうな、って……。──隠す事なら、きっと大変な事、なんだろうな、って」

　ガブリエルの追つい及きゆうに、諦あきらめたように話し出す澪。その顔に、先の見えない未来への恐きよう怖ふは無く……ただ、悲しそうな笑みが浮かぶのみ。その表情に、白川が息を呑のむ。

「──こちらで、もう少し対策を探してからお話しするつもりでした。貴女あなたたちに、負担を掛けたくなかったのですが……気付いていたなら、そして、すでに覚悟を決めていらっしゃるなら……お話しします」



　　　　　◆　　　　　　◆



「──ねぇ悟兄？　いつか訊いてみたいなって思ってたんだけど……」

　昇降口で澪を待っていると、細音が少し躊躇ためらいがちに話し出す。

「えっと……。澪たちが生まれ変わる前って、当然、澪は居なかったって事だよね？」

「まぁ、そうだな。あー……だけどお前は居たぞ？　ウチの生徒も一通り。澪が加わって人間関係が変わっただけで、天使の方々以外のメンバーは変わってないと思う」

　細音に訊かれ、『澪が居なかった世界』の事を思い返す。

　その中で細音は、この世界と同じく、クラスの中心で騒さわいでいた。……とはいえ、俺との直接的な接点となる澪が居なかったからか、ここまで親しくはなかったが。

「……うん。あたしが訊きたいのは、その『人間関係』。──もう隠しても無む駄だだろうから直球で訊くけど……あたしは、司兄と会えてたの？」

「……いや。俺と黒木の付き合いはあったが、俺と細音に、学園以外の接点が無かったからな。少なくとも……５月の時点で接点は無かった」

　そして多分、俺を介かいして二人が知り合う事は、多分無かったと思う。黒木は今と変わらず交番勤務だったため、何かの縁えんで会うことはあったかもしれないが。

「んー、そっか……」

「残念か？」

　何かを考えるような声と共に、こちらに背を向けた細音に問う。

「ん？　いや、そこまでは。……ま、向こうでも仲が良かったって事なら、ちょっとしたネタにはなるかな、とは思ってたかな？　そういう意味では残念かも」

　振ふり向いた細音の顔に、強がりの色は見えない。その理由は、多分──

「向こうのあたしにも興味はあるけど……今のあたしも凄く楽しいからね♪　だから……悟兄たちには感謝してるよ」

　別の『もしも』が気にならないくらい、今を楽しんでいる。そして、俺たちへの感謝の最たるものは、今さら言うまでもない。

「礼なんかいらないぞ？　──俺たちは、自分たちのために動いたんだしな。それに……、多分お前と同じ理由の礼を、黒木からされているし」

「つ、司兄から!?」

　驚きの表情を浮かべながら、急激に頬ほおを紅くする細音。

　──やっぱり、そういう理由だよな？

　俺たちが歴史を変えなければ、細音と黒木は出会っていなかった。会えていたとしても、今の関係になれた可能性は低い。……その事に対して、感謝してくれている。

「もちろん、アイツから直接聞いたわけじゃないけど。財ざい天てん寺じさん通して聞いた」

「あー……。あ、あはは、やっぱりそうだよねぇ」

「ほら、久遠の一件のとき、財天寺さんがヤツに訊いたらしいんだ。『なんでそんなに世話をやくんだ』みたいな事を。そしたらアイツ、『借りがあるから』って答えたらしい」

「へ、へー……？」

　動どう揺ようを押し殺ころそうとしているらしいが、頬の紅さは隠せていない細音。

「それで後日『借りとは？』って訊いたらしい。そうしたら、『ヤツが居なければ会えなかった者がいる。……それは十分、礼に値あたいする』だと。──良かったな？」

「…………」

　こちらから顔を背そむけ、黙だまり込む細音。──でも、耳が紅いのはバレバレだけどね。

「──ま、俺もアイツには借りが結構あるし。丁度いいといえば丁度いいんだが」

「チャラってこと？」

「……いや。チャラにすれば消えるほど、軽い借りだとは思ってない。……多分、お互たがい。これから──罵ば倒とうと打だ撃げきに少しずつ交ぜて、恩を返しあっていくんだろーよ」

「……そっか♪　──あ。じゃあ……もう一つ訊いていい？　澪が居ると、少し訊きにくい事なんだけど」

「 ？　なんだ？」

「うん。前の世界で澪がいなかったなら……悟兄、彼かの女じよとかいなかったの？」

「……その事か。──確かに、澪が居ると訊きにくいな」

　転生の事を思い出したばかりの頃は、おぼろげだった前の世界の記き憶おく。だけど今は、そのほとんどを取り戻もどしている。……だから一応、答えられはするのだが。

「──明確に『彼女』と言える存在は、居なかったな」

「ふ～ん？　じゃあ、それ未満の人は居たんだ♪　あたしも知ってる人？」

「多分、知らないと思うが……。俺が通ってる道場の、師し範はんの娘むすめさん」

　この前、澪との話に出た『竜たつ美み』。前の世界だと俺は剣けん道どうをやってはいないが、なぜか気が合い、仲が良かった。

「付き合い長かったし、微妙に意識してたし……。あの後に何かあったとしたら、アイツくらいかな……」

「へ～♪　で、こっちだとその人は？」

「大学で知り合った人と、早々にご成せい婚こん。今は新婚さん」

「ふ～ん。……残念？」

「んー……。──うん、さっきのお前と同じ答えにしておく」

「なるほど♪」

　正直に言えば……残念ではないが、複雑な心境はある。──あのまま澪と出会わずに生きていたら、どうなっていたのか。そんな、興味に近い感情。

　だけど、それを苦も無く振り切れるくらい、今の生活を大切に思う。

　──だって結局、あっちの世界でも澪に惹ひかれたわけだし……なあ？

「そ、それにしても、澪遅おそいな？」

「んー、確かに。お手洗いでも行ってるのかな？」

　一応、話を逸らすための話題ではあったのだが……確かに遅い。ハッキリ『待ってる』と言ったわけではなかったため、もしかしたらすれ違ちがいになって、もう帰っているかも……？　と、考え始めたところで、角から澪が顔を出す。

「……ん、ごめん。お待たせ」

「あ、澪！　時間かかったみたいだけど、どしたの？」

「…………ん、ちょっと白川さんとお話ししてた。待ってくれてるの、知らなかったから。ごめん、ね？」

　と、細音に謝あやまる澪だが……なんだか、必要以上に元気が無い気が？

「なあ澪？　もしかして、どこか具合悪かったりするか……？」

「え？　──言われてみれば、顔色も少し……。澪、大丈夫？」

「え……？　ん、大丈──、……ん、ごめん。ちょっとだけ気分悪い。ね、悟……？」

　珍めずらしくアッサリ体調不良を認めた澪が、少しモジモジしながら、声をかけてくる。

「どうした？」

「……えっと。──ちょっと、気分悪いから……おんぶ、ダメ……？」

「「 ────は？ 」」

　思わず、細音と顔を見合わせる。

　自分が弱っている所をなかなか見せない澪が、さらにそれを利用して甘あまえてくるのは……。小さい頃はともかく、ここ数年は記憶に無い。

「……ん。ダメ……？」

「いや、ダメじゃないが……、どうしたんだ？」

「…………ん。ちょっと、具合が悪いだけ。……ダメ？　今日だけでいいから……」

　まるで『怒られる』と思っているときの聖宵のように、怯えた目で俺を見上げてくる。

　──何かおかしい。だけど……。

「いいよ、澪。おいで？」

　言って、澪の近くで背中を向けてしゃがむ。

　さっきの間に、間ま違ちがいなく何かがあったとは思う。だけどそれを、今は教えてくれないだろう。──ならば今は、敢あえて訊きかない。

　何かを恐おそれているらしい、澪。……ならば今は、それを少しでも和らげたい。

「……ん。──ありがと」

　乗るというよりは、背中に縋すがりつくように。または……後ろから抱だきつくように。そっと背中に体を預けてくる澪。それを背負って、立ち上がる。

「別に、今日だけとか言わなくていいよ。──してほしいなら、いつでもする。な？」

「……ありがと。────ありがとう、悟……」

　言葉と一緒に、俺の首へ回された澪の腕に、わずかに力がこもった。

「んーっと。そういう事なら、お邪じや魔ま虫むしは退散するね？」

「あー……悪い、細音」

『気にしなくていい』。そう言おうかとも思ったが、今の澪の様子を見ると、その言葉に甘えた方が良さそうだった。

「…………ん。ごめん、細音……」

「いいって♪　早く良くなってね、澪？　じゃね、澪、悟兄！」

　いつも通りのテンションでそう言った細音は、数歩後ろに下がり、俺たちに先に行くよう促うながす。──なんとなく、何を考えているかがわかった。

「サンキュ、細音。……よろしく頼む」

「うん！　じゃあね～」

　手を振る細音に見送られて、俺と澪は帰路に就いた。





　細音と別れてから、しばらく無言で進んでいた俺たち。

　──さて。まずは心当たりがある方から片づけるべきだよな。

「なあ、澪？　お前さっき、どこから聞いてた？」

「…………」

　やっぱり、聞いていたらしい澪。

　思い返してみれば。待っている事を知らなかったと言っていたのに、顔を出したときの第一声は、驚いた様子も無く『ごめん、お待たせ』だった。

「──隠れて、少し聞いていたって事だな？　で、どこから？」

「……ん、『前の世界で澪がいなかったなら……悟兄、彼女とかいなかったの？』、からはハッキリと……」

「うっわ、前振り省略で肝かん心じんなトコからかー……。でもな澪？　聞いていたなら分かるだろうが、前の世界に未練は全く無いぞ？」

「……え？」

　聞いていたはずの澪が、なぜか驚いた声を上げる。

　──待て。俺はあのとき、何て返した……？

「ああ、そうか。細音の方の話を聞いてないなら、『細音と同じ答え』の意味がわからないのか」

「…………ん。それもだけど、細音に『残念？』って訊かれて、少し考えてから『うん』って答えなかった……？」

「へ？　────あ、ああー……。あれは合いの手と言うか……『よし！』って感じの掛け声って言うか……。俺、たまにやってないか？」

「……言われてみれば。じゃあ……細音と同じ答えって？」

「『向こうの世界に興味はあるけど、こちらが楽しいから気にならない』。そんな感じの答え。っていうか、今の細音が『昔に戻りたい～！』とか言うと思うのか？」

「……たしかに。──ん、ごめんなさい。……ありがと」

　背中の上の澪が、安あん堵どの息を吐はいたのがわかった。

　──とりあえず、火種は先に消せたか。……とはいえ。

「………………」

　澪はまだ、何かを考えているみたいだった。

　今の件も、確かに心の重荷ではあったのだろう。誤解が解けて、少しは楽になったのも事実のはず。だけど……あまり改善されたように見えない。

　──悩みの根本は別、って事か……？　やっぱり、あとで細音に訊いてみるか。

「……ね、悟？　……大きくなった聖宵、キレイだよね？」

「は？　──まあ、確かに。変身手伝ったのは俺だけど、正直言って予想以上だった」

　迷うまでもない質問だが、なぜ今これを訊いてくるのか、全くわからない。

「……ん。じゃあ……好き？」

「……可愛かわいいし、何より聖宵だし、間違いなく好意はある。──ある意味では、間違いなく愛情も。……だけど俺は、二人を追いかけられるほど器用じゃない。……なあ？　──何を訊きたいんだ？」

　言葉に、隠しきれない苛立ちが含まれてしまった事は、もちろん気が付いている。

　俺の気持ちを、澪は知っている。聖宵の気持ちも、聖宵への俺の気持ちも知っている。

　──その上で、なぜそんな事を訊く？

　心に浮うかんだのは……苛立ちと、不安。

　自分の気持ちを疑われたかもしれないという、苛立ち。それと……まるで、聖宵に俺を任せようとしているような、そんな不安。

「…………ん。ごめん……。ごめん、なさい」

　言って、また俺に強くしがみつく澪。

　──これは……訊いても答えない、か。やっぱり細音に頼るか……。



　　　　　◆　　　　　　◆



「白川さん！」

「──あら、細音さん。……まだ、残ってらしたのですか？」

「んー、帰ろうと思ってたんですが、少し用事が出来ちゃいました。──直球で訊きますが、澪と何を話しました？」

「…………その事でしたか。確かに、お話はしました。ガブリエル様も一緒ですが。なんで細音さんがいらしたかも大体わかりますが……すみません。私が語れる事ではありません」

「──それだけ、マズイ状況という事ですか？」

「……それも私からは。ただ言えるのは……、我々も全力を尽つくしています、とだけ。……これ以上は、私が語るべきではないと思います」



　　　　　◆　　　　　　◆



『──っていう話だった。予想してたけど……思ったよりマズイかも』

「やっぱり教えてくれなかったか……」



　現在、午後10時。別わかれ際ぎわの様子から、細音は白川さんの所に行ったと思い、電話して話の内容を聞いた。

『それで、澪は今どうしてる？』

「いろんな意味で調子悪そうだったから、寝ねかせた。……本当に寝てるかどうかはわからないけど、とりあえずは部屋に」

　帰宅後、極力いつも通りに振る舞おうとしていた澪だが……俺とヴィスにはバレバレ。イブ、リッド、久遠も、薄々気が付いているようだった。

『悟兄は……どういう事だと思う？』

「多分、マズイ状態っていうのは間違いないと思う。──ただ、まだ救いはある、っていう状況じゃないかな？」

『救い？』

「だって、本当にどうしようもない状況なら、ガブリエル様たちは俺にも言うはず。……なんで澪にだけ言ったのかはわからないが、まだ最悪じゃないとは思う」

　あくまで多分だが……『このままではマズイ』、そういう状況じゃないだろうか？

『そういえば白川さん、“〝全力を尽くしてる”〟って言ってたっけ……。ねえ悟兄？　この先にあるかもしれない“〝最悪”〟って、何だろうね……』

「それは──」

　普ふ通つうに考えれば、澪の死。──あれ？　でもそれだと……。

『とにかく、澪をよろしくね、悟兄。何か手伝えることが有ったら、何でも手伝うよ。……あたしも、澪と悟兄には感謝してるんだから』

「感謝……？　キーヤの事か？　それとも……黒木と同じ意味でか？」

『──どっちもだよ。じ、じゃあねッ！』

プツッ

　慌てた細音の声を最後に、通話が切れた。

「にいさま？」

「──真ま白しろ。……澪は？」

「お部屋で、おやすみになっています。……本当に眠っているかは分かりませんが」

　そう言う真白だが、おそらく俺と同様、寝ていないと思っているのだろう。表情に浮かぶ暗い影が、内心を雄弁に語っている。

「細音が、白川さんと話をしてきてくれたらしい。予想通り、『私には言えない』って内容だったらしいが」

「そう、ですか……」

　どうやら、それだけで状況を察したらしい。沈む、よりは考え込む表情になった事から、まだ最悪の状況ではない、という事も理解してくれているらしい。

「──なぁ真白？　少し訊きたいんだが……『最悪の状況』って、なんだろう？」

「……はい？　──考えたくはないですが『ねえさまの死』、ですよね……わたしたちにとっては」

　そう答えた真白。だけど何かが腑ふに落おちないらしく、再び考え込む。

　──そうなんだよな……。何か、ピンとこない。

　仮に澪が『このままでは死にます』といった内容の話を聞いた場合、多分、俺たちに話してくれる。そして……皆みなで考える。何か出来る事はないか、と。

　少なくとも、まだ時間があるのに諦めたりは、絶対にしないはず。

　──ならば、澪にとっての『最悪』は違う……？

「やっぱり、実際に聞かないとわからないか……。──真白。明日、みんなでガブリエル様の所に行くぞ。多分、澪の状況話した上で全員で頼めば……」

　状況的には、まだ大だい丈じよう夫ぶなのかもしれない。だけど、澪の精神的には、あまり猶ゆう予よがあるとは思えない。この状況なら当事者全員で頼めば、おそらく話してくれるだろう。

「……そうですね、わかりました。では、にいさま？　二階にイブちゃんたちも居ますので、伝えていただけますか？」

「ああ、わかった。ちょっと早いけど、今日はそのまま寝るよ。──真白は？」

「わたし、お風ふ呂ろがまだですので。入ってから寝ます」

「あ、そっか。……じゃぁ、火の始末頼むな」

「はい。おやすみなさい、にいさま」

　そう言って穏やかに微笑ほほえむ真白に見送られ、自室のある二階に向かった。





「あれ？」

　二階に上がった俺の目に入ったのは、部屋の前に立つ、澪の姿。

「──何してるんだ？　身体、大丈夫なのか？」

「……ん、大丈夫。いろいろ、落ち着いたから。──ね、悟？」

　確かに……帰宅途と中ちゆうのような情緒不安定な様子は見られない。その代わり、まるで何か覚かく悟ごを決めたような、真まっ直すぐな眼差し。……それが、なぜか俺の不安を掻き立てた。

　──何を考えた？　どんな覚悟を決めた……？

「……あのね？　……今日、一緒に寝てくれない、かな？」

　真っ直ぐな瞳ひとみはそのままに、頬が紅あかく染まる。──これは……？

「──『なんで』って、訊いていいか？」

「…………不安、だから。悟と一緒なら、落ち着くから。だめ……？」

　眼差しが揺らぎ、瞳がわずかに潤うるむ。



　……いつものように寝て、おしまい。……今回はそれだけでは済まないのはわかる。そしてそれを、今の俺は望まない。──だから断るのもアリ……なんだけど。



「──わかった。いいよ、澪」

「……！　ありがと、悟」

　やっぱり……あんな迷子のような眼を、放っておけるはずもなく。

「じゃあ、支度してきな。その間に俺も着き替がえるから」

「……ん」

　頷うなずき、一度自分の部屋に戻る澪。とはいえ一度はベッドに入っていたのだから、支度にそう時間はかからないだろう。──あんまり、のんびり着替えている時間はない、か。

　部屋に入り、やや急いでパジャマに着替える。どうやって待っていようかと少し悩なやんだが、澪が来る前に暖めておく意味も兼ねて、ベッドに入って待つ事にする。



コンコン



「……澪か？　いいぞ」

　控ひかえめなノックの音に返事をすると、やや躊躇いがちにドアが開かれる。

「ん……、来たよ、悟。──入って、いい？」

「ああ。──おいで？」

「……ん」

　小さく頷くと、俺が端はしに寄って空いたスペースに持ってきた枕まくらを置き、布団の中に滑り込んでくる。

「んじゃ、電気消すぞ？　──おやすみ、澪」

「…………ん。おやすみ、悟……」

　澪の声を聞いてから、俺は静かに目ま蓋ぶたを閉じた。



　そして……しばらくはそのまま、会話も無く時間が流れたのだが──

「──悟……起きてる？」

　問いかけと共に、はっきりと抱きついてくる。

　──覚悟はしていたが……やっぱり理性削られるな、これ……。

「……なあ澪？　一応、俺も男なわけで。──この状じよう況きようで耐たえられるヤツ、そう居ないと思うんだが？」



　……どれだけの勇気と覚悟で、こんな行動を取っているのだろうか。

　それを思うと、悪い気はする。だけど敢えて冷静さを取とり繕つくろい、冗談めかして言う。



「ん……。ね、悟……？　私は、悟が好き。……何をしてもいいと、思う。……何をされても、いい。だから──我が慢まんしなくていいよ……？」



　……これ以上無いほどの直球。何も無いときに聞いていたら……多分、流された。

　だけど今は──むしろ落ち着きを取り戻す。劣情の代わりに胸に湧くのは、『使命感』。

　だから、ゆっくり。今まで考えてきた事、今考えている事を、話す事にする。

「……なあ、澪？　さっきは『不安』って言ってたが……本当にそうか？　──何かを怖がっているのは分かるが……むしろ焦あせっているみたいに見えるんだが？」

「…………」

　無言で、俺の胸に頭を押おし付つけ、表情を隠す澪。答える気配は、無い。

「理由は教えてくれない、か。……じゃあ、訊かない。だから、質問に答えてほしい」

「え……？」

『訊かない』という言葉が意外だったのか、澪が顔を向ける。その眼を真っ直ぐ見据え、話し出す。



「仮に、俺が我慢しなかった場合。──後で、澪が悩んでいる事の正体を知ったとき、俺は後悔しないで済むか？」



「っ……！」

　澪が息を呑む。動揺が手に取るように分かるが……構わず続ける。

「──言いにくいなら、それも答えなくていい。ならば……その結果になったときの俺を、お前は見たいと思うか？　……イブたちにも、見せて大丈夫か？」

「それ、は……」

　言葉を詰まらせ、再び俯うつむく。……そうでなくとも、明りの消えた暗い部屋。はっきりと表情を見る事はできない。だけどその震ふるえる声で、どんな顔をしているかは、わかる。

「……なあ、澪？　多分近いうちに、澪が抱えているモノを、俺も知る事になると思う。澪の身に起きている事なら、絶対に俺も無関係じゃない。それを、あの人達たちがいつまでも黙っているとは思えない。……それでも、教えてくれないか？」

「……ごめん、なさい」

　──この状況でも言わない、か。本当に何なんだ……？

　気になりはするが、今は諦めるしかない。どうせ明日、知る事が出来るはずだから。

「俺が全部知ったら、話し合おう？　その上で……澪がまだ求めるならば、応こたえる。関係を先に進めるときは、真っ直ぐ向き合って、一緒に進みたいと思うからさ。……な？」

「…………ありがとう、悟……」

　俺の胸にしがみ付き、すすり泣く。そんな澪を抱きしめ、頭を撫でる。

「……ん。でも悟……さっき『この状況だと耐えられない』って……」

「正確には『耐えられるヤツ、そう居ないと思う』、な。……耐えるさ。お前がそんな顔をしているうちは」

「悟……。ごめんなさい……、ありがとう──」



　その後少しの間、泣いていた澪。それでもやがて落ち着き、しばらくすると、安らかな寝ね息いきをたて始めた。



　　　　　◆　　　　　　◆



「──ん……？　朝、か……」

　意識が戻ってくると、なぜか妙に寒い気がする。寝ボケ頭でその理由を考え──

「──澪？　……あれ？」

　澪が居ない。

　一緒に寝たときは、大たい抵ていは俺より起きるのが遅い。

　とはいえ、今日は休みだが、平日なら起きてもおかしくない時間。だから、居なくてもおかしくはないのだが……。

　──なんだ？　少し嫌いやな予感がする……。

　手早く部屋着に着替えた俺は、洗顔も後回しにして、澪を捜さがすために一階に向かう。

　と、その途中で。



『……ん。無理、言ってるのはわかる。でも……お願い、お母さん……！』



　澪の声。どうやらリビングで叔お母ばさんに電話しているようだが、何かおかしい。

　俺は、足音を立てないように近づき、部屋の外で様子を見る事にする。



『……ううん、そういうのじゃないよ。みんな、良くしてくれてる。──楽しいよ。それでも……え？　…………ごめんなさい、理由は言えない。でも──』



　何かを無理に頼たのんでいる？　しかも、基本的に親バカの叔母さんたちが難色を示すくらいの、何かを。それでも、理由を言わない……？



『……お願い、します。──学園、辞めさせてください……！』



　それを聞いた瞬しゆん間かん、リビングに足を踏ふみ入いれた。

「 ！　悟!?」

　驚おどろく澪を無視して、その手から受話器を奪い取る。

「すみません叔母さん。澪の話を聞いてから、あとで報告します。──それでは」

『──え!?　ちょ、悟くん!?　何がなんだか──』

プツッ

　慌あわてた様子の叔母さんの声に、心の中で謝りながらも即座に通話を切る。

「……さて、と。──どういう事だ澪？」

「………………」

　俯き、手を強く握にぎりしめながらも、なおも話そうとしない澪。

　何が目的かは、想像がつく。おそらく──無理にでも関係を進めるために、自分が退学することで、障害となる状況、教師と教え子という関係を壊そうとした。

「なあ……、わかってくれたんじゃなかったのか……？」

「悟が言ってくれたことは、わかる。……嬉うれしかったよ。でも、それでも私は……！」

「なら！　こんな事する前に理由を言えよ!!　お前が本当に望むなら、この仕事も決まり事も、全部無視したって構わない!!　話せよ！　そんなに俺は頼たよりにならないのか!?」

　多分、澪相手には初めてだろう。こんなに怒ど鳴なるのは。

　澪も、きっと何かに追い込まれている。だから澪だけを怒おこるのは、きっと間違い。

　それはわかっても……止まらなかった。怒いかりも──涙なみだも。

「そんな事ない！　……そうじゃない……。でも、私は──ッ!!」

「澪ッ!?」

　駆け出す澪へ、とっさに反応が出来なかった。俺の脇わきを抜ぬけ、部屋を飛び出る。

「待て澪!!」

　振り向き追おうとするが、もう階段に差し掛かかっている。ここで無理に引き止めるのは危ない。──躊躇ためらっている間に、澪は階段を上りきり、続いてドアが勢いよく閉まる音が聞こえた。──自分の部屋、か？

　どうやら籠ろう城じようを決め込むらしい。──外に逃げられるよりタチが悪い。

「に～」「……にゃぁ」「みあ……」「くぅん……」

　どうするかと考えていると、鳴き声が聞こえる。見ると、洗面所の入口から顔を出しているのは、ヴィス、イブ、リッド、久遠。──全員揃そろっていた。

「お前ら……聞いてたのか？」

「……はい。すみません、にいさま。ですが……一体何が？」

　真白の姿になり訊いてくる。どうやら、最初からいたわけではないらしい。

「澪、叔母さんに電話してたみたいでな。『学園辞めたい』って」

「うにゃッ!?」「み!?」「…………」

「……なるほど、そう来ましたか……」

　驚くイブ、リッド。無言でこちらを見ている久遠。そして真白は……あまり、驚いているように見えない。

「あまり、驚かないんだな？」

「──もしかしたら、何かあるかもとは思っていましたから。だって、ねえさまの隠し事、多分今日中にはわたし達も知ってしまうのですから」

「……なるほど。って事は……早く理由を知った方がいいな」

　状況が良くなるかはわからないが、少なくとも、澪だけに背負わせている状態は終わらせられる。

「おにいさん？　わたし、おねえさんの様子見てるから、行って来て？」

「じゃあ僕ぼくも残るよ。真白ねえさん、聖宵ねえさん。にいさんと一緒に聞いて来て」

「うん！　でも……お姉ちゃん、大丈夫かな……」

　人の姿になって言う、久遠と綾あや人と、それに聖宵。

「それは、多分大丈夫です」

　心配そうに言う聖宵に、確信をもって答える真白。──不慮の事態のはずなのに、なんだこの自信？

「実は昨夜、細音ねえさまに頼んで、キーヤに来てもらっているんです。──いらっしゃいますか、キーヤ？」

『わうっ』

　どこからか聞こえてきた、キーヤの声。続いて、虚こ空くうから飛び降りるように現れたキーヤは、真白の隣となりに着地する。

「ご苦労様です、キーヤ。もうしばらく、ねえさまをお願いできますか？」

「わんっ！」

　ハッキリとした返事をするキーヤ。その頭を真白が撫でると、気持ち良さそうに目を細める。

「ありがとう、キーヤ。じゃあ澪を頼む」

　キーヤなら、安心して任せられる。サポートとして綾人と久遠がいるなら、大抵の事には対処できるだろう。

　頷いてから再び姿を消すキーヤを見ながら、ガブリエル様たちへ連絡を入れるため、電話を手に取った。



　　　　　◆　　　　　　◆



「そうですか……。澪だけに言ったのは失敗でした。申し訳ございません……」

　言って、頭を下げるガブリエル様。その隣で、白川さんも深々と頭を下げている。

「──いえ、手を尽くしてくださっているのはわかりますから、責めるつもりはありません。ですが……何が起こっているのですか？」

　かなりマズイ状況というのは分かる。だけど……澪の行動が不可解過ぎる。どんな事態ならば、澪があんなに追い込まれるのだろう？



「……まだ対策を考える余地があるため、これはあくまで、現状のまま放置すれば、の話なのですが──澪さんの命は、あと２年が目処です」



「にゃ!?」「……予想はしていましたが──」

　聖宵も真白も、ショックを隠せないようだ。それは俺も同じなのだが、極力冷静を保つように心がけ、話す。

「それは……何な故ぜですか？」

「澪の中にある天使の力が、異常に増大しています。それに、生身の人間の身体が耐えられなくなってきているのです。そしてそのキッカケは……言いにくいのですが、ヴィス、イブ、それに、今はここに居ないリッド。貴方あなたたちの変身、なのです」

「「「　え……!?　」」」

　これはさすがに予想外だったらしく、真白も驚いた声を上げる。

「もしかして、澪が体調を崩くずしたときの……？」

「──はい。変身で澪の力が消費される事が適度な負ふ荷かとなり、皮肉なことに、澪の能力を鍛える結果となっていたようです。……原因に気が付くのが、遅過ぎました……」

　悔やむような顔で言う熾天使様。──きっと、自分が渡わたした宝具が原因になった事で、責任を感じているのだろう。

「……それで、対策はあるのですか？」

　真白が訊く。それに対して、ガブリエル様と白川さんが目配せをし、さらに暗い表情になる。──なんだ……？　気のせいか、真白と聖宵へ申し訳なさそうに……。

「一応、すでに一つは見つけてあります。その手段を取れば、確実に澪の命は助かるのですが……。おそらく、あの子がそんな行動を取ったのは、それが原因です」

「は……？」

　命を救うための対策が、澪を追いつめている……？　混乱気味の俺を前に、今度は白川さんが話し始める。

「では、私が説明します。文ぶん献けんから見つけた技術なのですが、澪の中の天使の部分を切り取る事が可能です。それを用いれば……澪を、完全に普通の人間に戻す事が可能です」

　害になる部分を切り離はなす。人間の手術と、考えは同じだろう。

　──ん？　……待て。澪の力は、真白達の変身にも使われていて。ならば──



「……その手段を取った場合、わたし達は変身が出来なくなる。そういう事ですね？」



「ご明察、です……。現在、切り離した能力を保管して、そこから力を供給する方法や、我々が代わりに力を負担する方法を考えています。ですが……なにぶん、魂たましいは我々にも解明しきれていない、真の意味での神の領域。──順調とは言えません」

「ちなみに……澪が現状のまま命を落とした場合、この子たちの変身は……？」

「澪さんの魂は天界に行きますが、力を持ったまま天に昇ります。そのため、魂で繋がっている真白たちなら、問題無く供給源とできるでしょう」



　つまり現状においては、澪の命か真白たちの変身、その二択たくを迫られている。



　……いや、変身が出来なくなるという事は、真白、聖宵、綾人の人生が無くなる、と言っても過言ではない。寿命も……おそらく、普通のネコ並になるのだろう。

「──それでお姉ちゃんは……ボク達のために、命を……？」

「そう考えると、ある程度納なつ得とくできますね……」



　対策を取ると、真白たちが犠牲になる。だから……自分の死を受け入れようとして。

　目処が２年。……卒業まで持たない。ならば今のうちに。

　もしかしたら、子供を遺のこしたいとかも思ったのかもしれない。

　そして、俺たちには言えない。言ったら確実に反対されるから。



　ある意味で……本当に澪らしい選せん択たく。──だけど。

「……なぁ真白、聖宵？　俺、ちょっと怒ってるんだけど……お前らは？」

「うん……。ちょっとヒドイよ……！」

「そうですね。……少し、あんまりな気がしますね」

　真白と聖宵の目を見る。……それだけで確信できた。同じ事を考えている、と。

　俺たちに向かい、ガブリエル様が立ち上がり姿勢を正す。白川さんもそれに従う。

「申し訳ございませんでした……。謝って済むとは思いませんが、それでも──」



「あ、違います。そちらには全然」



「「　……は？　」」

　心からの謝罪をサラリと流され、珍しくガブリエル様までがポカンと口を開く。

「はじまりの、あの事件の後。天界に招かれ白川さんたちから謝罪を受けた俺が、何て言ったか覚えていますか？」

「──はい。一語一句漏もらさず、しっかりと」

　そう答える白川さんの横で、ガブリエル様も頷いている。

　経けい緯いこそ全く違うが、言いたい事はあの時と同じで。

「では、同じセリフを使わせていただきます。『あなた方のお蔭かげで、俺は素晴らしい家族に、出会う事ができました。だから、むしろお礼を言ってもいいくらいなんです』。──あなた方に対する感謝は、変わっていません」

「悟殿どの……」

「今回もそうです。この子たちが手に入れた姿と人生は、澪が自分の命と天秤に掛けてしまう程ほどのもの。……たとえこれからどうなろうと、それは喜ぶべき事です。──な？」

「はい♪　心から、感謝しております」

「にゃ、ボクも！　それにもし変身できなくなっても、絶対あきらめないもん！」

　十分過ぎるものを与あたえてもらった。ならばそれをどう思うか、どう扱うかは、受け取った者次し第だい。たとえ失う事になったとしても、与えてくれた人を恨むのは筋違いだと思う。

「……ありがとうございます、皆さん。熾天使の名に懸けて、全力を尽くす事をお約束いたしましょう。──最悪の事態には、絶対にさせません。不安でしょうが……今しばらくお待ちください」

「私も、天使スリアの名と……何より皆さんの友人として。──全力を尽くします」

　本来の姿である天界の者として、約束をしてくれるガブリエル様と、白川さん──いや、スリアさん。この上なく嬉うれしく、頼もしく思う。

　そんな二人に、俺と真白と聖宵は顔を見合わせ。

「「「　ありがとうございます！　」」」



　その後、財天寺さんが天てん狐この里に相談に行っている事と、永なが久ひさ様、悠ゆう菜なさんを始めとする里の方々も協力を申し出てくれている事を聞いた。



　──なあ、澪？　俺たちには、こんなに力を貸してくれる人が居るんだぞ？



　それを忘れて、一人で背負いこもうとした澪。俺と、真白、聖宵の怒っているのは、そこ。

　──絶対に思い出させる。そして取り戻す。澪も、俺たちの日常も……！





「──と、決意を固めたのはいいんだが……。話を聞いてくれないんじゃ、何も始まらないんだよな……」

　閉ざされた澪の部屋の扉とびらを前にして、軽く頭を押さえる。

　久遠、綾人、キーヤの話では、あれから一度も部屋を出ていないらしい。



　帰路でも散々考えた事なのだが、出来る事なら、しっかり澪と向き合って話をしたい。

　仮にまだ部屋に閉じこもっていた場合。扉とびら越ごしに話す事は出来る。だけど……、それは一方的に聞かせるだけ。堂々と話し合ったとは言えない気がする。

　何とかして、自分の意思で話を聞いてほしい。家族全員で話したいと思うが、別に二人だけでもいい。なんとか面と向かって……。



　──ん？『二人だけ』……？　そういえば──

　ちょっとした考え、というより企たくらみと言った方が良い類のものが浮かぶ。

　少し頭の中で検証してみるが……うん。意外と上う手まくいくかもしれない。

「澪、居るな？　聞いているんだろ？」

　中に声をかける。──が、応答は無い。さっきキーヤに教えてもらったのだが、眠ねむっているわけでもなく、ただベッドの上で膝ひざを抱かかえて座すわっているらしい。

「──さっき、ガブリエル様から全部聞いた。……なんであんな事をしたのかも、ある程度はわかった」

　ここでまた間を置き、反応を待つ。……やはり、返事は無い。──続ける事にする。

「……言いたい事がたくさんある。聞きたい事も……たくさんある。俺おれたちが何を思ったのか言いたい。お前が何を思ったのか、聞きたい。だから──」

　また少し、間を置く。そして。



「──だから。……少しデートしない？」



『………………は？』

















　思わず出てしまった類の、間ま抜ぬけな声が聞こえた。思わず軽いガッツポーズをしてしまったが、それが声に出ないように気を付け、話を続ける。

「うん、やっぱり聞いていたな、澪？」

『…………むぅ』

　拗すねた声が聞こえてくるが……どうやら少しだけ、心がほぐれたらしい。

　考えてもみれば、俺たちが全すべてを知った以上、澪が黙秘を貫く意味は無い。

　それなのに未いまだ閉じこもっているのは、きっと少し意地になっているのと、引っ込みがつかなくなっているから。ならば……必要なのは正攻法より、虚きよを突ついて心をほぐす事。

「今は何も言わないよ、澪。──無理に聞かせても、意味が無いから。……言ったよな？　ちゃんと向き合って進みたいって」

『…………ん』

　どうやら、扉のすぐ向こう側に居るらしい。小さくても、はっきりとした返事。

　扉に寄り掛かり、気分としては澪と背中を合わせているつもりで、続ける。

「お互い、気分転換して頭冷やさないか？　それに……今まで、はっきり『デート』って言って二人で出かけたこと、無かったよな？」

『 ！　…………』

　今度は返事が来なかった。だけど、躊躇うような息遣いが聞こえた気がする。

　──もう一押しかな？　……ならば。

「なぁ澪。──外で、美お味いしいもの食べようか？　いい加減お腹なか空いただろ？」

くきゅるるるる～～～

『あぅ……』

「ぷっ！　あはははははっ！」

　意思に反して、とっても正直で可愛らしいお腹の虫。堪えようという意思が働くまえに、思わず爆笑。

『むぅ……っ！』

　扉の向こうから抗こう議ぎの声。頬を染めてこちらを睨む姿が、簡単に想像できる。

　──うん、これでいい。

「……出ておいで、澪？　──一緒に行こう」

　問いかけた後、しばらくの沈ちん黙もく。それでもやがて、扉の向こうで動く気配。

カチャ

「…………ん」

「や。……おかえり、澪」

　静かに開いた扉から出てきた澪を見て、自然に出てきた言葉。多分それだけ──自分の自覚以上に、俺も不安だったのだろう。顔を見て、本当に安心した。

「ん。ただいま、悟……。…………ごめんなさ──」

「ストップ。──今は止やめよう。それより……行くだろ？　支度してきな」

「 ！　……ん♪」

　久々に見た気がする、澪の笑え顔がお。嬉しそうな返事を残し、再び部屋へと戻る。

　それを見送ってから階段の方に視線を向けると、五対の瞳がこちらを見ていた。

　ヴィス、イブ、リッド、久遠。そして……いつの間にか実体化していたキーヤ。どうやらコッソリ覗くなら、やはり動物の姿の方が適しているらしい。

　頷いて見せると、安堵した様子で階下に向かう。邪魔しないように、という事らしい。

　そこまでの気き遣づかいは必要無いのになー、などと思い、思わず苦笑いしながら部屋に戻り、俺も出かける支度をしながら携帯を取り出す。そして、すっかり掛け慣れた番号をコール。



『──悟兄！　澪、どうなった!?』

「……細音。その件で、どうしても訊きたい事がある。──頼めるか？」

『 ！　うん。あたしが出来る事なら。何……？』

　……不本意極まりない。訊かずに済ませたかったのだが……時間が無い。

　男として情けない。心からそう思いながらも……その質問を口にする。



「……デートコース、オススメってあるか……？」



『………………は？』

　そんなわけで。デートらしいデート、実は初めてだったりする俺だった。





　と。そんなこんなで澪と共に家を出たのだが。

「……ね、悟？　さっき『外で、美味しいもの食べようか？』って言ったよね……？　なんでファーストフード……？」

「…………美味しいだろ、ハンバーガー」

　とりあえず何か食べようと、入った所は、最も有名なハンバーガーショップ。

「ま、冗談はともかく。澪はあんまり食べた事ないだろ、こういうの。たまには良いかと思って。美味しくないか？」

「……美味しい。……それで、この後どこ行くの？」

　文句っぽい事は言いつつも、楽しんではくれているらしい。澪に訊かれた俺は、家を出る前にプリントアウトした紙を取り出す。

「細音から、定番のスポットをいくつか教えてもらったんだ。──どこ行きたい？」

「……悟も、デートってしたことないの……？」

「お前以外の誰だれと行くんだ？」

「……ん♪　えーっと──」

　嬉しそうな笑えみを浮かべてから、Ａ４用紙３枚に印刷されたデートスポットの情報に視線を送る。その顔は、とても楽しそうだった。

「ああ、そうだ。今日は少し帰りが遅おそくなりそうって言ったら、細音がウチに来てくれるって。『ヴィスちゃん達の事は任せて、ゆっくり楽しんできてねん♪』だってさ」

「細音……。じゃあ、お言葉に甘えさせてもらおう？」

「ああ、もちろんそのつもり。──じゃあ折せつ角かくだから、近いトコから片っ端に回るか？　どうせこの情報、細音が自分で行きたくて調べたんだろうし。実地の感想まとめて、黒木に渡してやろう」



　　　　　◆　　　　　　◆



　時間は流れ、夕刻。日没間近の時刻の水上家には細音のみならず黒木、果てはガブリエル、白川、財天寺の天使トリオまでが顔をそろえていた。

「では……何とかなりそう、という事でしょうか？　ねえさまも、わたしたちも……？」

「まだ、あくまで糸口が掴つかめた、というだけですが……」

「ガブリエル様に代わって、俺が話そう。天狐の里の協力で見つけた文献に、特定条件で能力を継承させる術すべが載のっていてな。それはあくまで妖よう狐こや天狐の術ではあったが、上手く応用できれば……」

「澪さんが宿す天使の力は大きいですが、極めて不安定です。いずれの手法を用いるにしても、一度安定させて体内に封ふう印いん、という形にできればベストですね。下準備さえできれば、あとはガブリエル様の専門分野です」

「う、うにゃ……？」

　真白の質問に、ガブリエル、財天寺、白川が順に答えた──のだが、聖宵にはあまり理解出来なかったらしい。混乱のあまり、目を回している。

「え、えっと……多分、あと少しで全部上手くいくって事だよ、聖宵ねえさん」

「うにゃ？　──にゃあ！　ガブリエルさま、ありがと!!」

「──いいえ、私の力ではありません。ツトレキエルとスリア、それに天狐の里の方々のお蔭です。──久遠？　近いうちに私も、里にお礼に伺います。族長様たちに、よろしく伝えていただけますか？」

「うんっ！　じゃあ……春になったら、みんなで一緒に行きませんか？」

「あ、楽しそう！　あたし達も一緒に行っていい？」

「うんっ！」

　久遠の提案に、細音も乗っかる。──久遠の口調からすれば、何も言わなくてもすでに数に入っていたようだが。

「ふむ。詳くわしくはわからんが、丸く収まりそうというのは、めでたい限りだな。──しかし、やはり奴らほどのイレギュラーは、神の奇跡で一発、とはいかないものか」

　距きよ離りを置いて傍ぼう観かん気味に聞いていた黒木が、ある意味で人間らしい感想をもらす。



「何を仰おつしやるのですか、黒木殿どの。そんな都合の良い奇跡、あるはずありません」



「え、ええっと……？　ガブリエル様が、それを言うんですか……？」

　熾天使が、当然の事の様に口にした爆弾発言。それを聞いた細音の方が、戸と惑まどいがちに問い返す。

「何かを勘かん違ちがいなさっているようですが……たとえばです。購入した宝くじの一等を、二度三度と当てた場合。──これを奇跡と言いますか？」

「え……？　えーっと……多分、言ってもおかしくないと思います」

　細音が、頭の中で言葉を数回転がしてから、ガブリエルに答える。

「ええ。言ってもおかしくありません。では──大金の入った鞄かばんを、二度にわたって見つけた場合はいかがでしょう？」

「む……？　言わない、気がするな……」

　今度は黒木が、何か腑に落ちない様子ながら答える。

「はい。そうですね。では──もしそれが貧しい暮らしの者で、家族を救うため、毎日仕事の後に何度も繰り返した『お百度参り』の後だったなら？」

「何ですかそのストーリーは……あれ？　今度は、言ってもおかしくない……？」

「はい、その通りです。どういう事か、おわかりになりましたか？」

　頭の中で、適切な言葉を探す細音と黒木。だが、先に口を開いたのは真白。

「つまり、行動の後に起きた事、という事ですか？　……理由がある、と言い換えてもいいのかもしれませんが」

「はい、正解です♪」

　笑顔で正解者を称たたえるガブリエル。黒木と細音も『なるほど……』といった顔。



「願いと意思で紡がれた『軌跡』。その先に現れるのが『奇跡』です。──棚たなから落ちてきたぼた餅を、奇跡とは呼びません」



「そう言った意味で、悟殿たちが起こしたものは、本当に純じゆん粋すいな『奇跡』と呼べる。我々が悟殿を始め、黒木殿、細音、キーヤも含ふくめた水上家関係者を評価する理由の一いつ端たん、わかっていただけたか？」

「む……いや、奴らはともかく、俺はただの手伝いで──」

「それでも十分です。『誰もが奇跡を起こしうる』、それが人の可能性というものなのですから。……とはいえ、悟殿が特異点の中心、というのは確かですが」

「う、うにゃぁ……と、とにかく！　みんながずっと、笑っていられるといいね♪」



　また混乱し始めてきた頭で、苦くるし紛まぎれに放たれた言葉だったが……。聖宵の言葉は、その場にいる全員の願う事だった。



　　　　　◆　　　　　　◆



　日も暮れ、人通りも減った道を、俺と澪は歩いていた。

　都心の方まで足を延ばし、一日遊んできた俺たち。最寄駅で電車を降り、街灯で照らされる道を歩いているが……向かっているのは家ではない。

　この後に話す事を考え、自然と会話が少なくなっていった俺たち。そして──その目的地が見えてくる。

「本当に、この公園で良かったのか？」

「……ん。この公園、この時間なら人来ないし。ヴィス達には、スッキリしてからお話ししたい。だから──ここで、お話し終わらせよう？」

　公園の中を進み、澪が足を止めたのは噴水広場。晩秋の夜空にまばらに浮かぶ星と、青白い光をおとす半月に照らされ、噴水が幻想的な雰ふん囲い気きを演出している。──立地条件さえ良ければ、もっと人が来るだろうに。そんな場違いな感想が浮かぶ。

「……ね、悟？　私と悟の関係って、何……？」

「は？　何って、そりゃ……」

　答えようとして、詰まる。

　対外的なプロフィールなら、『従兄妹』や『教師と教え子』といったものが無難。だけど、澪が求めているのはソレじゃない。

「『家族』だろ、間違いなく」

　少し躊躇ためらいながら口にする。……躊躇った理由は、宿る感情が、普通の家族のソレとは異なるから。かといって『夫ふう婦ふ』ではないし……『恋人』も、なぜかひっかかった。



「……ん、そうだね。──『友達』も『恋人』も飛び越こえて、いきなり『家族』だよね」



　そう語る澪の声に、どこか自じ虐ぎやく的てきな響きを感じた。

　澪は、俺の前をゆっくり歩きながら語る。

「──不満があるわけじゃ、ない。……前の世界では、一番近くに居られる関係だから、本当にそれが欲しかったよ。──こっちの世界では……これのお蔭で、誰よりも悟の傍に居られた。だから不満は無いよ。だから私は、その『家族』っていう関係で──」

　言葉を切った澪が振ふり向むく。その顔に……表情は無い。



「私はそうやって、悟の人間関係に割り込んだの。……向こうでも、こっちでも」



　──何を、言っている……？

　そう思い、少し考え──辿たどり着つく。……もう終わったと思っていた話が、終わっていなかった事に。

「竜美の話、か……？　だから俺は後悔なんてしていないって──」

「それでも！　……私が居なければ、悟は竜美さんと結ばれたかもしれない。……友達から始まって、もうすぐ恋人になるかもっていう人間関係に、私は割り込んだ。前段階を省略して、『家族』として割り込んだ。……だからね？」

　無表情の仮面で隠しきれなくなったのか、泣きそうな顔になっている澪。

　それでも、ずっと話す事を考えていたのだろう。言葉は滑なめらかに流れる。



「──私はもう、誰の人生の邪魔もしたくない。それがあの子達のものなら、なおさら」



　それが、澪が考えた事。俺たちが事態を知った事で、実現が難しくなってなお、正しいと思っている澪の意志。

「お前が、俺や真白、聖宵、綾人の事を思ってくれた事はわかった。……でもな？　どうしても、一つわからない事があるんだよ」

　ならば俺は。澪の意志を受け入れた上で、俺の意志を返す。

「……わからない、事？」



「──その選択肢で、誰が幸せになれるんだ？」



「……え？」

　考え方が間違っている、とは言わない。だけど絶対に見落としてる。

「仮に澪が死んで、真白たちの人生が守られたとする。その場合……お前を犠ぎ牲せいにしてしまった真白たちが、何も気にせずに生きていけると思うか？」

「……っ！　それは……」

　言葉を詰つまらせる澪。

　見落としている事の一つ目。澪自身が、他人の幸せに無くてはならないファクターになっている事。だから……澪が犠牲になっては、その人の幸せを守ることはできない。

　そもそも、誰かを本当に守りたいのなら、自分が生きている事は最低条件。──自己犠牲で犠牲になるのは、自分だけとは限らないのだから。

「……だけど、他に選択肢なんて──」

「──あっただろ？」

「……え……？」

　確かに澪だけで取れる行動としては、二択だったかもしれない。だけど……澪は一人じゃなかったのだから。

「ガブリエル様や白川さんに、ちゃんと相談したか？　対策が間に合わなくなるのはいつ頃ごろか、とか。あと今、財天寺さんが天狐の里へ相談に行ってるらしいんだが、それも聞いてたか？　……早急に決断を求められたわけじゃないのに、一人で動く事しか考えなかっただろ？」

「う……」

　見落としている事の二つ目。助けてくれる人の存在。

　……とはいえ、これは客観的に思い返してみた者の意見。いきなり言われた当事者に言うのは、酷こくな事かもしれないが。

「あと、な？　お前は自分の行動が、正しいと思っていたんだよな？」

「……ん。今、少しわからなくなっちゃったけど……あのときは」

「じゃあさ、……なんで、あんな辛つらそうだったんだ？」

「………………」

「どう見ても、追い込まれていたよな？　……なぜ？　正しいと思う事をしているのに」

　正しいと思った事を突き進む者に、『行き詰まる』はあっても『追い込まれる』は無い。

　追い込まれるのは……葛かつ藤とうの中、進む事を迫られた者。ならば……澪はなにを葛藤していた？　片方は、自分が思う『正しい行動』。──もう片方は？



「……お前も、自分も幸せになりたかったんだよな？」



「──ッ!?」

　見落としている事の三つ目。……自分の幸せを望む心。

　持っていて当然の物なのに、見て見ないふりして。だから傍はたから見て、あんなに辛そうだった。……あんなに辛そうに見えるくらい、幸せになりたかった。

　それなのに、誰にも頼らないで一人で抱かかえ。真白たちのためと、一人で突っ走った。

「あのな……？　怒ってるんだぞ、俺。……真白も、聖宵も、綾人も。お前の幸せを願う人間なら、誰だって怒る……!!」

　──落ち着いて話すつもりだったのに……。マズイ、止まらない……！

　言葉も、涙も。止まらず流れ出る。制せい御ぎよの出来ない感情が、澪に向かう。



「──なんで頼らなかった？　なんで安易に自分を捨てようとした!?　答えろ澪!!」



「……私、は……っ！」

　澪も、言葉を詰まらせたまま、涙を流す。だけど──その瞳は、真っ直ぐに俺を見てくれている。……それが、ありがたかった。

　澪の肩に手を置き。近くで、澪の瞳を見つめながら言う。

「なぁ、澪……？　俺の幸せは、お前と一いつ緒しよに生きる事なんだぞ？　お前が居ないと、話にならないんだぞ……？　お前の幸せは……何だ？」

「ん……。私も、一緒に生きたいよ、悟……！　人として、一緒に……!!」

　涙を隠かくさず、すがりついてくる澪。気がつくと──その最愛の少女は、俺の腕うでの中に居た。

「俺の幸せも、お前の幸せも、ここにある。……生きよう、一緒に。──ずっと、そばに居てほしい……」

「……ん。……ありが、とう。……ありがとう悟……」

　澪も、俺の背中に手を回し、離れないように、離さないようにと強く抱いてくる。

　そんな、大切な少女を抱きしめながら。……ただ、願った。



　この子と共に、ずっと生きていきたい。俺たちの家族と……少しでも、一いつ瞬しゆんでも長く笑っていたい。



「「 …………え？ 」」

　その瞬間だった。澪の『天使の翼つばさ』が、光を放ちながら展開される。

「え……!?　私じゃない！　な、なんで!?」

　完全に澪の意思に反した翼は……一度、大きく羽ばたく。そして──

「「 ────!! 」」

　ガラスが割れるような音と共に、翼は空に舞い散った……。

「これは……」

　澪と共に空を見上げる。



　……とても一対の翼から生まれたとは思えない、大量の羽が宙を舞まう。

　月光を反射し舞い落ちる様は、まるで雪のようにすら見えて。



「……ね、悟？」

　月と、雪と、噴水を背景に。──天使だった少女が微笑む。



「私からも、お願いします。──一緒に、生きてください」



　青白い月光と、純白の羽が降り注ぐ中。

　天使を捨てて微笑む少女は……どんな天使より、綺麗だと思った──



　　　　　◆　　　　　　◆



　同時刻、水上家にて。

















「え……？」「うにゃ……？」「あれ……？」

　真白、聖宵、綾人が、同時に声を上げる。そして直後──その姿が萎しぼむ様に、ネコの姿へと戻もどる。

「に、に……？」「にゃぁ……」「……うみゃあ」

「なっ!?　今のは──ガブリエル様!?」

「──はい。澪からの力の供給が、遮しや断だんされたようです……」

　取り乱す白川に、ガブリエルが答える。その顔にも、驚きの色が窺うかがえる。

「え……!?　まさか、澪に何か……!?」

「──いえ。仮に澪が命を落としたとしても……天使の魂たましいはそのままのため、本来なら供給が停止する事などありません」

　澪の身を案じた細音だが、その可能性はすぐに否定される。どうやら、すでに何が起こったかの予想はできているようだ。

「では……まさか悟殿が──？」

「はい。意識的かどうかはわかりませんが……例の能力で封印をしたのでしょう。それ以外に力が途絶するなど、考えられません」

　驚きというより、すでに半ば呆あきれ気ぎ味みに言うガブリエル。これから方法を探りつつ、慎重に進めようと思っていた事を、先回りで終わらせたのだから。

「に～、に？」

「はい？　ああ、それは大丈夫です。封印の影えい響きようで、今は変身も人語を喋しやべることも出来ませんが、調整をすれば必要分だけ小出しにする事が可能です。また、変身できるようになりますよ」

「に♪」

「ふむ……？　つまりこれで、対処法の下準備が早くも整った、という事か？」

「え、ええ……。あとは封印の確かく認にんと調整、あとガブリエル様の作業が残っていますが、厄やつ介かいな問題はクリアですね。何と言うか……さすがは悟殿ですね……」

　黒木の質問に答えた白川も、称しよう賛さんよりは呆れのニュアンスが強い。

「──む。すまん、忘れていた。天狐の族長からリッド達に伝言だ。『消費する力を節約する技法を見つけた。時間が出来たら修行に来てはどうか』、と。──今後、力の供給方法が変わる可能性がある。対応しやすくするためにも、身に付けておいてはどうだ？」

「みあ！」

「うんっ。わたしも一緒に修行するよ、りっど♪」

　財天寺の提案に、『頑がん張ばる！』と答えたらしいリッド。久遠も一緒に行くつもりらしい。

　そして、それを聞いていたイブも財天寺の前に進み出て。



「にゃあ！　ボクも頑張るよ！　…………あれ？」



「「「「「　………………は？　」」」」」

　今は喋れないはずなのに、喋れてしまったイブ。全員が、呆ぼう然ぜんとした表情をイブに向けて固まった。



　　　　　◆　　　　　　◆



「さて、澪さんの検査の結果なのですが──」



　どうやら俺は、また変な事をやらかしたらしい。

　良い雰囲気で帰宅した俺と澪は──玄げん関かんで仁王立ちするガブリエル様に迎えられた。

　澪はガブリエル様と白川さんの手により、そのまま簡単な検査を。俺は──財天寺さんから状況の説明を求められ、更さらには細音たちにより『どこまで進んだ!?』など、根掘り葉掘りと質問攻めに。

　やっと解放されたところで、澪の検査も丁度終わったらしく、こうしてガブリエル様による報告会が開かれた。



「──後のち程ほど、もっと詳しく調べる必要がありそうなのですが……『封印』というよりは、むしろ『圧縮』といった状態になっているようです」

「あの、ガブリエル様？　それはどういう状況なのでしょうか？」

　質問をしたのは財天寺さん。そして……同じ天界の者でもわからない事を、俺たち人間がわかるはずもなく。真白以外の全員が、頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべて首を傾かしげていた。

「封印というのは、力の活動そのものを抑おさえ込んだ状態です。ですが現状は、小規模ながら活動は止まっていません。──真白たちが変身できるのも、そのせいですね」

　そう。本当なら、少しの間は変身も出来なくなるはずだったヴィスたちだが、普通に変身できてしまったらしい。それで今は、真白、聖宵、綾人で、三人とも人の姿。

「今までは魂から漏もれる天使の力が、澪の全身を巡じゆん回かいしていました。そのため、澪自身もその力を任意で使用出来た反面、体への負荷が大きかったわけです」

　ガブリエル様の説明を聞きながら、なんとなく血と同じように流れている図を想像。

「そして現状なのですが。どうやら別経路が形成されたらしく、魂から溢あふれ出でた力は、極ごく狭い範はん囲いを巡めぐって魂に戻っています。──よって、天使の能力を使う事が出来なくなった反面、体への負荷は極めて小さくなっています」

　今度は……小さな輪っか状に、グルグル回っている図を想像。実際はそんな単純ではないのだろうが、多分、そう外れてもいないだろう。

「同時に、全身を巡っていた経路が切り離され、そこにあった分の力、つまり余剰分の力もろとも消滅したようです。『翼が舞い散った』、という話でしたが……力の巡回路から切り離されたため、維持ができなくなり、自己崩ほう壊かいしたのかと思われます」

　そう説明されてしまうとミもフタもないが……。それでも羽が舞い散るあの光景は、多分一生忘れることはないだろう。

「それで……澪は今後、どうなるのでしょうか……？」



「負荷が大幅に減った上、かなりの量の力も消滅しました。よって──当面の危機は無くなった、と言って大丈夫です♪」



「「「「「　おおおおお～っ！　」」」」」

　歓声が上がった。全員が、俺たちの危機が去った事を喜んで──

「──ですが。……実は、まだ終わっていないのです」

　……ピタリ、と。ガッツポーズの途と中ちゆうの手や、抱きつこうと広げた腕が、その瞬間のままで固まる。

「今は少量とはいえ、天使の力が、生身の人間の身体には有害な事に変わりはありません。よって……当面は大丈夫ですが、このままでは問題を先送りしたに過ぎないのです」

「そ、そんな……！　ならばどうすればいいんですか!?」

「落ち着いてください。……策ならあります。元よりそれを提案に来たのです。本来でしたらもう少し調査と調整に時間を費やすところでしたが、お蔭かげ様さまで手間が省けました。……いつでもいけます」

「……やはりアレを使うのですか。すぐにですか……？」

「いえ。流石さすがに、すぐというわけではないですが……。事が事です。悟殿と澪の意思、そして状況をよく判断する必要があります」

「……悟殿。貴殿の覚悟が試される。──頑張ってほしい」

　天使の方々が、真しん剣けん極きわまる表情で話す。

「そんなに、大変な方法なんですか……？」

　不安そうな顔で近づいてきた澪の手を取り、しっかりと握りながら尋たずねる。

「大変……といえば、大変極まりないですね。一つの奇跡を引き起こすに等しいのですから……」

　ガブリエル様と白川さんは、どこか言いづらそうに。財天寺さんは見み据すえるようにこちらを見てくる。

　──言うのも躊躇われるくらい、という事か……？

　だけど……最善に至れる可能性があるのなら、どんな手段だって取ってみせる。

「悟……」

　澪が、心配そうに見上げてくる。握った手に少し力を入れ、『大丈夫』と。同時に、自分の覚悟も伝える。

「どんなに大変だろうと、構いません。……未来を手に入れるためなら、手段を選ぶ気はないです。可能なら──今すぐにでも……！」

「「　な……!?　」」

「……素晴らしい覚悟だ、悟殿！」

　絶句するガブリエル様と白川さん。覚悟を称賛してくれる財天寺さん。……本当に、どんな方法なんだ……？

「とにかく……教えていただけませんか？　出来る限り、詳しく」

「………………わかりました。ですが、まずは理論と概要を説明いたします。──コホン。み、澪もしっかりと聞いておくように」

「 ？　……ん、もちろん」

「……では、行きます。文献では、人間の霊能力者と恋におちた妖狐が、人と共に、人として生きる事を望んだ際、お相手の人間と編み出したとされる技術だそうです」

「うっわ……澪達たちにぴったりだね……」

「う、うむ……。お蔭で、冒頭を読んだだけで当たりと確信できたのだが……」

　ガブリエル様の説明に、今まで黙だまっていた細音が、思わず口を挟む。

　──あの口ぶりからすると、財天寺さんが見つけてくれた文献なのかな？

「──細かい調整は私がやりますので、悟殿と澪のすべき事だけを言います。──悟殿の持つ能力を、澪に渡すのです。そうする事で、澪の中で二つの能力を融ゆう合ごうさせ、別の形質へと変質させた後、外部へと排出する。つまり具体的には──」

　と、ここまで言ったガブリエル様は、一度話を止めると……なぜか目を逸そらす。そして、最後の一言を口にする。



「具体的には……お子さん作ればＯＫです」



「………………………………は？」

　──イッタイ、『おこさん』トハ、何デショウ？　ワタシ、ニホン語ワッカリマセン。

　と、現げん実じつ逃とう避ひしているうちに、みんなが何か話し合っている。

「は～い！　ガブリエル様、質問良いですか？」

　代表として、細音が質問をする事になったらしい。

「それは、早急に結果を出さなければいけないのでしょうか？」

「いいえ。先に言った通り、当面の危機は脱しています。ですので、それなりの猶予はあります。──そうですね、具体的には……10年は大丈夫だと踏ふんでいます」

　質問に、サラリと答えるガブリエル様。

　それを受け、再び話し合いを始める細音、黒木、真白たち三姉弟、久遠。

　小声で『10年は平気だって』『10年っていうと──』『卒業してから──』『どうせタガが外れたら──』などと聞こえてくる。

　そして、話し合いが終しゆう了りようしたらしい。全員がこちらを向いて──



「「「「「　なんだ。心配いらないじゃん　」」」」」



「ちょっと待てッ!!」

　黒木と細音はともかく、なんで綾人や久遠まで声をそろえる!?

「だってねぇ？　どうせ悟兄、澪が卒業したらタガ外れるでしょ？」

　……細音さん？　あなた、人をなんだと思っています……？

「うむ。──というか現状でも大分ユルくなってる気がするしな、そのタガ。ここで『必要があります』とか言われたら……良かったな？『水上 悟』改め『モンキー・水上』。良い口実が出来たぞ？」

　──誰が『おサルさん』だ!?

「にいさま？　言ってくだされば、細音ねえさまのお家にお泊りしてきますね？」

「それか、くーちゃんの家に行くのもいいかも……？　修行もあるし」

「うんっ！　あと、おかあさん達に相談すれば、きっと協力してくれるよ？」

「にゃ？　んー……あんまりわからないけど……ボクも協力するよっ！」

　──すみません止やめてください。お子様がソッチ方面の気遣いしないで……!!

「……ふむ。悟殿？」

「…………なんですか、財天寺さん？」

　頭痛を堪こらえながら返事をすると、財天寺さんは俺の肩に手を置き、良い笑顔で告げる。



「大丈夫だ悟殿。ヤればデキる!!」



「どういう意味で言ってますソレ!?」

　この空間に、味方は居ないようだ。──いや、味方こそが敵だった。

「悟殿。焦あせる必要はございません。──ゆっくり、ご自分達のペースで進んでください」

「ガブリエル様……！」

　──良かった……！　この人だけはまともだ!!　財天寺さんと白川さんの上司だけど、まともな人だ……!!

「ご安心ください。いざとなったら、私が専門家として尽力いたします！」

「極力御ご免めんこうむるので、リミットが本当に危ないときだけお願いします……！」

　……白川さんと財天寺さんの上司、か……。

「……ん。ね、悟……？」

「澪……！　ああ、焦あせる必要はないよな？　俺たちは俺たちのペースで──」

　最後の砦とりでである、我わが最愛の少女の声に振り向く。すると──

　──あの……澪さん？　なんでそんなに、頬ほおを紅くしてらっしゃるのでしょうか？



「……ん、っと。流石に……いますぐは無理。…………えっち」



「お前もかああああああああッ!?」

　思わず絶ぜつ叫きようする俺を、遠巻きにニヤニヤ見ている仲間たち。



　……さすがに、気付いているよ。──喜んでくれている事、祝福してくれている事は。



　──凄すごく、感謝している。心から、居てくれて良かったとも思う。



　だけど、ソレとコレとは話は別で。



「予定どおり澪の大学卒業まで、絶対耐えてみせる────!!」










　　　終章　──そして。『輝く日を仰ぐとき』





　──あれから、数年の時が経たち。

　語るべきことは沢たく山さんあるが……まずは、みんなの近きん況きようから、かな。



　まずは、黒くろ木きと細さざ音ね。

　黒木は基本的に相変わらず。なぜか出世も降格も転勤もせず、あの交番で働いている。

　ただ細音と付き合い始めてから、ヲタ方面への出費をかなり減らしたらしい。

　その分の金を貯金に回しているという話だが、なんのための貯金かを聞いても、必ず目を逸らして口ごもるため、いまだ聞き出せていない。

　細音も同じ反応をすることから、関係者一同、ニヤニヤしながら見守っている。



　それでその細音は、無事に学園を卒業後、短大へ進学。

　さらにその後、某新聞社に内定。今は社会人一年生として頑張っているらしい。

　この前、『外に出てバリバリ取材とかしたかったのに、事務仕事ばっかり……！』と、愚ぐ痴ちをこぼしていた。──まぁ、いろんな意味で細音も相変わらず。



　さて。この二人の関係なのだが……ボケとツッコミを交互にこなす、似た者同士のカップルとして、いまだ健在。

　それで進展具合を聞くと、やはり二人とも何も言わない。

　だから俺おれたちは──むしろ、とても順調なのだろうと予想。近いうちに何かあるんじゃないかと、楽しみにしている。



　次に、天使の方々だが……どうやら三人とも、当分こちらの世界に留とどまるという話。

　その理由は、俺達の監かん視しとフォローという表向きの理由の他に、『いろいろ楽しいから』という理由もあるのだと、この前、白しら川かわさんがこっそり明かしてくれた。

　ガブリエル様は、今も聖ひじりヶが丘おか学がく園えんの頂点として君臨中。

　基本的に放任主義のため進んで人前には出ないながらも、蔭かげから手を回して学園を守る手しゆ腕わんは、それを知る教職員からは尊敬と畏い怖ふの対象となっている。



　財ざい天てん寺じさんと白川さんはと言うと……あの翌年、教員になっていた。

　教員免許は取っていたらしく、あとはガブリエル様の裏工作と、やや無理が効く私立の学園という事で、押おし通とおしたらしい。──これも『楽しいから』なんだろうな……。

　財天寺さんは非常勤扱あつかいだが、体育科で、陸上部のコーチも兼任。

　白川さんに至っては、翌年からの澪みおの担任を務めたりもした。そして……それに伴ともない、あの『漫画研究会・女子部』が、正式に発足したというオマケつき。



　──さて。残るは水みな上かみ家の住人。

　実は……ヴィス、イブ、リッド、それに久く遠おんは、少し水上家を離れていたりする。

　といっても久遠の故郷、天てん狐この里へ１ヶ月ほど修行に行っているだけなのだが。

　旅行も兼ねて、暇を見てはちょくちょく教えを請いに行っていたヴィスたち。だけどこの度、早急に身に付ける必要ができたため、長期滞たい在ざいでの特訓に踏ふみ切った。



　それで。ヴィスたちの特訓が必要になった理由は、俺と澪の事情にあったりする。

　──では、最後に俺と澪の現状。

　澪が翼つばさを捨てた日から、３年と６ヶ月──

　……はい？　……はい。あの日、澪の大学卒業まで耐えると誓った俺ですが──





「──本っ当にすみません。３年も持ちませんでした……!!」



「……え、えっと……？　悟さとる、なんでいきなり、窓の外に謝ってるの……？」

　ベッドの上で身を起こしている澪が、俺の突とつ然ぜんの奇行に驚おどろき、訊きいてくる。

「……高い志を持っていた過去の己おのれに、なんとなく懺ざん悔げしたくなりました」

「 ？ 」



　実は澪が卒業した直後、早々に入籍していたり。あとはその……流れで自然に。



　というのも……澪は、受験勉強を頑張っていた。俺もそれを手伝い、模試での結果もかなり良かった。……だが、これらは全てフェイク。──澪は、受験しなかった。



「……ま、澪がもし大学行ってたら、どうなったのかな、ってね」

「……むぅ、その話……？　……だって、早くこうなりたかったんだもん。……みんな、協力してくれたよ？」

「そうなんだよな……。まさかガブリエル様たちまでグルになってるとはねぇ」



　受験シーズンが終わった後。澪と、澪の担任だった白川さんから明かされた事実。

『実は、受験していません♪』

　どうやら俺と澪の両親、学校関係者、友人一同、ヴィスたちに至るまで全員がグル。

　理由を聞くと、『澪の希望』『悟がヘタレのクセに頑固だから』『こうでもしないと踏み切らないから』等々と。……あそこまでやられると、ただただ脱だつ力りよくするだけだった。



「…………ね、悟？　こうなった事、後悔してる……？」

「は？　──してる様に見えるのか？」

　──後悔なんてしていない。するはずがない。それどころか……これ以上無い程の幸せを感じている。そして──澪もそうだと、心から信じていられる。

「えっと……じゃあ、なんでそんな話を？」

「ん？　ああ。この子たち見てて、いろいろあったなーって思い返したのと……。あとは、拗すねる澪が可愛かわいいから？」

「う……。むぅ、悟……！」

　頬を染めながら抗議の声をあげる澪。

　だけど、俺と同じく、胸に抱える存在に気を遣い、大きな声は出さない。



　……そう。俺と澪が胸に抱だくのは……小さな命。──双ふた子ごの女の子。

　先日生まれたばかりの、俺と、澪の子供。



　俺が抱いている子は、黒い髪。澪が抱いている子は、栗色の髪。

「それにしても……悟、抱っこ上手いね。……練習、した？」

「まぁ、いきなり渡わたされて大慌てとか、万が一にも落としたりとかしたくなかったし。……けど、基本的にイブとか抱き上げるのと似た感じだから、なんとか」

「……ん♪　ヴィスたち、大きくなったもんね」



　４歳さいを超こえたヴィスたちは、十分に『成せい猫びよう』と言える大きさになっている。

　だが、『真ま白しろたち』の方は、もちろん成長はしているが、中学生くらいの外見。

　どうやら『ヒトはヒト』『ネコはネコ』の成長ペースらしい。

　早く大きくなりたいと思っていた聖き宵よいは、少しだけ残念そうな顔をしたが、すぐに『みんなで、ゆっくり大きくなるよ！』と、笑顔を見せた。



「──あ。そ、そういえば澪？　俺、言ったっけ……？」

「……ん？　何を？」

「真白たち、今日帰ってくるって──」

　一昨日、真白から連れん絡らくがあって、『目め処どがたったので、明後日帰れます。赤ちゃんも見たいですし、そのまま病院に向かいますね♪』と。

　それを伝えると、澪がジトーっとした視線を送ってくる。

「…………悟。聞いてない、よ……？」

「あ、いやその……言おうと思ってたんだけど、この子たちの顔見たらすっ飛んでいってしまい……、すみません」

「……むぅ。でも、わかるけどね、それ……」

　そう言って、胸に抱く赤ん坊に、優やさしい瞳ひとみを向ける澪。



　幸せそうなその顔を見ると──さっきまであの頃の事を思い返していただけに、涙なみだが出そうな程、胸に想おもいが溢れてくる。



「……なあ、澪？　──本当に、ありがとうな……？」

「ん……。私の方も……本当にありがとう、悟──」



　お互たがいに、もう何度目になるか分からない、相手への感謝の言葉。

　それでも足りない──きっと、何万・何億と繰り返しても減りもしない、相手への感謝と、心に宿る想い。

　その想いがお互いを引き寄せ合うように、俺たちは顔を近づけ──唇を合わせる。



「──ご、ごほんっ！」



　横から、なぜか気まずそうに聞こえる咳せき払ばらい。

　澪と共にそちらを見ると──空気の入れ替えのため、開いたままだった病室の入口に、咳払いのまま口元に手を当てている細音と、気まずげに目を逸らしている黒木が居た。

「う、うむ。仲が良いのは、とても良い事だとは思うのだが……な？」

「──うん。せめて、見せつけるのは止めようよ……」

　二人揃そろって、困り顔でわけのわからない事を言ってくる。

「……ん？　別に、見せつけてない、よ？」

「なぁ？　別に隠さないのと、見られたら開き直ると決めてるだけで」

　言って、澪と顔を合わせて『ね？』と、意思確認。

「それ、『周りの事は一いつ切さい気にしません』って言ってるね……？　はぁ……。でも、いい？　澪たちにとってはいつもの事で、軽い気持ちかもしれないけど──」

　細音が、お説教っぽく言ってくる。……だが、少し待ってほしい。

「は……？　軽い気持ち？」

　再び俺と澪は顔を合わせてから、揃って言う。



「「 愛情込めた『べろちゅー』でしたが？ 」」



「わかってるよ！　知ってるよ！　バッチリ見たよ！　だからそうじゃなくて──!!」

「……細音、ここは病院だ。気持ちはわかるが落ち着け」

「──うっ！　ごめんなさい……」

　黒木に指し摘てきされ、悔くやしそうにしながらも謝あやまる細音。代わりに、今度は黒木が口を開く。

「まぁ、それが貴様らの普ふ通つうだというのは分かるが……考えてもみろ。仮に俺たちのそういうシーンを目もく撃げきしたら、貴様ら、かなり気まずい思いをするだろう？」

　呆れ気味にそう言ってくる黒木。それを聞いて、考える。

　──コイツらの『そういうシーン』……？

　考えてから、また澪と顔を合わせ──お互い、コクリと頷うなずく。



「「　ぜひ、見せていただきたく　」」



「「 しまった自爆した!? 」」

　揃って顔を紅あかくして頭を抱える。──さすがに、少しからかい過ぎたかもしれない。

「あー……悪かった。せめて、ある程度は見られないように気を付ける。──よく来てくれたな、黒木、細音」

「ん……♪　いらっしゃい」

　黒木と細音は『はあああ……』と深いため息を吐ついて、やっと落ち着いた様子に。

「はぁ……本ッ当に、相変わらずだよね二人とも。ま、いいや。それより──おめでとう、澪、悟兄！　その子たちが……？」

「……ん。そうだよ♪」

「こんだけ騒さわいでも起きないんだから、かなり度胸すわってるみたいだぞ？」

　自分でも苦笑いしながら、腕の中にいる愛まな娘むすめの頭を撫なでる。

「両方女の子だと聞いたが……髪の色が違ちがうのだな。二卵性、というわけか」

「そうらしい。──この段階ですでに個性あるからな。見ていて飽きない」

　男の子と間違わんばかりに、元気いっぱいに泣く黒くろ髪かみの子。少し大人しい感じのする、栗色の髪の子。看護師の人には、『どちらもお母さんに似て、とても整った顔』と言われた。……嬉うれしい反面、もの凄く複雑だったりもする。

「えっと……それで、例の件の──澪の力を受け継いだのって、どっち……？」

「ああ、それなんだけど……まだわからないんだって」



　昨日、忙いそがしいらしくて来れないというガブリエル様に代わり、白川さんがやってきた。

　それで、簡単に調べてもらったところによると、澪の中の天使の力は、完全に無くなっているらしい。それでありながら、真白たちは変わらず変身出来ている事から、もう心配無いとのお墨すみ付つきをもらった。



「……ん、っと。どちらかがまとめて力を持ってるかもしれないし、両方が持ってるかもしれない。その力が目覚めるかもしれないし、目覚めないかもしれない。……でも、それがわからないって事は、私のときと違って力が体に馴な染じんでるって事だから、むしろ良い事だって、白川さんが言ってた」

「問題は、早いうちに力を使えるようになった場合らしいんだが……。その時は、何か手を打つって言ってくれてた」

　本当に何から何まで、すごく良くしてくれるガブリエル様たち。とはいえ……ごく稀まれに、やり過ぎだと言いたくなる事もあるのだが……。

「ふむ、心配は無いどころか、熾天使たちによる直接的な加護か。……いっそ呆れるくらいに恵まれているな」

「本当だね～。熾天使様に通告、祝福されて産まれたー、なんて、どこぞの宗教の方々なら神と崇あがめる境遇だよねー。……恵まれすぎてて、逆に誰も信じないだろうけど♪」

　──確かに、もの凄く恵まれているのは分かっている。細音が言ったように、『信じられない』というのも、大騒ぎされたくない俺たちにとっては都合が良い。……が。

「まぁ、そうなんだけど、なぁ？」

「……ね？　そうなんだけど……ね？」

　俺と澪は、渋しぶい顔で苦笑いを交かわし合う。

「あれ？　どうしたの……？」

「……なんなら、お前のときも頼んでやろうか？『翌朝』にガブリエル様の使いの座天使様が、『ご懐かい妊にん、おめでとうございます』と書かれた直筆の手紙と、『デキたてのお赤飯』をサービスしてくれるぞ？」

「う、うっわぁ……。さすがにソレは……」

　直接見張っていたのではなく、何らかの能力による察知なのだろうが……それでも『全て見ています』といった感じで……その、いろいろ気まずかった。

「む、そういえば……その子たちの名前は、もう決まっているのか？」

　話を逸らす意味もあったのかもしれないが、黒木が思い出したように訊いてくる。

「ん？　ああ、もう決めてあるぞ？　だけど──」

「ん♪　ちょっと、最初に話して、許可を取らなきゃいけない相手がいるから、ね？」

　俺としては、これ以外は考えられないという名前。

　澪に話したら、大賛成してくれた。だから、後は許可を取るだけ。

「ま、ダメって言われる事は無いだろうけど。単に最初に話したいってだけかな」

「へ？　……ああ、そういう事か♪　この子たち、本当にいろんな人に見守られて育つんだね……。──ね？　どんな子に育ってほしい？」

「んー、平穏無事に、思いやりのある子に育ってくれれば、とは思うんだが……」

　と、丁度そのとき。外から声が聞こえてくる。



『真白、綾あや人と、久遠！　早く早く!!』

『き、聖宵ちゃん待ってください！』

『聖宵、ここ病院だから──』

『聖宵ねえさん、そんなに走っちゃ──』



『　病院では静かにしてください!!　』



『うにゃああっ!?　ご、ごめんなさいっ!!』



　その声を聞いて苦笑いを浮かべながら、俺たちは語る。

「ま、俺たちの子供だからさ、『平穏無事』っていうのは、すでに諦あきらめてる」

「……ん♪　だから……あとは優しい子になってくれればいいな、って」



　大変なことがあってもいい。辛つらい事、苦しい事があってもいい。

　だけど……いつか、最後には幸せになって。



　──『この世界に生まれてよかった』と、そう、思ってくれたなら。



　この世界に舞い降りた、造られし天使だった少女。

　そんな澪が、人間になり、そして天使である事を捨てて。

　そして生まれた、俺たちの──あたらしい『天使たち愛娘たち』。



「あ、そういえば澪、明日退院なんだっけ？　大だい丈じよう夫ぶそう？」

「ん♪　私もこの子たちも大丈夫だって、お医者さんに言われてるよ」

「ふっ、それは重ちよう畳じよう。──明日から、賑にぎやかになりそうだな悟？」

　楽しそうに言う黒木。そして──外からは、さっきまではお説教でもくらっていたのか、再び聞こえてきた派手な足音。



「まったく。本当に賑やかになりそうだよ──」





　　　　　◆　　　　　　◆



　後日、聖ヶ丘学園理事長室にて──



コンコン

『財天寺です。よろしいでしょうか？』

「はい、どうぞ」

ガチャ

「失礼します。──運動部が、今年度参加予定の大会のリストを──？　理事長、何か妙みように楽しそうですが、何かあったのですか？」

「はい？　──ええ、これを見ていました。貴方あなたの所にも届いたと思いますが？」

　言って、ガブリエルが財天寺に見せたのは──一枚の手紙と、数枚の写真。

「ああ、それですか。たしかに、私も受け取りました。──思わず、後日お邪じや魔まする約束を取り付けてしまいました」

「それはそれは♪　私も、仕事が落ち着き次第お邪魔させていただきますか」

　ガブリエルが目をやるその写真は、新しく二人が加わった、水上家一同の写真。

　その中に集合写真は一枚だけ。他は畏かしこまった雰囲気が全く無い、自然体のスナップ写真。賑やかな水上家の雰囲気がよく出ている。

「おそらく、撮影者は細音ですな。──しかし、考えれば考えるほど不思議な運命というか……、イレギュラーだらけの方々ですな」

「そうですね……。まぁ、『もしかしたら』という推論はあるのですが」

「……は？　推論とは……まさか、この一連の出来事に、なにか理由があると!?」

　ガブリエルの発言に、財天寺が驚きで目を見開く。

「あくまで可能性の話ですが。……澪を転生させる際、時を遡さかのぼり、子供が生まれないはずだった夫妻に子供を授ける、といった形を取ったわけですよね？」

「は？　──はい。確かに」

「では──それをその夫妻の観点から見た場合。『未来から、澪を産む運命を与あたえられた』そう解かい釈しやくする事もできるのではありませんか……？」



　──天の導きの様な、悟たちの数奇な半生。そして生まれたのは──天使の力の結晶を身に宿す子供。



「……まさか、この子の未来に何かが──!?」

「いえ、あくまで『そういうお話も考えられる』、それだけの話です。──いずれにしろ、退屈をする心配は当分ありませんね♪　──見守りましょう。これからも」

　そう言い、柔らかな笑みを浮かべる熾天使が、再び視線を落とす写真。

　その写真に写る笑顔からは、



『たとえどんな理由があろうと、それが悪いモノであるはずが無い』



　熾天使にすら無条件でそう思わせるほど、希望の光に満ちていた──



















　　　あとがき





　さて。今回がこのシリーズの最終巻となっているわけなのですが。

　最後の最後でエラい事をかましてしまった気もする、土下座マスター緋月です。



　実は最後の挿絵も含む終章のこの終わらせ方は、受賞作をシリーズにする事になり、タイトルが決まった時点からずっと考えていたものでして。

　で。以前その事を担当様に話したところ『……いや、ヤリ過ぎじゃね？』的なご意見をいただき、私も『やっぱりそうですよねー（笑）』と返したんです。



　それを、シリーズ終盤の引き返せない所になって、再び持ち出してみました♪



　──担当様、本当にスミマセンでしたッ！

　というか……今回に限らず、担当様やイラストの明星かがよ様を始めとする関係者の方々には、かなり胃の痛くなる思いをさせてしまったな、と……。

　この場をお借りし、心よりの謝罪と──そしてそれ以上の心からの感謝を！

　皆さまのお蔭で、ここまで書き続ける事が出来ました。──私もこの作品も、本当に恵まれていたなと、心から思います。

　そして、ここまで付き合ってくださった読者の方々。応援ありがとうございました！

　悟と澪達が辿り着いた場所が、皆様のご期待に添う事が出来たのなら、これ以上嬉しい事はございません。

　水上家のお話は、とりあえずこれで一区切りとなったわけなのですが……。前巻でも話した『その後』の設定は、まだ残っていたりもします。もしかしたら今後、別のお話にヒョコっと顔を出す子も居るかも？



　次回作はまだ決まっていないのですが……今回書けなかったタイプの子を書きたいので、多分ファンタジー物……かな？　あと個人的な主義として、『主人公にフラグが立つのは二人で十分』というモノがあるので、わかりやすいハーレム物は書かないと思います。読むのは好きなんですけどね。

　では、またお会いできる事を願って。──ここまで、ありがとうございました！
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